
SI ー 1 3 3 (第249 ・ 250図)

台地南端 C2 区の 5 F95-2グリ ッ ドを主体に位置し ， 51-132によ って北東隅を猿 されているほか後世に

削られており ， 竪穴の約 114程度が失われている。 平而形は方形を呈 L，規模は北東壁5.30m，南東壁4.94

m を iJllJ る規艇の大きな竪穴である。 ピ ッ トは 5 本検出された， PI - P4は主柱穴でP5は 11'.入口施設のピ ッ

トであろう 。 周械は全周していたものと推iJllj される 。 箭は北西壁の Ij'l央に構築され ， 煙道部の突出はほと

んどない。 袖昔1\等の構築材は山砂が使用されている。

出土遺物は竪穴の遺存が悪く少量である 。 図示できた遺物は，土師器の杯 3 点 楚 1 }~~である 。 竪穴の

規模から古墳時代後期の竪穴と考えられ 2 ・ 3 の珂:は撹乱によって混入したものであろう 。

SI ー 1 3 4 (第251図)

台地南端C2 区の 5 F94-1Oグリ ッ ドに位置し ， 5I- 1 35によ って北西側を壊されている。 竪穴の逃存は悪

〈南制IJの壁は失われている。 平面形は方形を呈 し ， 一辺約3.00mの規模と推定される。 ピ ッ トは 4 本検出

された。 PI-P4は主柱穴と考えられる 。 周溝は全周していたと推測される。 竃は北西壁に位位していた

と恩われるが5I-135に壊されている。

出土遺物は微量であり図示できるものはなかっ たが， 51-135より若干古い時期で大きな l時期差を伴わな

いと恩われる 。

S I ー 1 3 5 (第25 1図)

台地南端 C2 区の 5 F 94-10グリッドに位置し， 5I-134を壊している。 竪穴の逃存が怒く西側コーナーは

失われている。 平面形は方形を呈し，北援2.62m ，東壁2.71m を測る小規模な竪穴である。 ピ ッ トは検出

されなかっ た。 周溝は全周していたと推測される。 音量は検出できなかったが，西壁の中央に構築されてい

たと考え ら れる。

出土遺物は墨舎を伴う土師器の杯 I 点が出土している。

SI ー 1 3 6 (第252図)

台地南端 C2 区の最西南端 5 F94-15グリ ッ ドを主体に位置している。 南西斜面にかかる肩の部分にあ

っ て，竪穴の約113が失われている。 平扇形は方形を呈すると考えられ，規模は北京壁2.61mの小規模な

竪穴である。 ピ ッ トは検出きれなかっ た。 周溝は全崩していたものと推測される。 篭は南西墜に位置して

いたと考えられる 。

出土造物は皆無で，時期は不明だが 9 世紀代の堅穴であろう 。

SI ー 1 4 1 (第253図)

台地南端 C2 区の最南端 5 F95-16グリ ッ ドを主体に位置している。 南斜面にかかる府の部分にあっ て ，

竪穴のほとんどが失われている。 また，縄文l時代の竪穴の一部を本竪穴が壊している。 平面形は方形を呈

すると考えられる。 ピ ッ トや周溝は検出きれなかっ た。 伴出造物からすれば，竃を伴っていたと考えられ

る。

出土遺物は竪穴の逃存が悪く少量である 。 図示できた遺物は，土師器の杯 l 点と土玉 1 点，砥石 1 点で

ある。

81 ー 1 4 6 (第254図)

台地南側 C 1 区の 5 F 86-2 1 グリ ッ ドを主体に位置している 。 後世の掘削によ っ て竪穴の束側半分が失

われている。 泣存する竪穴は深い。 平面形は方形を皇 し，規模は北西壁2.89m を測る小規模な竪穴である。
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ピ ッ トは 1 本検出され，他に周構内に小ピットが検出されている。 周構は全周していたと推測される 。 {半

出遺物から竃を伴っている時期であり南西墜に構築されていたと考えられるが，東側に篭を伴う例は，神

山谷遺跡では数軒である 。

出土遺物は少ない。 図示できた造物は，土師総の杯 2 占、と鉄製万子 1 点である。 3 は自然礁である。

SI ー 1 4 7 (第255図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-25グリッドに{立位し，腕iの広い溝SD- 1 9によ って南西側が壊されているほか後

世の撹乱によ って失われている。 平面形は方形を呈すると考えられる。 ピットと周溝は検出されなかった。

惜は検出きれなかったが伴出遺物から経を伴っていたと考えられる。

出土遺物は竪穴の遺存が悪かったが，比較的出土している。 図示できた造物は，土師総の杯 1 J凸 ・ 斐 3

点である。

SI ー 1 4 8 (第256図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-19グリ ッ ドを主体に位置している。 後世に削平が行われており，南西壁と南

東壁は検出できておらず，竪穴の中央にも大きな撹乱が入っている。 平面形は方形を呈すると考えられ，

規模は一辺約4.20m と推定される 。 ピットは 5 本検出された。 Pl-P4は主柱穴でP5は出入口施設のピッ

トであろう 。 周溝は全周していたと推測される。 伴出造物から箭を伴うと考えられるが，撹苦しにより検出

できなかった。 篭は北西壁に位置していたと考えられる 。

出土遺物は竪穴の泣存が悪く少なかった。 図示できた造物は，土師器の杯 l 点 ・ 焼成lìÎJの若手孔を伴う斐

1 点である。

S I ー 1 4 9 (第257図)

台地南側 C 1 区の F85-25グリ ッ ドを主体に位置している。 幅の広い溝SD-1 9によ っ て大きく撹乱され竪
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穴の形態を検出できていないが，この地点からの出土遺物に時期的なまとまりがあることから，竪穴住居

跡が存在することは間違いなかろう 。 造物の時期から平面形は方形を呈していたと考えられる。 ピ ッ トは

小さく明らかに柱穴と判断できるものはない。 周溝や竃は検出されなかった。 覆土中に貝プロ ッ クが検出

されたが竪穴に伴うかどうかははっきりしない。 貝プロ ッ クの組成については分析を行っていない。

竪穴に伴う可能性がある遺物の内，図示できた遺物は，土師器の杯 2 点 ・斐 1 点・甑 l 点のほか支脚 1

点， 砥石 1 点である。
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SI ー 1 5 0 (第258図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-23グリッドに位置している。 後世の削平によ って竪穴の約3/4が失われている

ほか北東壁の中央が扱乱によって壊されている。 平扇形は方形を呈すると考えられる。 北東壁3.23m を測

る小規模な竪穴である。 ピァトは 1 本検出された。 周溝は全周していたものと推測される。 mは検出でき

なかったが，時期的には竃を伴うと考えられ北西量産に位置していたと推測される。

出土遺物は皆無であるが，竪穴の規模から 9 世紀代の竪穴と思われる。

SI ー 1 5 1 (第259 ' 260図)

台地南側 C 1 区の中央 5 F85.23グリッドに位置している。 SI-1 52 ・ 1 53 と重複しており ， 本竪穴が最も

新しいと判断される。 後世の削平によ っ て竪穴の約半分が失われている 。 平面形は方形を呈し，規模は北

東壁3. 19m を測る。 ピットは検出 きれなかっ た。 壁際に小孔が多数検出 されている。 趨は北西援の中央に

構築されている。 造存状態はあまりよくない。 煙道部の突出は大きい。 袖部等の構築材は山砂が使用され

ている。

出土造物は竪穴の遺存が悪く少なかった。 図示できた造物は，土附器の杯 1 占 設 1 点，須恵器の片口

鉢 l 点 ・ 斐 2 点である 。

SI ー 1 5 2 (第259 .260図)

台地南側 C 1 区の中央 5 F 85- 1 8グリッドを主体に位置している 。 SI- 151 . 153 と重複しており . SI-153 

を壊し. SI-151 に壊されている。 また床面に大きな撹乱が及んでいる。 平而形は方形を呈 し，規模は一辺

3.33m を測る 。 ピ ッ トは 2 本検出されているが. P4 ・ P5はSI-153のピ ッ トである可能性が高い。 周溝は全

周していたものと推測される。 篭は北西壁の中央に構築されており，撹乱によ っ て一部が壊されている 。

煙道部は大きく突出 している 。 相i部等の構築材は山砂が使用されている 。

出土遺物は竪穴の遺存が比較的良かったが少ない。 図示できた造物は，土師器の杯 3 点 楚 1 点 目Rl

点である 。 杯 1 点には外面に謹書が伴っている 。

S I ー 1 5 3 (第259 ・ 260図 )

台地南側 C 1 区の中央 5 F 85-18グリッドに位置している 。 SI-15 1 ・ 152 と重複しており. SI- 152によ っ

て竪穴の大半が壊されている 。 平面形は方形を皇 し，規模は北西壁167m を測る。 ピ ッ トは遺存する床面

に l 本しか検出されていないが. Pl' P2 ・ P4 ' P5は本竪穴の王柱穴の可能性が高い。 また. P3は出入口

施設のピットかもしれない。 周溝は全周していたものと推測される。 f誌は北西壁の中央に構築され， 両袖

とも構築材が残っていなかっ た。 煙道部の突出は他の竪穴と同様に大きい。

出土遺物は竪穴の遺存が極めて悪く少量である。 図示できた遺物は，土師器の斐 1 点である 。

S I ー 1 5 4 (第261図)

台地南側 C 1 区の中央 5 F85- 1 7グリッドに位置している 。 後世の削平によ っ て竪穴遺存状態はよくな

い。 平面形はやや歪みのある方形を呈し，規模は南東壁2.72m. 南西壁2.48mを測る小規模な竪穴である。

ピットは 2 本検出されたが柱穴ではなかろう 。 周!茸は全周している。 竃は北西壁の中央からやや左に寄っ

ている。 袖部等の構築材は山砂が使用されている。

造物は箭内からまとま って出土している 。 図示できた造物は， 土師器の杯 3 点 ・ 斐 2 点，須恵器の~3

点 ・ 甑 1 点，鉄製万子 l 点である。
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SI-155 (第262図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-16グリッドを主体に位置している。 SI- 1 56 ・ 157 と重複している。 SI- 1 56の大

半を壊しており ， SI-157には西側コーナーを壊されている 。 南西壁は遺存しておらず， 周溝によって竪穴

の規模を確認することができた。 平面形は方形を呈し，南東墜2.67m ，南西壁2.72m を測る小規模な竪穴

である。 ピットは検出されなかった。 周溝は全周していたものと推測される 。 竃は北東監査の中央に構築さ

れており ， 袖の逃存はあまりよくない。 煙道部の突出はほとんどない。 袖部等の構築材は山砂が使用され

ている。

出土遺物は竪穴が小規模で浅かったが比較的多かった。 図示できた造物は，土師器の杯 3 点 ・ 斐 3 点 ・

甑 1 点，手控土器 1 点である。 土師器の杯破片 I 点に墨書が伴っている 。

SI ー 1 5 6 (第262図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-1 7グリッドに位置し SI-155に竪穴の大半を壊されているほか後世の削平によ

っても東側が失われており造存状態は良くない。 平面形は隅丸方形を呈すると思われ，規模は不明である 。

出土造物の時期から篭を伴うと考えられるが，その痕跡を確認する こ とはできなかった。 ピットは 2 本検

出されたが柱穴とは言い難い。

出土造物は竪穴の遺存が悪く少量である。 図示できた造物は，土師器の'Æ 2 点である 。

SI ー 1 5 7 (第263図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85- 1 6グリッドに位置し， SI-155の一部を壊している 。 床面及び南西壁が 3 号炭窯

によって大きく撹乱されている 。 平面形は隅丸方形を皇し，規模は南西壁3. lOm ，北西壁2.74m を担IJ る 。

ピットは 2 本検出された。 Pl . P2は柱穴であろう 。 周溝は全周していたと推測される。 箭は北東壁の中

央に構築されており ， 煙道部の突出は大きい。 能の外縁部に検出面より 一段低い掘り込みが確認されてい

る 。 袖部等の構築材は山砂が使用されている。

出土造物は竪穴の遺存が悪かったが， 電周囲からまとまって出土している。 図示できた造物は，土師器

の杯 3 点・鉢 l 点・楚 2 点 ・ 甑 1 点である。 土師器の杯破片 1 点に墨書が伴っている。

SI ー 1 5 8 (第264図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-12グリッドに位置し， SI- 159によ って西側の約半分が壊されているほか，後世

の削平によって南側壁も失われている。 平面形は長方形を呈すると思われ，北壁2.47m を測る小規模な竪

穴である 。 竪穴に関連すると思われるピットはP2 . P3であるが柱穴ではなかろう 。 周溝は全周していた

と推測される。 Z置は北壁の中央やや東寄りに位置している。 煙道部の突出はほとんどなく，小規模な竃で

ある。 袖部等の構築材は山砂が使用されている。

tI:l土造物は竪穴の遺存が悪く出土量は少量である 。 図示できた造物は，土師器の杯 3 点である 。 調査段

階で 1 軒の竪穴として調査を進めたため，遺物の出土地点に混乱が生じており，本竪穴に伴う のは 1 ・ 3

であろう 。

SI-159 (第264図)

台地南側 C 1 区の 5 F 85-12グリッドを主体に位置し ， SI- 1 58を壊している。 後世の削平によって南側コ

ーナー付近が失われている 。 平面形はSI-158と同様に長方形を呈し，規模は北西壁2.04m，北東壁2.64m

を測る小規模な竪穴である。 ピットは 1 本検出されたが柱穴ではなかろう 。 周溝は全周していたと推測さ

れる。 竃は北東壁の西寄りに位置しており，袖左側の泣存が特に悪い。 火床部から 2 の杯が出土している。
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煙道部の突出はあまり大きくない。 袖部等の構築材は山砂が使用されている 。

出土造物は竪穴の遺存が悪く少量である。 図示できた造物は土師器の杯 1 点である。

SI-160 (第265図)

台地南側 C 1 区の西側斜面 5 F 85-11 グリッドに位置している。 西斜面の肩の部分にあって竪穴の西側

が大きく失われているほか，南側も削平によって失われている。 平面形は方形を呈すると考えられ，規模

は一辺約4.0m と推定される 。 柱穴と思われるピ ッ トが 1 本検出されている 。 周溝は全周していたと推測

される 。 篭は北東壁の中央に位置していたと考えられる。 袖左側は失われ火床面も検出きれなかった。 袖

部等の構築材は山砂が使用されている。

出土遺物は竪穴の遺存が悪く少量である。 図示できた造物は甑 1 点のみである。

SI ー 1 6 1 (第266図)

台地南側 C 2 区の 5 F 85-2 1 グリッドに位置している 。 後世の削平によって竪穴の泣存状態は極めて悪

い。 平面形は方形を呈すると考えられる。 規模は北東壁3.l5m を測る。 ピットや周溝，寵などは検出され

なかった。

出土遺物は皆無であるため竪穴の時期は不明である。

SI-16 2 ( 第267図 )

台地南側 C 1 区の東側 5 F 85-25グリッドに位置している 。 東側斜面の肩の部分に位置しているほか，

SD-19の構によ っ ても削平されているため竪穴の遺存状態はよくない。 規模は ， 一辺約3.2mの方形を呈す

ると考えられる。 ピットや周溝は検出されなかった。 篭は北西壁の中央に構築され，袖部等の構築材は山

砂が使用されている 。 袖左側は失われているが，竃内から土器がまとま って出土している 。

出土遺物は竪穴の遺存が悪いため少なかっ た。 図示できた造物は ， 土師器のき11'. 3 点，須恵器の費 1 点で

ある 。

SI ー 1 6 3 ( 第268 ・ 269図 )

台地南側 C 2 区の東側 5 F95- 14グリ ッ ドに位置している。 SI- 109に竪穴の約2/3を壊されているほか斜

面下側の南側コーナーも失われており，規模は明確ではないが北壁から一辺約4.2 mの隅丸方形を呈する

と考えられる。 周i茸は幅広く検出されたが，掘り過ぎによるものと考えられる 。 伴出土器の時期から炉跡

を伴うと考えられるが， SI-109に壊されており検出されていない。

出土造物は竪穴の遺存が悪かったが北壁際でまとまって出土している 。 図示できた造物は，土師器の椀

l 点 ・ 高杯 3 点・楚 7 点，砥石 1 点である。 他に灰紬陶器が検出されているが竪穴に伴う造物ではなかろ

つ 。

315 



/てて~ 弓河 Y¥ 
\トヘ九"-"<1 .' /'グ

\叫岩主恐妻哩←一ーープー./ 2 

マ~;~.:.;::::-.→ /グ

""泊ι /ペ/
/、唱己唱すー /一\ -
i、明社

'、、

" 

。 ( S ~ 1I4 ) 20cm 

13 

叫J
川

。

第268図 S卜163 実測図及び出土遺物

FRB 

可控盤グ 5

B ¥ 

316 

(S ~ 1 /80) 4m 

6 

4 

\g}d , 

9 
¥ 



W¥53 
¥ 

一 (\

己
13 

o (S=1/4) 20cm 

第269図 SI-163 出土遺物

317 



第 2 節土坑・その他

B 区に比べて ， C 区では土坑の検出数は少ないが，類似した規模 形態の土坑がまとま っ ている 。 古代

の土坑は，竪穴住居跡が多数検出されている地点から離れて分布している。 また，中世と判断した土坑墓

も周囲に他の遺構が見つかっていない。 また，炭窯は近世に属する。

第 13表 C 1 ・ 2 区土坑計測表

長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (m )

土坑基 2 5FB5-16 N-B7‘ E 1.3 1.2 1. 1 

土坑益 3 5FB5-16 N-10・ w 1.2 1.0 O. B 

士宅 1 号土 5FB5-12 1.6 1.6 O. B 

土宅 2 号: 5FB5-17 1.6 1.5 1. 1 

土宅 3 号:c~ 5FB5-13 N-39" -E 1.4 1.3 O. 3 
4 5FB5-11 N-21" -E 2. 2 1.6 1.9 
5 t~ 5FB5-14 N- 20 -w 1.6 1.2 1.3 

炭炭窯窯 3i' そ窯 5F85-16 N-21" -E 2. 7 2.5 1.5 
4 十炭窯 5FB5-21 N-13 0。一E 0.9 O. 7 O. B 

炭黛 5< ト炭窯 5FB4-20 N-800 -w 2.0 0.9 0.2 

l.土坑墓

2 基の土坑から人骨が検出できた。 土坑は長方形を基調として ， 掘り方が深い。 時期を特定する造物は

出土していないが， 土坑の形態と人骨の泣存状況から中世から近世であろう 。 中世の遺構は C3 ・ C6 区

で多く検出 しているが， C 1 ・ C2 区では当該時期の遺構は少ない。

2 号土坑墓 (第270図)

C 1 区の 5 F 85- 1 6 ・ 1 7で検出した。 3 号士坑墓に隣接している 。 検出面平面形はやや不整な長方形を

呈し ， 底面は丸味をもっ。 ほぽ垂直に深く掘り込まれている。 底面は平らである。 東壁際の底面で人の頭

蓋骨のほか， 四肢骨などの長骨が遺存していた。 伴出造物はなく時期は不明であるが，隣接する 3 号土坑

墓とほぼ同じ時期と推定される。

3 号土坑墓 (第270図)

C 1 区の 5 F 85- 1 6で検出した。 2 号士坑が隣接している 。 隅の丸u、長方形を呈する 。 平面形態や規模

は 2 号士坑墓に類似し，ほぼ垂直に深く掘り込まれている。 底面は平らである。 北壁際の底面で人の歯を

検出しており，土坑墓と考えられる 。 伴出遺物はなく時期は不明であるが，隣接する 2 号土坑墓とほぼ同

じ時期と推定される 。

2. 土坑

1 - 3 号は古代 4 号は中世 5 号は中世以降と判断した。 1 . 2 号は円形を基調とする。 B 区で土坑

墓の可能性がある 17号， 2 1号土坑と類似するものの，掘り方が深く，埋め戻された状況が明瞭ではない。

4 号は形態が崩れているものの地下式坑であろう 。 1 . 2 号土坑墓との関係の有無については明らかにで

きなかった。

1 号土坑 (第271図)

C 1 区の 5 F 85- 1 2で検出した。 均整のとれた円形を呈する。 平滑な床面とほぼ垂直に立ち上がる壁を

有する。 覆土は軟質で， 全体的に黒色味が強く，ロームの含有も少ない。
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2 号土坑 (第271図)

C 1 区の 5 F85-17で検出した。 平面形は 1 号土坑に類似しており ， 均整のとれた円形を呈する 。 断面

は基盤層が砂地であるためか，壁面が扶れており，また掘り方も深い。

3 号土坑 (第271図)

C 1 区の 5 F 85-13で検出した。 検出面での平面形態は楕円形を呈するものの，下場では隅の丸い長方

形を呈する。 掘り方は浅く，壁は床面からやや緩い角度で立ち上がる 。

4 号土坑 (第272図)

C 1 区の 5 F 85-11で検出した。 階段状の構造で，形態的特徴から地下式坑と考えられる 。 基盤層が砂

地であることから，主室部は長方形を呈するものの，竪坑部は崩落して方形を呈しておらず，本来の形態

をととめていない。 主室部は竪坑部から25cmほど低くなる。 ほ (f底面で炭化物が分布していた。

5 号土坑 (第272図)

C 1 区の 5 F 85- 14で検出した。 北側の台地斜面中に構築されており，その構造から横穴を呈 していた

と考えられる。 平面形態は細長い扇状である 。 半地下式に掘り窪められてはいない。 入口相当部分にピ ッ

トを検出したが，本遺構に伴うかとうか明確でない。

3 . 炭窯

C 1 ・ C2 区の境で 3 基まとま っ て分布していた。 B 区で記載した炭窯とは時期的，立地的に異なり，

近世以降に属する 。 いずれも広い燃焼空間をもち，煙道を有する。 燃焼空間の形態は 1 号の扇形に対して，
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2 . 3 号は円形と異なるが，煙道の構築方法は 1 ・ 2 号で類似している。

3 号炭窯 (第273図)

C 1 区の 5 F 85. 1 6で検出した。 平面形態は三角フラスコ状で， 燃焼部は扇形を呈 している。 土層観察

により ， 煙道部は地山をその規模で掘 り 抜いたのではないことが判明した。 広めに掘削した後に丸太ある
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いは竹を心材として設置し，その周りに土を版築状に充填している。

また，造り替えられており，煙道入口部分は高い位置に構築し直している 。 その高低差や断面 (EP C

C') 形態から床も貼り直していた可能性がある。

4 号炭窯 (第274図)

C 2 区の 5 F85・21で検出した。 燃焼部の平面形態は円形を呈する 。 煙道部分は， その掘り方から判断

して 1 号炭窯と同様に心材を設置してから，土を充填したものと思われる 。

5 号炭窯 (第274図)

C 2 区の 5 F 84-20で検出した。 平面形態は柄鋭状で，燃焼部は円形を呈する。 煙道部が他の炭窯と同

様に土の充填により構築されていたかどうかは明らかでない。 焚口相当部分の手前には足場に相当する空

間が設けられている 。 この空間にかかるように掘立柱建物跡が構築されている 。 1 問 x 3 問 (2.46m x 

5.60m ) の建物跡で，作業小屋として炭窯と一体の構造をなしていたと考えられる 。 桁側柱筋の両外側に

は浅い構が確認できた。 雨だれの痕跡であろう 。
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第 3 節遺構外出土造物 (第275図)

帰属時期が異なる遺構から出土した遺物や遺構外から出土した造物についてまとめる こ とにする 。 C

1 . C 2 区ともに中世以降の整地が行われている ことから 縄文時代以降の造物が，逃構外から多く出土

している 。 縄文時代の造物は，いわゆる造物包含層として認められる層位からではなく ， 撹乱屑というべ

き庖からの出土であり，弥生時代以降においても多くは，漸移層からの出土である。 特に目立つのは，古

墳 ・ 奈良 ・ 平安時代の竪穴住居跡に伴っていたと考えられる土器類である。 このほか鉄製品 紡錘車など

である 。 ここでは土器類については，墨替を伴う土師器の杯類を中心に鉄製品など若干を示すことにする 。

1 -19は土師器の杯である。 1 は 7 世紀代の杯である。 2 - 1 9は墨舎を伴っているものである 。 1 6の内面

の墨書 1 例を除けば，体部外面乃至は底部外面の墨書である。 5 は判読不明。 7 は 「告」であろう 。 9 は

「千」 か。 13は 「川 」 であろう 。 15は 「刀 Jo 16 も 9 と同じく 「千」 である。 20は石製の臼玉である。 21は

土玉である 。 22は縄文時代前期の土製決状耳飾である。 外縁は厚く，内孔の厚さは外縁の約半分である 。

23' 24は石製紡錘車である 。 23は被熱していると思われ， 表面が劣化している。 石材は凝灰岩と思われる。

側面中央に横位の沈線を施している 。 24は表而に光沢がある 。 蛇紋岩と思われる。 上面に線刻があり 「知」

という文字であろう 。 25は砥石である。 4 面を使用している。 26-35は鉄製品である。 26は薄い鉄板が折

り込まれている 。 27-33は釘 鍛 ・ 万子の類であろうが，特定できない。 34は鉄製の輪に薄板が取り付け

られている。 35は鉄製の私鋳銭と思われる 。 36 ・ 37は煙管である。 37は道管に装飾が施されている。
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第 6 章 まとめ

ここでは， 本時「神山谷遺跡(I ) J と 「神山谷遺跡 ( 2 ) J の 2 分冊にわたり報告した遺構 遺物につ

いてまとめることにしたい。

今回の発掘調査によって検出 された神山谷追跡の迫榊 造物は， 旧石器時代，純文11寺代 ， 弥生H寺代 ， 古

墳時代， 奈良 ・ 平安時代，中 ・ 近世に及んでいる 。 遺跡の主たる遺構群は ， tï噴l時代から奈良 ・ 平安時代

の竪穴住居跡群である。 神山谷遺跡の狭い台地最上位而に止まらず西側及び南側の緩斜面にも多くの竪穴

住居跡が検出されており，時期不明の竪穴住居跡も含めれば全体で251軒にのぼる検出数とな っ ている。

神山谷遺跡が所在する台地は ， 南北に細長く北部では東側に狭い台地がさらにやl ' びている。 すでに報告

されている城山遺跡とは北部西側で僅かにつながっているが，台地上においては集落跡としては城山遺跡

との連続性は薄いと考えられる。一方城山遺跡との |百]に入り込む支谷の谷頭にあたる低位面の C 4 区など

でも竪穴住居跡が検出 されている。 また，今回の工業団地造成とは異なる土採取事業に関連して行われた

神山谷遺跡の北端部から東側にのびる台地の発掘調査では ， 今回の調査結果とほぼ同じl時期である古墳時

代から奈良 ・ 平安時代の竪穴住居跡が160軒あまり検出されている(東総文化財センタ一年報 2 1998) 。

この こ とから神山谷遺跡は， 西側の減山遺跡 ・ 夏台遺跡 新台遺跡の同時期]の集落規模とは比べるまでも

なく際だった竪穴住居跡の検出数となっている 。 各時代の主な遺構 造物の概要は以下のとおりである 。

旧石器l時代に関連した造物集中地点は検出 されなかったが，台地上の B区から縦長剥片が 2 点出土して

おり，僅かだが旧石器時代の痕跡を窺い知る こ とができた。

縄文時代では，早期の竪穴住居跡が 4 軒，前期の竪穴住居跡が 3 軒，早期の炉穴10基，落とし穴20基が

検出された。 包含層や時期の異なる遺構の覆土から，早期の燃糸文式， 回戸下層式 ・ 回戸上層式 ・ 子母口

式茅山下層式 ー 茅山上層式，前期の黒浜式 ・ 諸磯式 浮島式，中期の阿玉台式加白利 E式， 晩期の荒

海式などの土器片が出土している。 また，際斧 ・ 磨製石斧 打製石斧 磨石 凹石 ・ 石鍛などの石器や土

製耳飾りなどが出土している。 縄文時代の遺構 ・ 造物は， C 1 . C 2 区で主に検出されており，台地南端

の緩斜面がその活動の中心となっていたことが判明した。

弥生時代では，中期宮ノ台式後半の竪穴住居跡 2 軒と後期の竪穴住居跡 5 軒が検出 されている。 当地域

の中期竪穴住居跡の検出例としては数少ない例の一つである。 後期には集落が若干拡大すると考えられる

が，それでも小規模て府ある。 ガラス玉を伴う土坑墓が 1 基検出 されている。 土器が伴出していないため時

期は明らかでないが，小規模な椅円形の土坑墓であり ， ガラス玉は被葬者の頚にかけられていた首飾りと

判断される。 弥生時代後期から古墳時代前期の可能性が高く ， 管切り製法のガラス玉であることから弥生

時代後期が妥当ではないかと恩われる。 弥生時代の出土遺物は， 竪穴住居跡に限られ僅かな量であった。

古墳時代前期・中期は， 弥生時代後期の集落規模よりも僅かばかり拡大する程度で大きな変化はなかっ

たようであり，古墳時代後期になってようやく集結が拡大してくるようである。 古墳時代の竪穴住居跡の

総数は70軒である。 こ の内，前期の竪穴住居跡は11軒検出されており，弥生時代後期末から継続している

ようである 。 中期の竪穴住居跡は19軒あまり検出されている。 台地の南部で古墳の可能性をもつものを含

め 4 基の古墳が検出 されており，時期は 6 世紀代と推測される。 たぶん 6 世紀代は竪穴住居跡が最も少な

い時期であることから一時的に墓域とな っ たのであろう 。 西側の城山遺跡でも 5 世紀代と考えられる 2 基
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の古墳が確認されている程度で，造墓活動は一時的なものである (;草津 2000) 。

台地の妖観が大きく変わりはじめるのは 6 世紀末からであろう 。 古墳時代後期 6 世紀末から 7 世紀代の

竪穴住居跡は39軒検出されている 。 台地の最上位面に止まらず， C 1 ・ C 2 区とした南側の緩斜面や西側

の谷沿いの斜面に竪穴が展開する 。 竪穴住居跡の平面規模が最も大きくなる時期である。 竃の設置方位は

北乃至は北北西の墜に位置している例が多い。 台地最上位面の西斜面側で検出された特殊な廃棄遺構sx

90が形成されたのもこの時期]である。

奈良時代の 8 世紀代は64軒の竪穴住居跡が検出されている 。 最も集落の規模が拡大し，台地中央を主体

に南側の C 1 区や C2 区にも竪穴住居跡が増加してゆく 。 竪穴の平面規模は 7 世紀代の竪穴に比べ小さく

なる。 筒の設置方位は，北東乃至は北西の壁に設置される例が多い。

平安時代の 9 世紀代以降は96軒の竪穴住居跡が検出 されている 。 このうち 10世紀以降の竪穴住居跡はわ

ずか 9 軒あまりで 9 世紀代の竪穴住居跡が大半を占めており，奈良時代から平安時代の 8 . 9 世紀は，集

務の規模が最も拡大した時期である。 西側谷頭の平場である C4 区にも竪穴住居跡がこの時期まとまって

見られる。 C4 区は平安時代の最も新しい時期の 10世紀か ら 11 世紀に入る可能性がある竪穴住居跡が検出

されており，竪穴に伴う土器類はこの時期の器稜構成を採る上でj'{重な資料と考えられる 。 10世紀以降に

なると急激に集落の規模が縮小し，竪穴の平面規模はさらに小さくなり，掘り込みも浅く貧弱なものとな

ってゆく 。 集落は，栗山川下流域の低位段丘面に移動していくものと考えられる。

台地斜面にいくつかの平場が造成されたのは，西側に隣接する城山遺跡 (篠本城) とほぼ同じ時期，室

町時代の14世紀後半から 15世紀末までの時期と考えられる。 しかし，城山遺跡に見られるような台地全面

に及ぶ積極的な土地造成が行われたわけでユはなく，規模の大きな整地は，城山遺跡に面する西側斜面に限

られるようである。 調査開始当初，篠本域跡の隣接地として ， 中世城跡に関連した遺構が濃密に分布する

と推測されたが， C3-C6 区の何れにも多くの中世遺構を検出したわけではない。 中世の遺構を最も多

く検出したのは、 C3 区及びC6 区で，この中には近世遺構も多く検出されている 。 C4 区と C5 区には

僅かな中世遺構しか検出されなかった。 中世と思われる掘立柱建物跡は全体で26棟検出されているが，規

模は何ずれも小規模て、ある 。 C 3 区では 141車の掘立柱建物跡のほか，地下式坑10基， 土坑が48基が検出さ

れている。 中世の造物は，土師質土器，陶磁器類，金属製品，石塔類が出土しているが，遺物量としては

僅かである。 士郎質土器ではかわらけや内耳鍋，茶釜などが出土している 。 陶磁器類では備前や常滑産の

按鉢や斐などである 。 石塔類では五輪塔や宝陸印塔が出土している。

近世では C 3 区なとから井戸や斜面を扶り込んだ横井戸など水利関連施設や掘立柱建物跡 4 棟，土坑墓

1 基などが検出されている。 遺物は，陶磁器類では瀬戸 ・ 美濃産の灯明皿や碗鉢徳利 瓶子，肥前産

の染付碗，志戸日産の灯明皿などである 。 この他には寛永通宝や文久永宝などの銭貨，煙管や鉄椀 ・ 鉄

鎌 ・刀子なとが出土している 。

以上のように多時期にわたり遺構・遺物が多数検出され，当地域の歴史を探る上で豊富な資料を得るこ

とができたと言えよう 。

参考文献

財団法人東総文化財センター 『東総文化財センタ一年報 2 (平成 5 . 6 年度)J 1998年

道F畢明 f篠本城跡 ・ 城山遺跡j 財団法人東総文化財センタ一発掘調査報告書第21集 2∞0年
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附 章 自然科学分析

第 I 節 争11山谷遺跡における遺構内出土の貝類について

西本:I!:::弘小林図子・太田敦子

(匡l立歴史民俗博物館西本研究室)

慨要

本遺跡ではSX-90 と SI-112の 8 世紀代の 2 逃構から貝層が検出されている。 貝層は，水洗によって士を

取り除いたサンプルの状態で，テンパコに 15箱あったが 1 箱を除きほとんどがSX-90出土のものである。

SX-90は調査開始当初竪穴住居跡と認識して調査にあたっていたが，竪穴状の落ち込みの中に土器類が多

量に廃棄された特殊な遺構であることが判明した。貝屑はその磁土内の一部にブロック状に堆積していた。

また ， SI- 1I 2遺構の貝層は小規模で， ビニール袋 I 袋分の員プロックである 。

SX-90の水洗後の貝の総重量は11 9. 15kgあり， SI-11 2はl.35kgであった。 貝類の分析は， SI- 11 2はすべて

行なったが ， SX-90では貝の量が多いため，最もサンプルの多い第 4 ブロック出土の貝サンプ Jレを約

3.400cc，重量にして2.4 kgを抽出して行なった。 SX-90の貝サンプル全体を概観したところ，貝種組成と

貝の大きさの点では ， この遺構内で大きな変化や速いはないと思われる 。

貝類の同定の結果，本遺跡では18種の貝類を検出した(第 1 表) 。 以下に各遺構の内容を説明する 。 ま

た，貝層からは魚骨 獣骨ーなどの出土はなかった。

SX-90 

小型のチョウセンハマグリとダンベイキサゴ主体の貝屑で，保存状態は良好である。 貝極組成を最小個

体数で比較すると，チョウセンハマグリが約83%を占め，ダンペイキサゴが14%を占める 。 その他の貝種

は稀に検出する貝か，大きさ 1 cmにも満たない小型の貝もしくは幼貝であり，明らかに採取場所で混入し

たものである 。 チョウセンハマグリは殻長18凹-24凹未満の小型貝を主体に採取している。 ダンベイキサ

ゴは殻径1 1.5mm-35.4醐とばらつきがあり，さまさまな大きさのものを採取している。

第 1 表神山谷遺跡貝種類名一覧 第 2 表遺構別貝類出土畳表

腹足綱
メガイアワビ

ダノベイキサゴ

クポガイ類
オオタエシ

カワニナ

二枚員綱
サトウガイ

タマキガイ類

イタヤガイ科
マガキ

コタマガイ

ワスレガイ

チョウセンハマグリ

カガミガイ

アサリ

シ寸7キガイ

パカガイ

フジノハナガイ

オオノガイ

G出回開da
C開山町民柑肌un

ωη加万四7且酔nt，倒押

CM四百51白1l8Sp

C加r穆昨沼/u出'8 .J1pom国

Semisulc回;pira !Jl回世沼 ib<拍，.

Bivalvia 
Sc8，〆店四四郎W

G!y~月四万sp

Pectiniid拙 8凹

Cra店α油田8酔S

白η川町ame曲沼申S

Qぬsunettl1 mens帥all's

Meretrix famarcki 
Phac(万四国ßpomcUJη

品J(iJ~，み甜ρhffJj;凹盟国7

Mactra vi即'erifonnis

ん1aclI習 chinensis chin官1SIS

αíon d;倒71 semIgJ沼田sus

幼m lJI百聞a伺即>gal

種 名 左右 5X-90 51-112 備考

ダンベイキサゴ l47 4 

タニシ科 3 

クポガイ類 2 

巻貝種平明 l 4型

チョウセンハマグリ
左殻 788 日3

右設 8伍 部0

アサリ 右殻

コタマガイ 右殻

バカガイ
左般 2 

幼貝
右殻 2 

7:}ノノ、ナガイ
左殻 9 

右殻 4 

イタヤガイ科 不明 2 幼員。

不明二枚買 不明 2 l 幼貝
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SI-112 

チョウセンハマグリ主体の貝居であるが，保存状況はあまり良好ではなかった。 ダンベイキサゴが稀に

混入している。 チョウセンハマグリは， 20mm~24剛未満の大きさのものが中心に出土しているが，

80mmの大型のものも含まれている 。

SX-90 
チョウセンハマグリ

資料数 201 点
平均 22.9 回

最大 36 .4皿
最小 1 1. 6 凹

標準偏差 3.6 凹

Þ-~~~~~f::j;S符符S533』守男宇~苧宇智ε!;fJ?;ff?iI5&&(ZiB&f2f;:r:tlf?f2 fi
2:¥¥ 11111111111111111111111111111111111 
口
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殻長(凹)

51-112 
チョウセンハマグリ

資料数 287 点
平均 22.6 皿

最大 79 . 2 凹
最小 12.7 凹

標準偏差 3 .1 醐

ι 旬、'"句口旬、由旬白向、戸田句由旬、"'"句由旬、回句白内 柏 田匂白旬、F 匂 Cむ口
-. -. -. -.内内向内向町内町内円、'1' ..,. ..".. "'" "'" ú')同町同町tQ CO (Q CO (QI'-."-I'-.f'.....1'..匂

ミ耳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

'" 『
殻長(皿)

第 1 図 チョウセンハマクリの殻長分布

SX-90 SI -112 

2% 

83% 

第 2 図
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99% 

- ダンベイキサゴ

・巻貝その他
ロチョウセンハマグリ

ロ二枚貝その他

遺構別貝類組成 (最小個体数による)
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第 2 節 神山谷遺跡における遺構内出土のガラス玉について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

神山谷遺跡B 区の北端に位置する I 号土坑墓からガラス小玉が出土している 。 台地最上位而で検出され

ているこの土坑は，他のピットとの重複によって撹乱を受けているため泣存状態はあまり良くない。 磁土

中からガラス玉が10点出土しており，撹乱を受けていなければもっと数が多かった可能性がある 。 ガラス

玉以外に造物は出土しておらず，時期は不明であるが、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土坑墓

と推測される 。 土坑墓は楕円形を呈し，検出面の長軸長1.4m を i則り ， 遺体は屈葬され治体の頚飾りとし

てガラス小玉が使われていたものと推測される。

今回，ガラス玉の材質に関する情報を知るためにエネルギ一分散型蛍光X線分析装置 (SEA2120L)に

よる化学成分分析を行った。

1 . 試料

試料は 1 号土坑墓地、ら出土したガラス製品 10点 ( 1 - 10) である 。 この内， 1 . 2 . 4 ・ 5 がガラス

小玉， 3 ' 6-10が管玉といえよう 。

2 . 分析方法

超音波洗浄機で試料を洗浄し，エネ Jレ 表 1 エネルギ一分散型蛍光X線分析装置の測定条件

ギ一分散型蛍光X線分析装置(セイコー

インスツルメンツ (株)製 SEA2120L) 

で測定する。 含有率算出にあたっては F

P法 (ファンダメンタルパラメータ一法)

を用いたノンスタンダード法を用い ， 各

元素とも酸化物として定量i寅算を行う 。

測定時の装置条件を表 l に示す。

3 . 結果

測定装置

管球ターゲット冗素

定性冗素
コリメータ

励起電圧 (kV)

管電流 (μA)

フイノレタ ー

マイラ ー

雰囲気

SEA2120L 

Rh 

Nal1--.....ciO SC21
........ U92 

申 1 0. 0剛 φ10. Omm 

15 50 

自動設定 自動設定

なし なし

ON ON 

真空 真空

表 2 に化学組成を酸化物として表示する 。 本分析によって，これらのガラス玉から 16種の成分の存在が

確認される 。 これら検出元素の中で存在量の多いSi02 ， Alz03はこれらガラスを構成する形成酸化物，中

間酸化物として位置づけられると考えられる。一方，修飾酸化物についてはガラスの形態別に，小玉では

K20 , CaO，管玉でユはNa20 ， CaOが機能していると予想される。

4 .考察

ガラスは主原料であるケイ酸原料に，融けやすくしたり固まりやすくしたりする融剤および着色剤を混

合・調合し，溶融 ・ 冷却され製品となる。 したがって，ガラス製品の組成の違いは ， 原材料の違いを表し，

材料産地の推定や当時のガラス製作技術なとも推定することが可能となる。
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表 2 ガラス製品の科学組成

試料

No Na20 . ,0 Alz03 Si02 K,O c.O TiOz MnO Fe203 Ni203 c,o ZoO Rb20 5,0 2r02 8.0 備考

0.13 Q.05 7.28 81.24 4.85 2. 73 0.29 1. 45 1.74 0.01 0.04 0.00 0.01 0.02 0.01 Q.15 小玉

2 0.33 。。。 7.29 78.22 7‘ 08 1. 52 O. 23 2.81 2.19 0.01 。‘ 05 。‘ 01 0.02 0.01 0.01 0.23 小玉

3 5. 77 o. 00 13.86 73. 79 1. 03 2.05 0.26 1. 34 1. 67 0.01 0.06 0.01 0.00 0.04 0.01 O. iO 官玉

4 0.59 O. 04 7. 06 79.91 8. 29 1. 03 0.09 1. 24 1. 51 0.01 。.02 0.00 。咽 01 0.01 0.01 0.18 小玉

s 0.18 O. 05 8‘ 48 79‘ 31 6.44 1. 53 O. 12 1. 91 1. 54 0.02 0.03 0.00 0.02 0.02 0.01 O. 32 小玉

6 7.23 o. 00 15. 15 70. 13 0.92 2. 46 O. 30 1. 47 1. 97 0.02 。‘ 10 0.01 0.01 0.06 0.02 0.16 管玉

7 3. 79 o. 00 13. 10 74.62 Q.94 3. 10 O. 32 1. 92 1. 88 0.02 0.09 0.01 。 o。 0.05 0.02 O. 15 官玉

8 3.63 0.01 13咽 85 73咽 97 。咽 93 2.80 。咽 24 2. 20 1. 95 0.02 0.12 Q.01 0.01 0.06 0.02 O. 19 管玉

9 4.36 0.00 1 0咽 57 76咽 86 1. 00 2.88 Q.31 1.92 1. 79 0.02 0.10 0.01 0.01 0.05 0.02 0.11 菅玉

10 2. 74 0.00 12.51 77. 19 0.91 2. 79 。‘ 24 1. 59 1. 67 0.02 0.06 0.01 。 o。 O. 05 0.01 O. 20 管玉

日本においてガラス製の造物が発見されるのは，弥生時代以降の遺跡地、らであり，それ以前の純文時代

の遺跡からの出土例は報告されていない。 古代ガラスの化学組成に関する分類基準は現在のところ，まだ

体系的な基準は設けられていないが，山崎(1990) によれば，古代ガラスは融再1J に主として鉛を用いた鉛

ガラスとナトリウム カリウム等アルカリ元素を用いたアルカリ石灰ガラスに大別される 。 その中で，弥

生時代に出土するガラス製品は鉛ガラス，アルカリ石灰ガラス，またハリウムを多く含む特殊な鉛ガラス

である 。 また，古墳時代に入ると鉛ガラスの出土が認められず， 71レカリ石灰ガラスが主体となる。 古墳

時代中期後葉になると 71レカリ石灰ガラスの色が多様化し，古墳時代後期からは再び鉛ガラスも出土する

ようになると考察している 。 また ， 最近ではIJ~塚(1999) によって詳細な検討がなされており，融弗jの種

類によってアルカリ珪酸趨ガラス，鉛珪酸塩ガラス，アルカリ鉛珪酸塩ガラスのグループに分類しており，

さらにこれらを構成酸化物の種類と量から，アルカ I} 珪酸塩ガラスを K20・SiO，系 ・ Na20-CaO-Si02系 

K20-CaO-Si02系 Na20-A120，-CaO-Si02系 ・ (Na20/K20 ) ーCaO-SiO，系に，鉛珪酸塩ガラスをPbO-Si02系 

PbO-BaO-Si02系に，アルカリ鉛珪鮫塩ガラスを K20-PbO-Si02系としている。

今回のガラス玉はいずれもアルカ リ珪酸塩ガラス (アルカリ石灰ガラス)と認識されるが，ガラス小玉

に属する 1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 と管玉に属する 3 -6- 10では修飾酸化物の種類，中間酸化物の量比が異なる特

徴が見られる 。 ガラス玉の種類と成分がよく対応していることから，ガラス玉の種類により原材料の調合，

製作工程なとが異な っていたと考えられる。 ここで，管玉に属す資料は肥塚の分類においてNa20-A i20，

CaO-Si02系と認識される 。 しかし，小玉に属す資料については組成比を見る限りではどの分類にも該当

しない。 こ の原因として，試料表面の風化居の影響が第一に考えられる 。 したがって，今後風化層を除去

し新鮮荷での化学組成を求めることができれば，さらに詳細に検討できると考えられる 。 なお，これら資

料においてはFe20" MnOが数%のオーダーで検出されており ， ガラスの呈色要因として作用しているこ

とが推定される。

引用文献

肥塚隆保(1999) 出土遺物の材質調査一日本で出土した古代ガラスの研究 ー 理学電気ジャーナ Jレ ， 30 

( 1 ) , p.33-40. 

山崎一雄(1990) 日本出土のガラスの化学的研究 . I古文化財の科学J ， p.274.300，思文閣出版
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遺物観察表



A 区遺物観察表

1 5 1 号住居跡造物観察表 ( ) は推定値、< >は現存値

番号| 器種 器形 法量{皿) I 手法の 特徴 胎士 ・色調・焼成 備 考

口径 (120) 非ロク ロ盤出. 日韓師は慣ナデ. 体聞から底部 白色粒、透明粧を吉む. 県袖色及び No.6 , 括

土師器 lf 器商 38 はへラケズ日 後ナデ風 ミ ガキ. 内閣はヘラケズ 茶褐色. 焼成は良好.

一十
底径 60 リ 桂ナデ.

口径 (116) 非ロクロ整形. ロ縁部は慣ナァ. 体部から底部 透明粒子及び金書母を惜量、赤色棺 No. 5 
2 土師器 lf 器高 34 はヘラケズリ. 内面はナデ仕上げ. を多〈吉む. 灰惜色.焼成は良金子.

底径 (62) 

口径 ロクロ!J!形. 荒井聞は回転へラケズリ . 赤色粒を宮む. 外面は悼惜色、内面 No.4 

3 土師器 董 鴇高 <10> は灰色. 桂成は良好.

底径
口径 (180) ロ縁部は慣ナァズ.リ 胴師外面は躍位へラケズリ . 白色粒を多く古む. 事事渇色. 桂成は No.3 

4 土師器 堕 器高 <52> 胴部内面はケ 憧ナデ. 口組端剖は鋭くつま 良妻子.

底径 み出される.

口径 胴部外面は繍方向のタタキ堕形. 内面は円形当 白色瞳粒子を惜量に吉む. 育灰色. NO.l 
5 須車器 型 器高 <70> て具痕を小口状工具によりす デ消す. 櫨成は良好で硬質. 醐酋iii

底径
6 土製品 土玉 桂20X2 1凹，厚さ 11回。重さ 5.00g . 周平な土玉. 胎土は祖く砂を多〈吉む. 焼成はあまb 、. 括3

7 最製品 不明 蹄遺品. 鉄晶。中世均、. 措2

1 5 2 号住居跡造物観察表

量(皿) 手訟の 特徴

(196) 口組部は構ナデ. 胴剖外面は融位へラケズリ
<79> I桂、維な粒状回 ミガキ. 胴師内面はへラナデ桂
一 lナデ. ロ揖端部は短くつまみ出される.

胎土 ・色調・焼成 | 倒
白色世及u通明誼を多く 吉む. 檀惜 I No. 1. 一括
色及び褐色. 焼成は良肝.~ 1量

時
一
糊
臨
一

胎土・ 色調・焼成

赤色世且u白色粧を吉む. 慣褐色.
焼成は良軒.

考量{皿) I 手 法 の 特徴
口径 一 | ロクロ壷指. 底部は回転糸切り後、周睡師を手

器高 < 16> I持ちへラケズ リ. 体部下端は雑な手持ちへラケ
底径 60 I ズリ .

酷石 |長さ I03mm，幅制皿厚さ担圃I 重さ 297.8g . No.3 

157 号住居造物観察表

番号 器種 | 器 形 | 法量(皿) I 手 法 の 特徴 胎土 ・色調焼成 備 考

口径 138 Iφ1 非はヌf ロクロ鐙形.ロ陸部は慣ナデ.体部から底部 白色粒を吉む. 暗同色. 構成は不 ANo.l 
土師器 時 器高 47 へラケズリ種、雑な ミ ガキ. 内面は丁寧なミ 良.

丸底 キ.

口径 山 「クロ整形…止締り桂周附手 赤色粒を吉む.憧褐色. 焼成は良 B 括i

2 土師器 同t 器高 39 持ちへラケズリ . 体部下端は手持ちへラケズ 好.

底径 <76> リ.
口径 ロクロ整形. 底部は全面回転へラケズリ . 体部 白色粒及び透明粧子を多く宮む. 慣 ANo.10 

3 土師器 盤状杯 器商 <13> 下端は未開盤.内外面とも赤彩される. 禍色。焼成は良時.

底径 84 
口径 160 ロクロ聾形. 体師下端は回転へラケズリ . 内外 輯密だが白色粒子及び赤色帽粒子を 括2

4 土師器 盤状耳 器高 <42> 面とも赤Z草される. 多く吉む. 世褐色. 焼成は良好.

底径
口径 (150) ロクロ整形. 底部は全面回転へラケズリ . 体師 雲母は吉まなし、が長石石英を事〈 括1

5 須車器 lf 器高 34 下捕は回転へラケズリ . 吉む.灰色. 焼成はあまL 、. 術陸藍

底筏 (97) 

「クロ畳一にはごま…棚剛腕でー伽に吉む灰色 ANo. 12 

6 <61>は回転へラケズリ . 内面はナデ. 焼成は良好で硬質. 湖西産

底径
口径 ロクロ聾陪外面…聾形憧胴軒半γ No.13 

7 須恵器 彊 器高 (120) 回転へラケズ リ. 内面は円陣当て具痕. ナデ. 色、内面は白灰色.焼成は良好で硬 湖西産

l底径 質.

「クロ聾階一捕…タキ整形 「吋帥刊僅かに古む撞灰「01 1
彊 器高 <1 40> 内面は上半部が当て具壇をナデ、下半部は巾広 色で焼成は良軒で硬質. 湖西産

底径 の木ロナデ.

9 I 鉄製品 刀子 |畏さ<72mm)幅7回l 背幅3回、 NO.6 

手法の 特徴 | 胎土・色調 ・ 焼成
非ロクロ整陪. ロ綾部は掴ナデ. 体田外面は制 |砂を多く吉む.県惜邑.蝿躍は不
慣位ヘラケズリ 輩、ナデ風ミガキ. 内面は丁寧 | 良.
なミガキ.

径
高
径

口
器
底

量(皿)

(112) 

44 

皇0)
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口径 (116) ロクロ盤形。底部は回転糸切り桂、周韓部を手 砂を多く含む。惜色且び灰褐色。桂 括2

2 土師鵠 何t 器高 42 持ちへラケズリ . 体部下端は巾の映い手持ちへ 成は良好.

底径 54 ラケズリ.

口径 (112) ロクロ艶形.底部は回転糸切り桂、全面手持ち 砂を多く吉む.灰惜色、 部位褐

3 土師器 昨 器高 <44> へラケズリ.体部下端は手持ちへラケズリ . 色. !癌躍は良肝.

底径 (56) 
口径 ロクロ盤陪.底剖は回転糸切り桂、周輯師を手 白色粒を吉む. 櫨禍色.焼成は良 No.l1 

4 土師器 何て 器高 く 10> 持ちへラケズリ 。 体部下端は手持ちへラケズ 好.

底径 68 リ.

口径 (170) 買井部は回転へフケズリ.天井部はハの字状に 白色粒は自立つが璽母は吉まなb 、. No‘ 5, 7 
5 事恵器 董 器高 <26> 開く.口紐端部は短くつまみ出される. 演灰色E 焼成は良軒だが軟質.

底径
口径 130 口融師は横ナデデ。桂胴部外面は臨位へラケズリ 白色粒、透明粒を吉む. 鳳?畠色及び NO.3 

6 土師器 亜 器高 く60> 内面はへラナ ナデa 赤褐色. "老成は良時。

底径
口径 (166) 口融師は横ナデ.胴剖外面は縦位へフケズリ世 白色粒、石英桂子を吉む.恒褐色及 No.16 

7 土師器 聾 器商 く72> ミガキ。胴部内面はhラナデ桂ナデ.白骨端部 び隈褐色.焼成は良好.

底径 は両端が鋭くなる.

口径 (180) ロ縁部は横ナデ.胴剖外面は縦位へフケズリ 白色粒子を多く吉む. 位惜色及び串 No. 14, 15 
8 土師器 聾 器商 く85> 後斜位へラケズリ.胴都内面はへラケズリ桂 褐色.焼成は良軒。

底径 ナデ.口組端部は短くつまみ出される。

口径 (206) ロ韓部は摘ナデ.日韓剖はくの字状に曲折し、 赤色粒を少量宮む.渇色.焼成はあ BNo.IO 
9 土師器 聾 器高 <28> 口融端部は短くつまみ出される. まい，

底径
口径 体部外面はへフケズリ笹ナデ.内面はへフケズ 細かな白色粒子を含む. 檀惜色。焼 括4

10 土師器 亜 器商 <50> リ桂ナデ。 成はやや不良。 木葉痕

底径 72 
11 鉄製品 不明 巾6阻!厚さ9聞、 No ‘ 18 

12 酷製品 不明
長さ 63凧幅抽~，厚さ4mm，革状であり 見揖遺かと見えるが、端部に水平刺離が見られる。
肉眼で見る限り離雄、布などの付着痕跡はなし、。

1 59 号住居跡遺物観察表
番号 器種 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土・色調・焼成 備 考

口径 (160) ロ韓部は横ナァ桂ミガキ.体師から底部はへラ 轍密で白色粒を多く吉む.掛黄禍 A 括1

土師器 杯 器高 <44> ケズリ桂ミガキ.内面はミガキ。内面は楳仕上 色、 一部鳥斑.構成は良好。

丸底 げによる黒色処理症が見られる.

口径 (160) 口融剖は横ナデ桂ミガキ.体部外面はへラケズ 融密で白色撤粒子を吉む.栂褐色. 指
2 土師器 耳 器高 く35> リ桂ミガキ。内面はへラケズリ佳ミガキ。内面 焼成は良好.

丸底 は;jOJ落。

3 鉄製品 不明 長さ40mm，幅白肌， 5町民庫さ 4剛， 3m町、 括3

1 6 0 号住居跡遺物観察表
番号 器種 器形 法 量 (皿) 手法の 特徴 胎士 ・ 色調・焼成 備 考

口径 (20) 口融部は横ナデ桂ミガキ.体部から底部はへフ 紺密で金雲母を吉む.鼎褐色B 焼成 地2
土師器 lf 器高 <26> ケズリ桂ミガキ。内面は丁重罪なミガキ。内外面 は良好で硬置.

丸底 とも楳仕上げによる黒色処理」

口径 体部外面はへフケズリ世ミガキ。内面はミガ 離宮で白色微粒子を吉む。黒褐色。 地II

2 土師器 町(盤) 器高 <27> キ。 焼成は良好。

丸底
口径 (82) ロ揖剖は横ナデ。胴部外面は縦位へラケスリ桂 白色粒、透明粒を多く吉む.樟褐色 Na. l, 8 ， 12，括

3 土師器 聾 器高 <88> 下半部は斜位へラケズリ。胴部内面はへラナデ 及び灰褐色。焼成は良野。

胴最大径 (173) 桂ナデ。 口縁端部は短くつまみ出される。

口径 ロ揖部は横ナデ.胴部外面は臨位へラケズリ桂 白色粒子を多く吉む.茶褐色.焼成 &16 
4 土師器 唖 器高 く86> ミガキa 内面はへラケズリ桂ナデ.口組剖は事 はやや不良.

底径 緑で短い.

口径 口融部横ナデ.口融部は繁桂で大きく外反す 赤色粒子、白色粒子を吉む成.は外良面は No. 9 ， 161住

5 土師器 現 器高 <50> る。 褐色、内面は黄褐色.焼 良好. 括2と同一個体

底径
口径 外面は;jOJ離が著しく調整は不明。口融剖陪索揖 白色粒と赤色粒子を多く吉む。褐 No. 1 

6 土師器 唖 器高 <33> で小さく外反する. 色。焼成は良軒.

底径
口f圭 胴部下半部は斜位ヘヲケズリ桂ミガキ.内面は 赤色粒及び白色粒を吉む.樫褐色及 ?也 1 7

7 土師器 唖 器高 <25> へラケズリ撞ミガキ。 び褐色.能成は良好.

底径 64 
口径 胴部外面は斜位へフケズ九底部はヘラケズリ 事色撒粒子 白色店立を吉む。外面は No.14, 15 

8 土師器 曹 器高 <53> 桂ミガキ。内面はナデ. 鼎褐色、内面は暁褐色。焼成は良

底径 120 好.

9 礎 霊母片岩畏さ 62mm. 幅59皿，}J]さ 6四，重さ 37. 7g" 話3

10 土製品 土瞳 畏さ 53皿，径 lOmm，重さ8. 4g" &19 

1 6 2 号住居跡遺物観察表
番号 器種 器 形 法量 (mm) 手法の 特徴 胎土 ・色調 ・ 焼成 備 考

口径 128 日韓部は横ナデ後ミガキ.体師から底部はへフ 白色微粒子、石英を吉焼成む.は外面は黒 No. 7 
土師器 lf 器高 36 ケズリ桂ミガキ.内面は丁寧なミガキ.内面に 褐色、内面は褐色. 良好.

丸底 樟仕上げの黒色処理癌が見られる。

口径 (128) ロ縁部は構ナデ桂ミガキ.体部から底部はへラ 黒色組及び石英を吉む.挟褐色.焼 括2
2 土師器 杯 器高 く28> ケズリ桂ミガキ.内面はミガキ. 成は良好.

丸底
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口径 (140) 体師はから底部はへラグズリ接、丁寧なミガ |一赤一直治 iこ宮む 括1

3 土師器 蝿 器高 <58> キ.内面はへラ開聾桂ミガキ. 檀褐色.焼成は良好で硬質.

丸底
口縁部片 日陸部方ら体師…ズリ桂町一 |赤色粒子白色…む柿色 括3

4 土師器 野{祖} 器高 <34> 民轟状の凹面.内外面とも赤彩される. 且u黒色.焼成は良軒.

5 土師器 転用砥石 ロ暦師近〈の巻き込みが掛る非ロクロの腕破片の転用. 3 面に世用療が見られる. 括4

口径 (178) ロ揖剖は複ナァ.胴師外面は斜位へラケズリ 白色粒、石英を多〈古む.褐色及び No.8 
6 土師器 壷 器高 <137> 桂、下半が構位ヘラケズリ . 内面顕剖が横{立へ 茶褐色.桂成は良肝で硬質.

胴母大径 (2 1 5) ラケズリ.胴師が臨位へラケズリ.

16 3 号住居跡遺物観察表
番号 器種 器形 法量(皿) 手 法の特徴 胎土色調 ・焼成 備 考

口縁部片 ロ…ナデー附ら底師はへラ |白色微…ヵに吉む制は歯 No.l 
土師i!< '" 器高 <29> ケズリ怯ミガ臨キ.色内面はミガキ. 内外面とも楳 白色.焼成は良肝.

丸底 仕上げによる 処理.

ロ縁部片 ロ…ーガキ体制ら叶フ |白色一伽に吉む酬は賀 No.2 
2 土師器 耳 器高 <29> ケズリ笹ミメプキ.内面はミガキ. 内外面とも障 白色.焼成は良時.

丸底 仕上げによる黒色処理. 薄手.

16 4 号住居跡造物観察表
番号 器橿 器 形 法量(皿) I 手 法 の 特徴 胎土・色調 ・ 焼成 備 考

口径 (1γ障制ら底部…ズリ…内面は 輯密で細かな砂を多〈古む. 檀惜 B 話l

l 土師器 昨 置E <32> 組いミガキ. 色.焼成は良軒.

口径 (130) ロ揖師は梱ナァ.体部から底部はへラケズリ後 鍛密で細かな砂を多く吉む. 檀禍 B 括2

2 土師器 S不 器高 <40> ミガキ. 内面はミガキ. 色.焼成は良肝.

底径
口径 口融剖は欄ナァ体部から底部はへラケズリ.内 轍密で細かな砂を多く古tr. 位惜 B 括3

3 土師器 杯 器高 <40> 面はミガキ. 色.焼成は良好.
底径

4 土師器 転用砥石 理片町転用砥石.断面を佐用 L、 3 面に住用痕が確1'.できる。 包 括4

167 号住居跡遺物観察表
番号 器種 器 形 法量(皿) I 手 法 の 特徴 胎土 ・色調焼成 備 考

口径 140 日韓師は慣ナデ. 体師から底部はへラケズリ撞 茶褐色.白色粒、緑色粗茶色組を 括3
土師器 耳 器高 <27> ミガキ. 内面ミガキ. 吉む.焼成は良好.

丸底
口径 (144) 体部から底部はへラケズリ憧ミガキ.内面はミ 白色粒、半透明粒及び鼎色維を古 No.3 

2 土師器 町 器高i く33> ガキ. む@檀褐色。焼成は良好.

丸底
口縁部片 体部から底部はへラケズリ桂ナデ.内面は幅の イ咽刷、白色轍粒子、再色微粒子を No.7 

3 土師器 昨 器高 く27> 広いミガキ. 多く吉む.僅禍色.焼成は良好.

丸底
口縁部片 体部から底部はへラケズリ憧ミガキ. 内面は幅 白色粒及び粗い砂多く吉む焼.成外は面は 括4

4 土師器 '" 器高 <22> の広いまばらなミガキ. 檀褐色、内面は黒褐色噌 良

丸底 好.

口径 ロクロ堕形手.持底部は全面手持らへフケズリ.体 I 白色粒、茶色粒、黒色は組暗灰を古褐む色 外 括2

5 土師器 彊 器高 <18> 部下端は ちへラケズリ . 面は灰黒褐色、内面 焼

底径 66 成は良蛙.

口縁部片 ロ韓師は横ナデ. ロ睡端部は外E気味につまみ 白色、黒色町撒粒子を吉tr. 赤禍 括5
6 土師器 現 器高 <36> 出される. 色.焼成は良好.

底径

7 I 土師器 |
胴部外面は臨位へラケメリ接、構位へラケズ 外面は褐色、内面は憧褐色.白色 括l

亜 <164> リ.胴部内面は慣位へラケズリ笹ナデ. 粒、石英を吉む.焼成は良肝.

108 

方形土坑遺物観察表

番号 器種 総形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土・色調・焼成 備 考

口径 118 口融部は慣ナァ撞ヘラケズリ.更にミガキ.体 砂をさ多く古み、白色粒子と赤色微粒 No.3-12 
土師器 珂ミ 器高 48 師から底師はへラケズリ桂ミガキ. 内面はミガ 子が目立つ.暗褐色及び鳳色.焼成

丸底 キ. は不良.

口径 叶…ナア胴…斜…ズり桂 轍密で白色樟粒子、綜色粒子を多く No. 1 
2 土師器 議 器高 <130> ミガキ.内面はヘラナデ笹ナデ.口瞳部は棄桂 含む.渋茶褐色.焼成は良好で硬

胴最大径 (270) で直立気睦に立ち上がり、大きく外反する. 質.
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B 区遺物観察表

S 1 ー 1 遺物観察表 ( )は推定値 < )は現存値

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 ・ 色調・焼成 備 考

口径 125 日韓師は構ナデ. 体剖はへラケズリ後、粗いミ 赤色粒子、白色桂子を吉む. 内外面 No.2. 指2

土師器 河: 器高 52 メプキ. 内面へラナデ世ナデ. ロ韓剖は長く垂直 ども棋慣黄禍色。焼成は良好.

丸底 になる.

口径 (139) 口融師は慣ナデ. 体剖ケズリ桂ミガキ. 内面は 白色粒子、金書母粒子を吉む. 外面 括2

2 土師器 昨 器高 <35> へラナデ笹ナデ. 外面と口輯部内面にかけて赤 は棋袖色、内面は茶褐色。 焼成は良

丸底 彩される. 肝。

口径 脚部外面は臨位ミガキ。 内面はへラケズリ . 外 白色粒子、鼎色粒子を吉む. 内面は No.4 
3 土師器 高耳 器高 <72> 薗は赤帯される. 掛賛同色。 焼成は良師.

基部径 32 
口径 165 ロ韓部横ナデ. !同部外面斜横位のへフケズリ桂 黒色粒子を吉む. 暗褐色. 焼成は良 No ‘ 50, 51, 53 , 5 

4 土師器 鉢 器高 88 ミガキ. 赤患によって調施痕は殆ど消えてい 好だが二位焼成を畳けている.件面 5, 56, 58, 59, 73 

底径 る. 胴部内面はへラサデ桂ナデ. にスス付着。 全面に赤蕗.

口径 132 ロ輯師は植ナデ後 頭部縦位ヘラケズリ.胴部 金雲母、白色子及び赤色子を吉む。 No. 48, 49 , 66 ...... 

5 土師器 唖
器高 178 外面は斜位へラケズリ桂ミガキ. 胴剖内面はへ 世惜色. 二位焼成を畳けスス付着. 69 

底径 58 
ラケズリ .

胴最大径 175
口径 (154) ロ揖部は横ナデ. 胴外面は制位へラケズリ後組 大粒の赤色粒、白色粒子を宮む。 内 No.17 

6 土師器 亜
器高 <180> いミガキ.胴部内面はへラナデ世ナデ。頭部内 外面とも檀褐色. 外面は一部鼎禍

底径 (84) 面に輸相痕が見られる. 底部は削り出しにより 色。 焼成は良好. 東京湾拍岸地堪と

胴最大径 175
括れが作られる. 胎土が類似.

口径 162 日韓師は横ナデ。 胴部外面は椎位へラケズリ 白色粒子、慣色粒を吉む. 胴剖内面 貯腫穴

7 土師器 壷
器高 260 輩、下半剖斜位へラ ケズリ. !岡部内面はへラナ は黒褐色. 焼成は良好だが 二位桂 No. 4, 11 , 19, 21 
底径 59 デ桂ナデ. 底部外面はへラケズリ . 外面全体と を畳け頭部から胴中部にかけてスス . 181 , 316 

胴最大径 233
内面閉師が赤持される. 付着.

口径 161 日韓部内外面はへラ間整.胴部外面は方向か 白色粒子、長石粒を吉む. 赤褐色. N白 19-47，貯臓

器高 302 らの斜位へラケズリ桂ミガキ. !岡部内面はへラ 焼成は良評だが、 二次焼成を畳け 穴No. \.....3, 5 ..... 

底径 65 ケズリ憧ナデ. 胴下部は層厳により不明. 車部 頭部から胴中部にかけてスス付増。 10, 30 ..... 
8 土師器 畳 はへラケズリ . 内面口融部付近から外面全体が 36, 38, 40, 41, 44 

胴厳大径 262 赤書される. ......46, "自~
51, 56, 58-
60 ， 63 ， 括

底部片 !ロクロ整形一面回一ズリ 体剖白幽子赤一吉む内外面括l
9 綜 器高 < 1 1>下端は回転ヘラケズリ。 とも談黄禍色。 t完成は良好。 底部外面に鑑

底径 80 書

1 I 土師器 | 杯

2 I 土師器

3 I 土師器 | 唖

4 I 土師器 | 唖

1 I 士師器

2 I 士師器 | 杯

3 I 土師器 | 鉢

S 1 -4 遺物観察表
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2 I 土師器 | 耳

3 I 調車器 | 蓋

4 I 土師器 l 亜

5 土師器|

6 土師器|

7 I 土師器 | 甑

15 

16 

17 

18 

初19 相土生師土器暑

21 I 土師器

22 土師器

23 土師器

24 I 土師器
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外面は措押痕、内面は木ロ刷毛.

<31> 

S 1 - 6 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土色調 ・焼成 備 考

口径 ([36) 非ロクロ畳形。日韓剖は構ナデ.口融剖は鋭く 白色粒子を多く古む.揖褐色。焼成 No.13 
土師器 珂t 器商 <35> つまみ出される. 体部から底部はへラケズリ桂 は良静。

底径 ミガキ.内面は口融剖直下を陣きミガキ.

口径 146 ロクロ盤形.底部は全面回転へラケズリ.体剖 長石、石英、雲母を多く吉む.棋茶 No.17，括

2 須車器 珂t 器高 39 下端は回転へラケズリ. 灰色.焼成は不良で軟らかい. 新拍車

底径 90 
口径 ([36) 非ロクロ整形.口融部構ナデ.ロ縁部は鋭くつ 白色撤粒子を吉む.灰褐色.焼成は 指l

3 土師器 勾t 器高 <30> まみ出される.休部から底部へラケズリ桂ミガ 良好.

底径 キ.内面身込み部分のみ巾の棋いミガキ。

口径 ([58) 口唇剖から底部はへフケズリ笹ミヌプキ. 内面はT 白色微粒子を吉む.素地は棋黄禍 括2

4 土師器 釘: 器高 55 寧なミガキ. 内外面とも赤彩される. 休部及(fllf. 色.焼成は良好.

底径 114 師とも非常に薄く仕上げられている.

5 金銅製品 耳環 直径17田，厚さ 3皿，重さ 3. 14gQ カマトオヒ

S 1 ー 7A遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土色調・焼成 備 考
口径 ([25) ロクロ整形.底部は回転糸切り笹全面手持ちへ 赤色粒子、白色粒子を吉む.黒褐色 括1

土師器 耳 器高 41 ラケズ日。体部下端は手持ちへラケズ九 及び棋褐色.桂成は良好.

底径 66 
口径 ([22) 口組部は横ナデ.胴部外面は樹立へフケズリ. 砂を多く吉む.世褐色.焼成は良 揺2

2 土師器 現 器高 <52> 内面はへラナデ撞ナデ。ロ揖端部は短くつまみ 好.

底径 出される.

器高 <223> 胴剖外面は棋位へラケズリ桂、下半田は斜楠位 砂を多く吉む個暗褐色。焼成は良 No.1.......5，括
3 土師器 聖 底径 96 へラケズリ。胴師内面はへラナデ桂ナデ、剰融 好.

H同級大径 270
が著しい。

4 酷製品 働 畏さ258酬，幅 197rrun，厚さ 12.5m回、

5 酷製品 u 長さ <25.5)皿，幅 19mm，背幅2.5凹.. 括

S 1 ー 7 B遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 ([62) ロ韓師は横ナデ.胴部外面は頭部から斜位へフ 砂を多く吉むa 明褐色。焼成は良 NO.2 
土師器 曹 器高 <93> ケズリ.胴部内面はへラナデ佳ナデ.ロ輯部は 昨.

底径 繁緑でくの字状に外圧する。

口径 胴部外面は縦位へラケズリ桂ミプIj:キ.内部は縦 白色粒子を多く吉む.内面は棋褐 No. 3 
2 土師器 聾 器高 <66> 位へラケズリ憧斜位へラケズリ.底部は括れ円 色、外面は明褐色及び黒色.焼成は

底径 67 盤状になる. 良好。

量(皿) 手法の特徴 胎土色調・焼成

ロ蚕 胃南言語#面は縦位へヲ手;(!J夜 Uf干E五~tß嗣
器高 < 1l 2> 峰は不明。内面は剥離が著しい.

底径 120 
長さ l割問!幅8蜘"'，厚さ 57問l 重さ 763.72go

S 1 -10 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(回) 手法の 特徴 胎土・色調・焼成 備 考
口径 142 口唇剖から底部はへフケズリ桂へフナデ(ミガ 轍密で白色粒子を吉む.淡褐色.焼 括1

土師器 耳 丸器底高 33 キ}。内面はミガキ. 成は良軒.

口径 ([16) ロ縁部は横ナデ. 体部から底部はへラケズリ桂 融密で細かな砂多く吉み、白色微粒 No.2 
2 土師器 年 器高 く38> 雑なミガキ(へラナデ).内面は巾広の雑なミガ 子を僅かに吉む. 焼成は良軒.

底径 キ.カ ポン吸着による黒色処理a
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口径 胴部外面はへラケズリ桂粗いミガキ、内面はミ 腫密で白色微粒子を吉む.憧褐色. 指3

3 土師錯 鉢 器高 <25> ガキ.底部外面は一方向からへラケズリ後周韓 焼成は良好.

底径 70 
師ケズリ .

口径 94 口融部は慣ナデ桂ミメプキ. 体制から庇師はへラ 白色種粒子を多く吉む. 曲賞惜色. 括2

4 土師器 係 器高 32 ケズリ桂上半師を丁寧なミガキ. 内面はミガ 焼成は良好.

丸底 キ.

口径 98 耳師は慣ナァ櫨丁寧なミガキ. >r-師下位は躍位 白色抽粒子を僅かに吉む.外面は赤 No.I-} 

5 土師器 河町昨
器高 <40> ヘラケズり桂ミガキで全面に赤彩.>r-田内面は 褐色内面は鼎褐色.焼成は良野.

底径 ミガキ桂カーボン吸着による風色処理.脚部は
ケズリ桂ナデ.

口径 82 日韓部は横ナァ笹ミガ弧キ.状体師はへフケズリ桂 轍密で白色融粒子を古む.楽地は掛 No. 4, 5 

6 土師器 酔
器高 63 粗いミガキ.内面は連 の丁寧なミガキ.底 質褐色.焼成は良好. S 1 - ll ，括

底径 部外面は直交するこ方向からのへラケズリ桂ミ
62 

メプキ.内外面とも樺仕上げによる鳳色処理.

口径 85 日韓師は横ミガキ、胴部外面はへラケズ日桂租 轍密で白色微粒子を吉む.棄地は棋 No. 2. 3, 5，括

7 土師器 鉢
器高 67 いミメfキ、胴剖内面は粗いミガキ.底部外面直 黄禍色。焼成は良好.

底径 68 
交するこ方向からへラケズリ桂ミガキ.内面醍
仕上げによる燃色蛙理.

口径 98 天井部は段の回転へラケズリ.口組部は内湾 輯密で白色融粒子を多質.く古む.灰
8 須恵器 董 器高 38 する.口縁剖内酬は沈組状町田面が l 粂巡る. 色.焼成は良肝で硬

天井径 51 

口径 (313) ロ揖師は慣ナァ.内胴師は催位へラケズり桂斜位 褐色.焼成は良軒. No.3, 4 
9 土師器 IK 器高 <120> のへラケズリ. 面は慣位へラナデ桂ナデ.

底径
10 石器 | 砥石 畏さ37聞，幅21田，厚さ 21 II1II，重さ 27.1go No. I 骨2

S 1 ー ll A造物観察表

番号 器稽 器形 法量(四) 手 法 の 特徴 胎土色調 焼成 | 備 考

口径 144 非ロクロ盤陣.口融制憤ナァデ ロ端部から底部 赤色粒、白色粧及び黒色粒子を宮 No.5 

l 土師器 珂て 器高 33 にかけへラケズリ桂へラナ 底面は平底を意 む.淡黄渇色及び剖鼎禍色.焼成

丸底 聞して単一方向のへラケズリ.内面はミガキ. は良肝.

口径 138 非ロクロ盤形.口融制は横ナデナ.デロ端剖から底 赤色粒、砂粒子を宮む.淡慣褐色. 指l
2 土師器 珂t 器高 <40> 剖にかけてへラケズリ桂へラ (ミガキ).内 焼成は良軒.

丸底 面は丁軍事なミガキ.

口径 148 非ロクロ控形.口揖師は欄ナァ.ロ端部はから 黄色粒子、赤色粒子及び黒色粒子を NO.l 

3 土師器 郎 器高 38 底部にかけてへラケズリ桂へラナデ(ミガキ入 吉む.世渇色.焼成は良肝.

丸底 内面は丁寧なミガキだが剰離が著しb 、.

口径 142 "ロクロ監部.ロ韓蜘構ナァ.口融部下からへ 赤色粒子、砂粒子を吉む. 檀禍色. NO.3 

4 土師器 杯 器高 <32> ラケズり桂ヘラナデ.内面ミガキ桂カーボン唖 桂成は良好.

丸底 着による黒色品理される.

口径 (146) 非ロクロ整形.ロ揖師横ナデ.ロ端部から底部 白色樟粒子、赤色粒子を吉む.世黄 No.2 

5 土師器 銅て 器高 <30> にかけてヘラケズリ櫨確なミガキ.内面はミガ 褐色.焼成は良軒.

丸平底 キ桂カーボン唖着による黒色処理.

6 I 淵 |
口径 186 || 日韓剖は横ナデ.胴師外面は雌デ位桂ケズリ桂、制 砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. No. 13, 15, 16, 

聾 器高 <66> 位へラケズリ.内面はへラナ ナデ.ロ障師 褐色.焼成は良好. 括責7ド No.ll ，

底径 ー は繁睡で外圧する. 括

7 軽石 長さ 61咽!幅印回，庫さ 33附'.置さ 24. 4go No.4 

8 石器 砥石 畏さ抽師!幅42mm，厚さ 7加m. 重さ 70.080 床面

9 鉄製品 蟻 長さ <l l l>mm，厚さ 5X4mm， ~車さ 3 X3mm. NO.6 

土師器

2 I 型車器| 聾 々
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Sl- 1 2 B遺物観察表
番号 棒種 器 形 法量{皿) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

口径 144 口署師は縄文. 内面はナデ.外商はへラケズリ 赤色大粒、鼎色・透明 白 白色組子を No.l 

和生土器 畳 器高 <68> 珪ナデ. 官む.褐色.焼成は不良.

底径
口径 口容師は縄文. No. 6, 7 

2 弥生土器 壷 器高 掲色。焼成は良持.

底径
外面は縄文、内面は赤帯される. 白色黒色透明一む明褐 INO 5 

3 畳 器高 色. 焼成は良野.

底径
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S 1 - 13 遺物観察表
番号 器種 器形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色調・焼成 備 考

口径 118 ロクロ整形. Jæ師は回転糸切り後全面手持ちへ 雄官で細かな砂を多く吉む.黄禍 NO.ll 

土師器 耳 器高 33 ラケズリ.体部下端は手持ちへラケズリ.外面 色。 焼成は良野で硬質.

底径 61 
はロクロ痕が目立たない.

口径 122 ロクロ聾市. 底部回転糸切り桂全面手持ちへラ 轍密で細かな砂を多〈吉む. 世禍 No. '1 ，体部外面
2 土師器 杯 器高 39 ケズリ.体師下端は手持ちへラケズリ. 色.焼成は良時. に亜種事 rj極J 、

底径 60 底部内面 f仰l

口径 126 ロクロ盤形.底師は自転糸切り桂刷曲師を手持 輯密で白色惜桂子を憧かに吉む.茶 No.12 

3 土師器 坪 器高 39 ちへラケズ1体師下端は手陣ちへラケズリ. 黄禍色及び暗偶色. 焼成は良好.

底径 65 
口径 124 ロクロ監形. 底部は回転糸切り憧全面手持ちへ 韓密で細かな砂を多く宮み、白色撤 No.l , 

4 土師器 * 器商 37 ラケズリ.体師下蝿は来調整. 粒子は僅かに吉まれる.暁灰黄冊 体部外面にlI!

底径 64 
色.焼成は良肝で硬質. 答f金J

口径 122 ロクロ聾躍ズ.リ底部は回転糸切り憧周栂師を手持 白色樟粒子と赤色粒子を髄かに吉 No.5, 7, 9 
5 土師器 杯 器高 42 ちへラケ .体部下端は手持ちへラケズリ . む焼。成外面は慣褐色、内面は赤褐色.

底径 50 は良好で硬質.

口径 ロタロ盤形.底部は単方向の全面手持ちへラ 細かな砂を多〈吉む.時間色.焼成

6 土師器 釘t 器商 <32> ケズリ.体師下端は短く連続した手持ちへラケ は良好.

底径 56 
ズリ . 内面に輔横車が見られる.

口径 (34) 一階酬はーり後未聞盤体師 |輯…附子を宮む暗舵 揺l

7 土師器 勾: 器商 39 下端は手持ちへラケズリ.ゆがみが大きい. び茶褐色.

底径 69 
口径 152 ロクロ聾陪.底部回転糸切り桂、全面回転へフ 轍密だが大粧の赤色粒子、璽録、白 No.2. 

8 土師器 郎 器高 51 ケズリ . 体田下端は回転へラケズリ.体部内面 色針状物を憧かに宮む.褐色及び鼎 底部外面に盟

底径 61 は連弧状のミメプキ.内面は黒色地理. 褐色. 1II r中j

口径 138 日韓師は楠ナァ.綱剖は躍位へラケズリ桂、下 砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. No. 10, 14 
9 土師器 唖 器高 <73> 半は制{立へラケズ九内面はへラナデ桂ナデ. 赤褐色及び茶褐色. 焼成は良評。 二 倉マド括

胴最大径 137 口融端師は畏くつまみ出される. ~焼成を畳ける.

口径 胴部外面は制措位へフケズ九胴師内面はへフ 腕多く古む茶褐…褐色 INO.13 
10 土師器 聾 器高 <92> ナデ世ナデ. 内面はへラケズリ桂ナデ. 二次焼成を受け脆い.

底径 70 

II 背鋼製品 耳環 直怪17回。厚さ4回。重さ 3. 46g. INo.15 

12 石器 砥石 畏さ崎町!幅担問，庫さ 13mm，重さ 30.0go |括

S 1 ー 1 4 遺物観察表

番号 器種| 器形 法量(皿) 手 法の特徴 胎土・色澗 ・ 焼成 備 考

口径 138 ロクロ銭形.底部は回転糸切り桂全面手持ちへ 白色粒 赤色粒子を吉む.暗褐色及 No‘ 1, 2, 5 
杯 器高 35 ラケ来ズ同リ.車.周睡師を手持ちへラケズリ.体剖下 び一師茶褐色. 焼成は良肝.

底径 (70) 端は

口径 190 「…ナァーは縦一リ 白色植を宮む.茶褐色.焼成は不 No.3. 4, 7, 9, 12 
2 聾 器高 く88> 胴陣内面はヘラナデ桂ナデ.日韓端部は細長く 良. .括

底径 一 つまみ出される.

口径 側「…ナア胴部外面は剛一リ 砂を吉む.暗灰褐色.焼成は良磨子. No. 6世 8 ， 1 0 ， 11

3 土師器 聾 器高 <200> 輩、下位は斜横位へラケズ九胴部内而はへラ
胴最大径 (270) ナデ桂ナデ.ロ輯端部は鋭くつまみ出される.

S 1 - 1 5 遺物観察表

語種 | 器 形 |

土師器 保

2 土師器 耳

3 土師器 保

4 土師器 型

5 土師器 聾

6 土師器 彊

|胴底宙廠大径 o開301 | 
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S 1 ー 1 6 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手 法の特徴

口径 ([10) 口融部は横ナデ. 口唇部から底部はヘラケズジ

土師器 'f 器高 <30> 桂ミプfj:キ圃内面はミガキ. ロ緯部内制が眉輔し

丸底 ている。

口径 118 日韓師は欄ナデ. 口唇剖から底部はへラケズリ

2 土師器 珂ミ 器商 38 桂ミガキ. 内面はミガキ桂カ ポン唖着による

丸底 黒色処理.

口径 134 口縁部は横ナデ.口層部から底部はへラケズり

3 土師器 坪 器商 35 桂ミガキ. 内面はミガキ. 底部は平底を作り出

丸平底 74 す.

口径 145 口融部は横ナデ.口唇部から底部はへフケズリ

4 土師器 河て 器高 36 桂ナデ風ミガキ.内面は比較的下車なミガキ.

丸平底 カ ボン吸培による鼎色処理.

5 土製品 主脚 底怪(1 03) x (l 071皿，高さ <86>間』

6 土製品 主脚 桂84 X80. 5四百.高さ ( 1 72)即""

7 最製品 刀子 畏さ <60>附!刃部幅9~，背幅2 . 5mm，柄部幅 11m肌背幅3師。

8 鉄製品 刀子 長さ<I 11)肌刃部幅山酬。背幅2. 5剛，柄剖幅6.5m凧 背幅3mm.

S 1 -1 7 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手 法の特徴

口径 145 非ロクロ聾形.ロ揖部は横ナデ.ロ端部から底

l 土師器 'f 総高 40 部はへラケズリ後ミガキ. 体部下位で底部を削

丸平底 113 り出す.口唇師の巻き込みはない.

口径 ([40) 非ロクロ瞳形.口融剖は楠ナデ.体剖から底部

2 土師器 針〈 器高 41 はへラケズリ龍ミガキ. 内面はミガキ.日韓剖

底径 90 は鋭くつまみ出される.

口径 非ロクロ盤}仇体剖はヘラクズリ 憧 ミガキ.内

3 土師器 何て 器高 <9> 面は雑なミヌプキ.

底径 89 
口径 胴部外面は斜位ケズリ桂ナデ.内面はへフナデ

4 土師器 亜 器高 <29> 桂サデ。底部は突出する@

底径 ([30) 

口径 (208) 日韓剖は掴ナデ.胴部上位は横f立へフケズリ.

5 土師器 事 器高 <266> 府部から下位にか吋て臨位へラケズリ。胴部内

底径 面は構位へラナデ桂ヲデ。

6 石製品 結瞳草 在34 X 36冊目厚さ 1 6田，重さ 3 1. 96gQ 

7 石器 砥石 長さ 204mm，幅83mm，厚さ 35mm，重さ 69 1. 75go 

S 1 ー 1 8 遺物観察表

底部片

S 1 -1 9 遺物観察表

坪

2 I 土師器 珂て

3 I 土師器 耳

河ミ

師

7 I H ,* I 皿

9 I 土師器 | 坪

量(回) 手法の特徴

非ロクロ整形. 体師から底部はへラケズリ桂ミ
ガキ。内面は丁寧なミガキ.

341 -

胎土・色調・焼成 備 考

白色徴植を僅かに含む.紫地は掛黄 No. 3 
褐色。明褐色.桂成は良時だが軟
質.

轍笹で白色惜粒子を憧かに吉む。自 No.6 括
色針状物を宮む.棋褐色.焼成は良 主7ド措
師。

轍密で白色微粒子を吉む.棋惜色. 括i
焼成は良好. 底部に木業復

白色微組子、赤色撒粒子を古む.世 カ7ド No.2
褐色.焼成は良好.

No.2 
No.l 

No. 5 
No.9 

胎土・色調・焼成 備 考

白色微粒子を多く吉む.明禍色.焼 No. 7....... iO 
成は良肝.

砂を多く吉み、白色微粒子が目立 SI-17 
つ.世褐色.憤成は良野. No. 4, 51 -22 ，貴7

ド No: 12 

細かな砂を多く吉み、白色惜粒子を 括1

多く吉む. 1畳褐色。 底部外面に畢
署警

砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. No.13 
外面は黄禍色、内面は灰色.焼成は
あまい。

赤色粒子、黒色粒子を吉む.明掲 No‘ 1 ， 2冒 3 ， 4 ， 5.
色。埴成は良野.二次焼成を畳けて 6, 8 
いる。 武蔵型唖

No.17 
|括2

胎土・色調・焼成



口径 ロクロ整形。内面は丁取なミガキ.カ ポン吸 一色撒ーヵに吉む暗 |肘ト NO. l l
10 土師器 高台付皿 器高 <19> 着による鼎色処理. 褐色.焼成は良好.

底径 (75) 
口径 130 ロクロ整形。内面は丁温存なミガキ.カ ボン吸 白色撤粒子を古む.世褐色。焼成は 17 ト 'No.22

11 土師器 皿 器高 <23> 暗による鼎色処理. 良好.

底径
口径 142 ロクロ亜形。内面は丁寧なミガキ.カ ボン吸 白色撒…む黒褐色「恥

12 土師器 皿 器商 <17> 着による黒色処理L 良好。

底径

13 土師器 坪 | 口縁部片 | ロクロ盤形。 融密で白色惜粒子、赤色撒粒子を僅 括1，体部外面

器高 <20> かに吉む。能成は良持で硬質。 墨書f加 。 j

14 土師器 珂ミ
口縁部片 | ロクロ整形。他の暗に比べて厚く 大阪りの
器高 <27>闘になるか固

砂を多く古み、白色粒子が目立つ. 括2，体部外面
暗褐色.焼成はあまい. に墨書I回? J 

口径 155 日韓剖は横ナデ.胴部は制立八ラケズ日。内面 砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. カ7ド No咽 25

15 土師器 唖 器高 <40> は剰融が著しく調整は不明.日韓端部は上方に 暗色.能成は良肝.

底径 つまみ出される。

口径 175 ロ緯剖は植ナデ.胴部外面は顕部から融位ヘラ 白色粒子を含む。褐色。協成は良 前ド No.12.......14

16 土師器 唖 器高 <95> ケズリ.内面はへラヲデ世ナデ。口睦端部は鋭 好.

底径 くつまみ出される.

17 I 土製品 1 主脚 高さ 227剛，上剖径担問I 下部佳52，町、 カ7 ト 'No.16 ， .17

18 1 酷製邑よ刀子 |長さ 2 1 8帆刃部幅2~，背幅2. 5O\J凧幅 13肌背幅4剛，柄部幅9.5剛!背幅3帆 INo. 3, 9 

S 1 - 2 0 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 色調焼成 {帽 考|
口径 (120) ロクロ整形。底部は回転糸切り桂未調整. 体剖 轍密で白色微粒子を僅かに吉む。慢 No.2 , 3 

土師器 耳 器高 48 下端は手持ちへラケズリ. 褐色。焼成は良評。

底径 60 
口径 123 ロクロ整形.底部は全面手持ちへラケズリ。体 紺密で白色微粒子を直かに吉む.黄 No.7 

2 土師器 気ミ 器高 40 部下端は手持ちへラケズリ. 褐色。焼成は良師。

底径 72 
口径 ロクロ盤形。底部は回転，tミ切り桂、周揖部を手 細かな砂を多く吉む。明褐色.焼成 括 1 ，

3 土師器 勿ミ 器高 <17> 持ちへラケズ九体剖下端は手持ちへラケズ は良好。 底部外面に墨

庇径 (74) 日。 t隼

口径 「クロ整形町一り桂周一 融密だが白色微粒子、赤色惜粒子を No.6, 

4 土師器 珂二 器高 持ちへラケズロ.体剖下端を手持ちへラケズ 多く吉む.明褐色。焼成は良好ー 底部外面に墨

底径 (86) I Y. 望書 f百j

口径 oγ…ナデーは蹴位へー lMく吉みー州立つ NO.20 
5 土師器 現 器高 (65) 内面はへラナデ桂ナデ.ロ端部は上方に畏くつ 暗褐色a 二位焼成を畳ける.

底径 ー まみ出される。

S 1 - 2 1 造物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調・焼成 | 備 考
口径 (66) ロ揖部は横ナデ.体剖から底部はへフケズリ桂

土師器 均す 器高 く34> ミガキ。内面はミガキ.内外面とも赤帯。 色轍粒子を憧かに吉む.

丸底

2 土師器 耳
ロクロ盤形。 d、砂利を含む。茶褐色。桂成は良 括1 体部外面

器高 <30> 肝. に墨書 f井 l

口径 (122) ロ縁部は横ナデ。網部外面はへラケズリ.内面 自由を吉む外面黒色一NO.2
鉢 器高 く77> はへラケズリ桂すデ、吏にミガキ.日韓部はiま 褐色。焼成は良好.

底径 ぽ直立し、短くつまみ出される.

口径 (33) ロ縁部は横ナデ.胴部外面は口融剖近くから、 白色粒、透明粒及び黒色粒を吉む. No.8 
彊 器高 く75> 横位へラケズロ憧ナデ.内面はへラナデ桂ナ 燈褐色。焼成はやや不良。

底径 デ.日韓部は索韓で短く外反する.

5 I 酷製品 蝿 長さ <27>凹，幅 15mm，背幅 I mm"

6 I 軽石 | 長さ 65mm，幅50mm ， 厚さ 38mm，重さ 23.2&0 NO.4 

S I -22A ・ B遺物観察表

番号| 器種 | 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土・色調・焼成 備 考

1 I 瑚 |
口径 113 ロクロ整形a 底部は回転糸切り笹、周韓部を手 轍密だが赤色粒子が目立ち、白色微 SI-22A. B 括I

杯 器高 37 持ちへラケズ九体部下捕は王手持ちへラケズ 粒子を僅かに吉む.棋黄褐色。焼成 体部外面に畢

底径 64 日. は良好で軟質。 種事

口径 (120) ロクロ整帯。底部は回転糸切り憧、同韓部を手 砂を多く吉み、白色微粒子が目立ち SI-22A No.'1 

2 土師器 杯 器高 40 持ちへラケズリ.体制下端は手持ちへラケズ 器面がざらつく.赤慢色。焼成は且 底部外面に盤

底径 62 リ園 好で硬質. 嘗 f白つ j

口径 122 ロクロ整形。底部は回転糸切り桂、周縁部を手 轍密で白色微粒子を古む.黄褐色. SI-22A, B 
3 土師器 卸 器高 37 持ちへラケズリ.体剖下端は手持ちへラケズ 焼成は良好. 括， Nol ， JJ7ド

底径 60 リ.内外面とも剥離が著しし、。 No. 5, 11 

口径 138 ロクロ整形。底部は静止糸切り輩、周縁部を手 融密だが細かな砂を多〈吉み、小砂 No. 15. 16, 51-17 
4 土師器 耳 器高 38 持ちへラケズリ.体部下端は手持ちへヲケズ 利が目立つ.繁地は談黄褐色.焼成 指底部外面に線

底径 88 九内外面とも赤彩. は良妻子。 劃IJ rXJ 

「径 l日「…ナデデ桂ーは蹴へ… 砂を多く吉み.白色粒子が目立つ. 51-228 No ‘ 22 
5 土師器 彊 器高 <82> 内面はへラナ ナデー口融端部は畏くつまみ 茶褐色及び赤褐色.焼成は良好. 17ド

胴最大径 180 出される. No.4 , 6, 7, 9 
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S I -2 3 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 118 ロクロ整形.底部は回転糸切り後、周陵部を手 赤色粒子を含む.掛茶同色a 桂成は No.10 

l 土師器 '" 器高 38 持ちへラケズリ(井桁方向).体部下端{玄米関 良好.

底径 70 整.

口径 (20) ロクロ整形…比…周一「密で白町山に吉む家 NO.17，括

2 土師器 珂t 器高 41 持ちへラケズリ.体部下端は手持ちへラケズ 禍色.焼成は良好.

底径 68 
リ.

口径 ロクロ監陪.底部は回転糸切り後、周融部を手

3 士師器 '" 器商 <23> 持ちへラケズリ.体部下端は手持ちへラケズ く含む.禎茶地色.焼成は良好.

底径 60 
リ.

口径 ロクロ整形.底部は回転糸切り後、周縁部を手 砂を多く古み

4 土師器 珂ミ 器商 <10> 持ちへラケズリ。体部下端は来調整. 茶褐色.構成は良姉. 底割内面に援

底径 (68) 
書

口径 (40) ロクロ盤形。内面はミガキ。内面黒色処理。

5 土師器 皿 器高 (14) は掛黄禍色園桂成は良肝.

底径
口径 120 ロ縁部は横ナデ.胴部外面は縦位へラケズリ. 砂時く吉み白色町目立つ 1 17 ト No.2

6 土師器 現 器商 <71> 胴部内面はへラナデ苗ナデ。口融端師は短くつ 赤褐色.焼成は良肝。

胴よ語大径 122 まみ出される。

口径 胴…固いケズリーベ酬が |一色微…カに吉む揖 No. 12, 13 

7 須車器 畏顕畳 器高 (52) 非常に薄くなっている.台剖は平らで外に開 灰色.桂成は良酔で硬質. !K投窯鼎笹 14

底径 <95> 
く. 号紫式か

口径 (238) ローナデー 指l

8 土師器 唖 器高 <47> 胴剖内面はへラナデ誼ナデ.口融端部は畏くつ が目立つ.暗同色Eび黒褐色。焼成

底径 まみ出される. は良好.

口径 (90) 口融部は横サデ.胴師外面は雌位へフケズリ 腕多く吉み白色…立つ IN06 
9 土師器 聾 器高 <167> 桂、下半部は斜位へラケズリ.胴師内面はへラ 暗祖色。焼成は良好.

胴最大径 199 ナデ桂ナデ.口輯端部は長くつまみ出される.

10 融製品 a接 長さ <35)醐， 幅3 1 rrun，背幅3.5rnm.， INo.16 

11 融製品 不明 中華畏さく44>回目厚さ4X4刷』 INo.16 

12 石器 砥石 長さ 53mm，幅24mm，厚さ 13mm ， jfi さ田 7，. INo.19 

S 1 -2 4 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(四) 手法の特徴 胎土 ー 色関・焼成 備 考

口径 130 一形一…調盤…「メ叫粘土外一内 |括l
l 土師器 針、 器高 30 は朱調盤。 面虚偽色。協成は良軒。 内面に綿刻 I

底径 64 
XJ 

口径 (64) 口融聞は績づ デ。 体部から底部はへフケズリ キメの細かい粘土@褐色及び暗褐 No. 5 

2 土師器 河ミ 器高 40 桂、 T.なミガキ。内面は丁申なミガキ。 色.焼成は良好.

丸底
口径 146 口融剖は横ブデ. A同部外面は斜位へフケズリ 粘土粧子.朱褐色、 部黒褐色.焼 No. 2, 13 

3 士師器 唖 器高 <90> 桂、ナデ(ミガキ)。胴剖内面は斜横位へラケズ 成は良軒。

胴最大径 162 リ桂、粗いミガキ.

口径 146 日韓剖は横す デ。胴剖外商はタタキ盤陪桂、縦 畏石、石英、雲母を古む.棋褐色. No. 6 ， 11 ，括

4 土師器 塑 器高 <144> 位のミガキ。胴部内面は横位ヘラナデ(ヘラケズ 焼成は良好で硬質。 常総型曹

胴最大径 186 リ)桂ナデ.

口径 (202) 日韓剖は横ナデ.胴部外国はへラケズリ桂ナ No.8 

5 土師器 聾 器高 (86) デ.胴剖内面は剥離が著しく不明。 は良好。

底径
胴島大径 150 胴部外面は縦位へラケズリ桂、下半は斜横位へ 大粒の白色粒を吉む.暗褐色、外面 No. 11 , 12 

6 土師器 唖 器高 <123> ラケズ九内面はへラケズ り 笹ナデ.底部は幾 下部スス付着。焼成は良野。

底径 68 
分突出する。

口径 |胴…斜山ケズリーい胴 大粒の白色粒子と赤色粒子を吉む. No. 9, 10，括
7 土師器 唖 器高 <1 36> 部内面はへラナデ撞ナデ. 時褐色，焼成は良好。

胴最大径 184

S I - 25A遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎士色騎・焼成 | 備 考|
口径 (18) ロクロ亜形一面手持ちーリ体 |…む世黄一成は良

l 土師器 何て 器高 41 部下端は未開盤. 好.

底径 (63) 

口径 ロクロ整lI'。底部は回転糸切り桂、周韓師を手 砂を多く吉み、赤色粒子が目立つ. No.2 

2 土師器 何ミ 器高 く24> 持ちへラケズリ.体師下端は手持ちへラケズ 棋黄褐色.焼成は良肝.

底径 60 
日.

口径 (50) 外面はヘフケズリ。内面は措ナデ. 砂を多く吉み、赤色組子が目立つ. 括2

3 土師器 手裡土器 器高 41 暗褐色。焼成は良師.

丸底

S I - 25B遺物観察表
胎土・色調・焼成
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口径 200 口伝部は横ナデ. 胴部外面は離位ヘフケズ リ. 赤色粒及び砂植を吉む. 外面禍色、 NO.3 

2 土師器 聾 器高 <108> 胴師内面はへラナデ桂ナデ. ロ揖部は畏くつま ロ揖部は黒褐色. 梶成は良好.

胴最大径(92) み出される.

口径 No. 1 括

3 唖 器高 <217>桂、中位から下位は多方向のへラケズ九胴師 色. 焼成は良軒.
胴最大径 (262) 内面はヘラナデ.

口径 06ナ部町胴部外…蹴寸 砂粒を古む. 暗褐色. 埠成は良好. S卜25 肘ド括I

4 土師器 唖 器高 <166> リ下位は斜位ヘラケズリ . 嗣部内面はへラナデ

胴最大径 (65) 桂ナデ.
5 土製品 主脚 高さ 148m凹」 No. 7 

6 輯 長さ 112mm，幅 I 22mm，厚さ 3hrvn，重さ 545. 280 No ‘ 4 
7 土製品 勾玉 長さ 27mm，幅 1伽m 厚さ仇m 重さ 3.3980 No.5 

S 1 - 26 遺物観察表

番号 器種 詩形 法量(皿) I 手 法の特徴 胎土 ー 色澗焼成 側 考

口径 03γロ整形底一州り未開盤体部下 白色樟粒子を吉む. 棋黄禍色. 焼成 No. 7, 1.苫
土師器 伺ミ 器高 39 捕は未調亜. は良好.

底径 (70) 

口径 192 一層酬は回…桂周一 |白色微……む明惜 No.l 
2 土師器 随 器高 62 持ちへラケズリ . 体部下端は手持ちへラケズ 色.桂成は良好.

底径 78 
リ .

耳
体部片 | ロクロ聾市・ 体部下端は手陣ちへフケズリ ・ 融密で赤色轍粒子を僅かに古む. 揖 括 2. 胴師外面

惜色. 焼成は良野. に墨書 r01

4 土師器 lf 
底部片 非ロクロ聾形.体師から底師はへラケズリ後ミ 砂を多赤く古み 白色惜睦子が目立 括 1 .底部外面

ガキ.内面はミガキ. つ. 褐色.焼成は良好. に畠" r大j

口径 118 日韓部は慣ナデ.胴部外面は躍位へフケズリ 砂を多く宮み、白色桂子が目立つ. ;7 ト "No.13

器高 138 
佳 下半嗣は斜慣位へラケズリ . 胴師内面はナ 燈褐色.焼成は不良.二位焼成を畳

s 土師器 現 デ.車部外面は直交するこ方向の手持ちへラケ ける.
底径 70 ズ九日韓端闘は垂直につまみ出されやや内

胴最大径 125 寓する.

日韓師はナデ.頭部内面はへラケズリ桂ナデ. 砂粒子を吉む. 明偶色.焼成は良肝. No. 15 , 16 

6 土師器 唖 器高 (71) 胴部外面は制立へラケズリ . 胴都内面はへラナ

胴最大径 (134) デ桂ナデ.

口径 (170) ロ韓部は構ナァ. 胴部外面は雌位へラケズリ 白色惜粒子を多く古む.明陥色.焼 NO.l 

7 土師器 唖 器高 (100) 桂、下学部は横デ.位へラケズリ . 胴師内面は横位 成は良軒.

胴母大径 166 へラナデ桂ナ

口径 (170) ロ揖部は横ナデ. 胴部外面は離位へラケズリ . 砂を多く吉み、白色桂子が目立つ. No.14 ，責7ド

8 土師器 哩 器高 (96) 胴部内面は斜構位へラナデ桂ナデ. 暗褐色.焼成は良好. No. 1 

胴最大径(60)

ロ制は町胴…創刊ケズリ |白色惜ーむ明褐色焼成は No.2 

9 土師器 甑 器高 <139> 憧.下半は制位へラケズリ.胴師内面はナデ. 良好.

胴最大径 (275)
胴最大径 (270) 胴部外面は睦位方向のタタデキ聖に陪よ雄、下半は斜 I 白色微粒子を多量に古む. 暗灰色且 No.7 , 8 

10 須恵器 唖 器高 <214> 横位へラケズリ.内面はナ り当具復は禍 u黄灰色.焼成はやや不良.器面に 在地産

底径 一 えている. 揮数のひび割れ.

11 眠製品 刀子 長さ <119>岡山刃剖幅8四百I 宵幅2.50lIl，柄部幅4mm 背幅4回、

12 酷製品 鉄輔 長さ61皿，幅6 1 mm"

S I -27 A遺物観察表

5 I 土師器

6 I 土師器 | 停

7 師器 耳

8 土師器 昨
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口径 190 ロ揖部は慣ナデ圃胴部外面は斜位へラケズリ. 砂を多く吉む.櫨褐色.焼成は良野 51-21 No. 1.7-
9 土師器 聾 器高 <60> 胴部内面は横位ヘラナデ後ナデ.口融端部は短 で硬質. 2 

底径 くつまみ出される.

口径 (208) 口融師はナデ.胴田外面は掛{立へフケズリ.胴 砂を多く吉む.燈褐色。焼成は良好 SI-27 No . 7，括

10 土師器 型 器高 く75> 部内面は横位ヘラナデ後ナデ.日韓端部は短〈 で硬質.

底径 つまみ出される.

II 睡 長さ町四;幅67冊。厚さ 31醐!重さ 2 1. 36go INo.5 
12 酷製品 不明 長さ <6 1>剛，厚さ 5X'醐冒厚さ 6X5四』 No. <1 
13 鉄製品 不明 長さ (28)凹，厚さ 4 X4田.. 括22

14 散型品 時 長さく28>酬，幅 19阻背幅2mm. 括21

S I - 27B遺物観察表

番号 器種 器形 法量{四) 手法の特徴 胎土 ・色調焼成 備 考
口径 ロクロ整形.日韓部は幾分外Eする. 赤色粒を吉む。僅褐色.焼成は良好 括16

土師器 坪 器高 <24) で硬質。 口融部外面畢

底径 書

口径 胴部外面は斜位方向のタタキ整形桂、 下端は斜 白色粒子、赤色粒子を多量に吉む。 ;7ド No‘ 6

2 須車器 唖 器高 く 140> 横f立hラケズリ . 胴部内面当て具痕跡を指ナデ 赤褐色及び黒褐色.焼成は不良. 在地産

底径 (180) 間墜により摘している.

口径 胴剖外面は斜位方向のタタキ整形桂、下端は斜 白色粒子、赤色粒子を多量に吉む。 Þ7~'No.5 

3 須恵器 聾 器高 <198> 機位ヘラケズリ.胴部内面は指ナデ. 揖灰色.焼成は良好. 51-27 ， 278且 27D

底径 在地産

S[ - 27 C遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備 考
口径 (116) ロクロ整形。底部は回転糸切り桂、周韓師を手 轍密で白色徹粒子を僅かに吉む. 黄 51-27 NO.9 

土師器 昨 器高 32 持ちへラケズリ.体罰下端は手持ちへラケズ 褐色及び灰褐色。焼成は良妻子で硬 SI-27C No.8 

底径 58 
リ. 質。

口径 (130) ロクロ整形手.持E却は全面手持ちへフケズリ.体 石英を吉む。赤褐色及び灰褐色.焼 No.6，括
2 土師器 町 器高 35 割下端は ちへラケズリ. 成は良好で硬質。

底径 66 
口径 127 ロクロ整形。底部は回転糸切り桂、周韓剖を手 砂利を多く吉み須恵器的.外面は灰 SI-27C 

3 土師器 耳 器高 43 持ちへラケズリ.体部下端は手持ちへラケズ 褐色及び鼎褐色、内面は黄褐色及び NO. I, SI-27A 

底径 70 
リ。 暗褐色咽焼成は良好。 一括

口径 fll4) ロクロ整形白底部は回転糸切り桂、周縁部を手 轍密で赤色惜粒子を憧かに吉む.明 SI-27CNo.6-1 
4 土師器 錦之 器高 39 持ちへラケズリ.休部下端は来調整. 褐色.桂成は良軒で硬質。 SI-27A 一括

底径 67 
口径 (120) ロクロ整形.底部は全面手持ちへフケズリ.体 砂を多く吉む.黒褐色及び茶褐色。 SI-27C No ‘ 6-2 

5 土師器 珂ミ 器高 31 部下端は来聞盤.内面は黒色処理. 構成は良時で唖質。 SI-27A 括

底径 (76) 51 -278 括

口径 (150) ロクロ藍形。底部は回転糸切り桂、周韓部を団 融密で白色微粒子と金霊像を古む. SI-27C No ‘ 2 
6 土師器 揖 器高 49 転へラケズリ。体部下端は回転へラケズ九体 外面暗褐色.焼成は良軒で硬質. 5 1 -276 一括

底径 68 
剖内面はT寧なミガキ。内面は黒色処理。

口径 ロクロ整形.底部は回転糸切り桂、周韓部を手 轍密で白色微粒子を吉む. 黄穐色及 SI-27C括13

7 土師器 係 器高 < 8> 持ちへラケズリ。体剖下端は手持ちへラケズ び灰褐色。焼成は良好で硬質. 底部外面に墨

底径 (72) 
り。 書「回 j

口径 ロクロ整形。底部は回転糸切り桂、周縁部は事 鍛密で赤色粒子を僅かに含む.談黄 SH7D 括10

8 土師器 珂ミ 器高 <14> 方向から手持ちへラケズリ. 体部外面は連続手 褐色.焼成は良好。 底部r~.外尋面に畠
底径 (58) 

持ちへラケズリ. 谷川

9 土製品 主脚 高さく 138>m皿。

S [ - 2 8 遺物観察表

番号 器種 | 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調焼成 備 考

口径 (I)l) 口睦師は横ナデは@身体師から底部はへラケズ自佳 白色微粒子、赤色微粒子を吉む.談 括5
l 土師器 坪 器高 <38> ミガキ. 内面 込みから底面はミガキ、体部 黄禍色.焼成は良妻子.

底径
上半から口署割にかけてはまばらなミガキ。

口径 121 口韓師は横ナデ。体部は斜横位へラケズリ桂ミ 石英粒、 白色粒子、赤色組子を古 No.7, 8 
2 土師器 郎 器高 30 ガキ固内面は全面ミガキ.底部は多方向のへラ む.暗褐色、ー剖褐色。焼成は良

底径 (80) 
ケズリ桂ミガキ. 女子。

口径 126 |口融吋ナデ…横一ズリ笹ミ 赤色惜粒子 白色粒子を含む.世慣 No.9, 13 
3 土師器 珂ミ 器高 39 ガキ。内面は全面ミガキ.底部はヘラケズリ桂 黄禍色及び暗黄褐色帽焼成は良好。

底径 (76) ミガキ。
口径 120 ロ揖剖は横ナデ.体部は斜横位へラケナズデリ.仕内 赤色措粒子、石英粒子、白色微粒子 No ‘ 10, 11 , 21 I 

4 土師器 町 器高 40 面は底面のみまばらなミガキで体剖は 上 を吉む.黄褐色。焼成は良好で軽 底師外面に剖

丸底
げ。向'1 り出しによって底面を作り出している. 量. 書 r XJ

口径 (143) 口融師横ナデ.体部から底部はへラケズリ聾ミ 赤色粒子、砂粒を吉む。掛褐色.焼 括3， No. 16 と同
5 土師器 耳 器高 <33> ガキ.内面は底面が連続ミガキ 体部上半から 成は良好. 一個体

底径
ロ層部にかけてはまばらa

口径 (15365)〉1トいヵ口、属ミら部慣ナデ.体部から底部はへラケズリ桂租 赤色粒子、砂粒を吉む.淡褐色.焼 No.1 6. 括3と同

6 土師器 釘ミ 器高 < ヌアキ. 内面は底面が連続ミガキ、体部上半 成は良好. 一個体

底径
ロ唇部にかけてはまばら.
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口径 (158) 口組部構ナデ. 体部から底部はへラケズリ後粗 赤色粒子、白色粒子を吉む.外面は 括2

7 士師器 珂て 器高 <38> 
いミガキ.内面はミガキ. M\1Il色内面は棋黄禍色.焼成は員

底径
好.

8 I 四 |
口径 (175) 口融部被ナデ。 体部から底部はへラケズリ桂ミ

珂ミ 器高 <33> 
ガキ風ナデ. 内面は丁寧なミガキ. 色、内面は掛檀黄禍色。焼成は良

底径
持.

口径 (170) 日韓師横ナデ. 体部から底部はへフケズリ後ミ 轍密で白色融粒子、赤色撤粒子を僅 NO.18 

9 土師器 河ミ 器商 39 ガキ. 内面は全面丁寧なミガキ.平底気味に削 かに宮む.世黄禍色.焼成は良金子.

メLIi1:
り出されている.

非ロクロ整形.外面はへラケズリ、内面はサ 腕で一子山に吉む索 |括4
10 土師器 手担土器器高 <15> デ.底師外面を除舎内外面とも赤彩される。 地は暁黄禍色.焼成は良好.

底径 35 

(1 8幻 「クロ整形一面固十…口韓 黒色粒子を憶かに吉む. 乳黄灰色， No.19 

11 須恵器 青島台付盤器高 40 剖は幾分外圧寸る. 台部は角高台で底部の外側 桂成は良好. 湖西産

底径 (135) についている。

口径 ロクロ整形. 胴部下学は回転へラケズ九底部 非常に描密で、 僅かに小石と白色徹 括l

12 灰軸陶器 長頭車 器高 90 
は回転ヘラケズ九内面はナデ. 外面に濃緑色 粒子を吉む. 内面は茶灰色、外面は 猿控寵鳳笹14

底径 81 
の灰軸が流れる. 輯灰色.焼成は良好で硬質。 号寵式か

口径 176 日韓師は績ナデ. 胴部外面は蹴位へフケズリ. 赤色粒、 白色組、石英、長石を吉

13 土師器 聾 器高 <108> 胴剖内面は斜植位へラナデ桂ナデ.日韓部はく む.褐色、 思惜色。焼成は良好.

胴最大径 188
の字状に外圧する。

口径 (184) 日韓師は横ナデ.胴部外面はへフケズリ後ミガ 白色抽粒子を吉む。 揖黄禍色、暗黄 No.20 

14 土師器 亜 器商 <61> キか。 内面は剥離が著しく、開監は不明。ロ輯 褐色。焼成は良好.

底径
部は索韓で緩やかに外圧する.

(220) 口融剖は植ナデ. 胴部外面は斜位へラケズ日後 赤色粒子、白色粒子を吉む.褐色。 No.14 

15 土師器 唖 器高 100 ナデ。内面はへラサデ佳ナデ. 口融師は緩やか 焼成は良評.

底径 <73> 
に外圧し、口組端部は強くつまみ出される.

口径 胴部外面は斜横位へラケズリ桂ミガキ。内面は 白色粒子を吉む. 世黄禍色。焼成は No. l ， 3 括

16 土師器 唖 器高 <98> 指によるナデ仕上げ. 底部はへラケズリ桂ミプf 良好。

底径 103 
キ.

口径 (258) 口融剖は横ナデe 口融端師は垂直気暁に長くつ 赤色粒子、 砂粒子を吉む. 外面は棋 No.15 

17 唖 器高 く34> まみ出される， 褐色、内面は黄惜色、 鼎褐色.焼成

底径
は良好.

18 I 土製記主脚 高さ35_

S I - 29A遺物観察表

番号| 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調 ・焼成 備 考

口径 (148) 口融部は横ナデ. 体部から底部はへフケズリ桂 融衝で赤色微粒子を僅かに古む.淡 No.9 

土師器 杯 器高 <32> ミガキ。 内面はミガキ. 褐色.能成は良史子.

丸底
口径 (l44) |ロ制は町一底部はへー |腕多く含み一目立つ No.l，括

2 土師器 勾ミ 器高 <42> ミガキ.内面はミガキ。 棋褐色。焼成は良軒.

丸底
口径 140 |ロ…ナデ体制ら叶フー 轍密で赤色惜粒子を僅かに吉む。 内 NO.4 

3 lf 器高 42 1 ":ラナデ。内面は連弧状の丁寧なミガキでカ 面は黒色、 外面は出褐色。焼成は良 底部に木聾痕

丸底
ボン眼着による黒色処理。 好白

口径 - l- 底部田…桂周縁… 似合みノl 酬が目立つ続 |N0 1
4 土師器 何ミ 器高 く 14> ちへラケズ九体部下端は来鯛盤。 檀褐色。焼成は良時. 体部外面に畢

底径 (64) 
書

5 鉄製品 樺 長さく43>凹，厚さ 5 X 4凹，厚さ 3X3聞 NO.7 

6 最製品 臨 長さ <26>mm，厚さ 4X4四』 |括

S I -29 B遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手 法の特徴 胎士 ・ 色調・焼成 備 考

口径 113 日韓部は横ナデ.体部から底部はへフケズリ桂 赤色粒を吉む. 内面は明褐色口瞳剖 No.40 

l 土師器 何ミ 器高 34 ナデ(粗いミガキ)。 内面は丁寧なミガキ. 一部黒色、外面は棋褐色一部黒色.

底径 61 
焼成は良好.

口径 ロクロ亜%0 底部内面に揖蹄色町軸が掛かる。 蹄密だが黒色粒を古む.灰色.焼成 SI~29 括

2 須車器 長顎壷 器高 <70> 布の圧痕が控る. は良好で硬質. 東海産

台部径 93 

3 土製品 | 主脚 |高さ <28>叫 No. 2 

4 1 酷製品 | 刀子 |長さく28>皿，刃師幅曲目!背幅2.5mm，柄部幅付爪背幅2.... No. 2 

S I - 30 A遺物観察表

番号 器種 器 形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備 考
口径 134 ロクロ亜形口闘はー叫帽は |白色粘土外…印刷ま NO.l 

土師器 高台付皿 器高 く24> 黒色処理. 底部は全面手持ちへラケズ九 肝でやや軟質. 底部外面に墨

底径 書 f酉 ?J

144 ロクロ整形.底部は回転糸切り輩、周縁部を回 I 談や臼褐や色粘軟色土で白色粒子を吉む.外商は SI-31A2 No. 1 

高台付杯器高 50 転へラケズリ . 内面は黒色処理. 外面のロクロ 、 ー師暗褐色岬焼成は良好で

台部径 72 
癌跡は在地的な手怯ではなb 、. 質.
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口径 (20) ロクロ整形. 底師は全面手持ちへラケズリ.体 やや輯I'!:.外面は暗禍色.蝿成は良 括2

3 土師器 lf 器高 42 師下端は手持ちへラケズリ . 内面は黒色担理. 軒でやや硬質.

底径 60 
口径 胴師下端は酷位，、ラケズ日憧、斜位ヘフケズ 内面は暗世褐色、外面は暗檀惜色. No.l1 

4 土師器 聾 器高 <38> 九内面はへラナデ桂ナデられるが剥離が著し 焼成はやや不良.

底径 78 く不明瞭.

口径 (220) 口融聞は慣ナデ.胴部外面は制{立ヘラケズリ、 白色世粒子を置かに宮む. 暗茶褐 No. 3 
5 土師器 聾 器高 <44> 内面はへラナデ桂ナ気デ.味ロ縁部はくの字状にな 色.焼成は良好でやや硬質.

底径 り、ロ揖端師は外置 につまみ出される.

口径 (250) 口揖部は楠ナT. 胴部外面はナデ.内面はヘラ 白色粒子及び書留質ま.を吉む.茶惜色. NO.15 

6 土師器 聾 器高 <55> ナデ桂ナデ. 須恵器的な日韓酷であるが、胴部 桂成は良好で硬

底径 の形態と間監は土師器唖である.

口径 ロクロ艶形の.自胴郎外面は回転ヘラケズリ.肩師 白色粒子を古む圃外面は暗蹄灰色 No.9 

7 須直轄 畏顕畳 器高 く 116> に演時色 黙軸. 内面は骨灰色.焼成は良好で硬質. 損控鶴鼎笹14

底径 号様式か

口径 胴部外面はタタキ盤1仇下端部はナデ.内面は 灰色で融甚な粘土.白色粒を吉む. SI-31A2 No.2 

8 須恵器 直 器高 <7l> 下部から底部にかけて指頭によるナデ.底部外 世禍灰色.焼成は良時で硬質. 東海産

底径 (62) 面はシッタ fl!跡が控る.

9 石器 砥石 畏さ81皿，幅印咽厚さ 29~ 重さ 204.3g. NO.4 

10 最製品 刀子 長さ <83>醐，幅8柵1 背幅3~，幅 11avn，背幅畑、 No ‘ 13 
口径 一 |胴部は絡…タキ聾市一て時跡 |腫…一一一3.4 ， 10, 12 

11 須車器 聾 器商 ー はナデられて摘されている. の鉄軸が全面にみられる.焼成は良東海産

底径 師で硬質.

土師器

2 I 土師器| 現

S I -30C遺物観察表

番号 総種 器形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土色調焼成 備 考

口径 (24) ロクロ盤形.底部は回転糸切り桂、周揖師を手 腫密で白色徹粒子を吉む.暗惜色. SI-30 No. 1 
土師器 釘t 器高 49 持ちへラケズリ.体部下端は手持ちへラケズ 焼成は良好でやや硬質. 体部外面に墨

底径 (68) リ. 書『ノ j

口径 ロクロ監形.内面はミガキ. 1; ボン吸着によ U七七輯好面.密黒で白色轍粒子と窓母を古むは.良内 括2
2 土師器 坪 器高 <23> る黒色担理.非常に捕手の作り. 色、外面晴世褐色.焼成 体部外面に畢

底径 書 f ノ I

S I -30D遺物観察表

番号 器種 器形 法量(四) 手法の 特徴 胎土色調焼成 備 考
口径 116 ロ鞍部は構ナデ. 体部から底部はヘラケズリ揖 砂を多く吉みざらつく.暗褐色.焼 No. 5, 6 

土師器 師 器高 34 ミガキ.内面は細かく丁寧なミガキ. ロ揖師は 成は良金子で硬質.

丸底 鋭くつまみ出される.

口径 154 ロ縁部は横ナデ.休部から底部はへフケズリ桂 砂を多く含む.蹄りも甘い.暗禍 No.7........9 
2 土師器 耳 器丸底高 38 ミガキ.内面の体師は斜位ミガキ. 色.焼成は不良.

65 

3 石器 | 砥石 畏さ 45nun，幅24凹!厚さ 19mm，亜さ 2 1. 9&0 | 括

SI-3 1 遺物観察表

量(皿) 手法の特 徴

S I -32遺物観察表

番号 器積 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土・色調焼成 備 考
口径 (25) ロクロ蔓形.底部は回転糸切り後未聞聾.体部 白色粒子を吉む.内面は赤褐色、外 No. 10 

土師器 勾: 器高 43 下端は宋醐聾. 面は明褐色.焼成は良好. 体制外面に畢

底径 53 
寄『本J

口径 (30) ロクロ車市.底部は一方向からの全面手持らへ 赤色砂利を吉む.世褐色師111褐 No.42 

2 土師器 保 器高 42 ラケズリ.体部下端は来調整. 色.焼成は良好. 体師外面に量

底径 66 書「十J

口径 ロクロ聾形.底部は全面手持ちへラケズ九体 細かな砂を吉み、赤色微粒子を僅か 指 1

3 土師器 lf 器高 <12> 師は下端未聞盤. に吉む.世灰褐色.焼成は良時. 底部外面にE

底径 (65) .r情。 J

口径 ロクロ聾形.底部は回転糸切櫨未聞聾.体部下 赤色組を古む.暗褐色.焼成は良 NO.24 

4 土師器 坪 器高 <22> 蝿は来調聾. 野.

底径 64 
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口径 (150) ロクロ整形.再開聾不明.体部は大きく外反す

5 土師器 高台付節 器高 く35> る.

底径
口径 164 ロ縁聞は横ナデ.胴剖外面は鞭位ヘラケズリ.

6 土師器 聾 器高 <95> 内面は斜横位ヘラケズリ桂ナデ.ロ揖端部は小

胴最大径 170 さくつまみ出される.

口径 222 口揖部は横ナデ。胴剖外商I~縦位へラケズリ.

7 土師器 亜 器高 <230> 内面は斜横位へラケナデ佳ナデ.口融端部は長

胴部径 212 くつまみ出される.

口径 (208) ロ揖師は構ナデ.胴部外面は制位へフケズリ.

8 土師器 唖 器高 <213> 下半師は欄位へラケズリ . 内面はへラナデ桂ナ

胴部径 (302) デ.思輔が激しし、.

口径 ロクロ整形.胴部外面はタタキ亜形.内面の当

9 須恵器 転用硯 器高 て具躍跡は臨られている.転用硯。

底径
10 石器 砥石 長さ 67醐，幅54剛I 厚さ 1伽"'.重さ 80.9&0

S [ -33 遺物観察表

番号 器種 総形 法量(皿) 手法の特徴

口径 148 ロ揖釘噛ナデ.体制、ら底師へフケズリ撞ミガ

土師器 杯 器高 51 キ.一部黒色の所にミガキ壇.体部は日韓部に

底径 58 向かい、樺く鋭くつまみ出される.

口径 (148) 体剖から底部はへフケズリ桂ミガキ.内外面と

2 土師器 珂t 器高 58 も赤彩される。口融部は短く外反する.

底径 59 
口径 179 体部外面はへフケズリ.脚部外面は離位へラケ

3 土師器 高耳 器高 143 ズリ撞ミガキ、内面はへラケズジ.坪部内外面

底径 130 と脚部外面は赤帯される.

口径 103 ロ縁部は端部からへフケズリ.胴剖は離位へラ

土師器 畳
器高 149 ケズリ龍、下半部は構位へラケズリ.内面はへ

4 
底径 62 ラナデ桂ナデ.

目同最大径 156
口径 198 ロ韓師は端部からへラケズリ。胴剖は縦位外面

器高 141 はへラケズリ桂、斜横位へラケズリ.内面はケ
5 土師器 唖

底径 67 ズリ桂ナデ。胴部は斜横位へラケズリ桂全面ミ

胴最大径 187
ガキ.日韓師はくの字状に折れる.

口径 138 ロ縁部は内外面ともへフケズリ桂ナデ{ミガ

6 土師器 墾 器高 <94> キ).胴部外面は縦位へラケズリ輩、斜位八ラケ

胴最大径 (222) ズリ . 胴部外面は全体にミガキ。

7 最製品 時 全長13加国!厚さ 3~. 幅5_

SI -3 5 遺物観察表

番号 器種 器形

土師器 耳

2 士師器 坪

3 土師器 鉢

4 土師器 高台付輔

5 嘩

6 樺

2 

法量(皿) 手法の特徴

口径 (118) ロクロ整形，底部は回転糸切り桂、全面手持ち

器高 <36> へラケズリ.体部下蝿l玄米調盤.

底径
口径 125 ロクロ整形.底部は回転糸切り桂来調整.体部

器高 38 下端は未聞撃。

底径 58 
口径 135 || ロクロ整形.ロ縁部は横ナァデ 体部外面は斜横
器高 107 位へラケズリ.内面は構ナ 胴部下位に焼成

底径 76 前に長方形の切り取り孔あれ

口径 ロクロ盤形.底部は回転糸切り未開整。内面は

器高 <42> 巾の棋いミガキで黒色処理される。高台は角高

底径 88 
台で長い。

長さ 95mm，幅86，凪厚さ 75，四，重さ剖8. 9go 

長さ 7 1醐，幅76剛，庫さ 50醐，重さ 280.6&0

量{四) 手法の特徴

長さ制問幅44~札厚さ 22凹，重さ 53 . 6go
長さ日皿幅4Zow ， 厚さ 1 5"，重さ 44. 5&0 

S I - 40 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴

口径 133 日韓師横ナデ.体部から底部はへフケズリ桂ミ

l 土師器 '" 器高 39 ガキ。内面は底面から体都中位まで密なミガ

底径 100 キ.

口径 外面は斜位hフケズリ.内面はへラナデ.一位

2 土師器 唖 器高 <21> 焼成のためカゆキ面は動l離している.

底径 79 

口径 (306) 口融部から頭部は横ナデ.胴部外面は斜位へラ

3 土師器 甑 器高 <89> ケズリ.内面はへラナデ. 取手は粘土塊を押し

底径 つけ整形.
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砂利を多く吉む.暁黄禍色.焼成は No.25, 39 
良野で硬質.

赤色粒、軍母を吉む.内外面褐色、 No.22 
内面の部にスス付着.焼成は良
時.

赤色砂利、白色粒子を多く宮む.内 No.6--8 
外面とも淡黄褐色、胴部外面一部黒
色吻

赤色粒を含む.渇色.焼成は良貯で NO.4 ,, 6, 20 
硬質だが内面はこIX焼成のため剥離 No. l 同一個体
が撤しい，

融密で白色微粒子を僅かに吉む.灰 No. 3 
白色.焼成は良好で唖置。 湖西産

No.32 

胎土 ・色調・焼成 備 考

砂ぼく白色粒を多く吉む。横黄褐 5F75-25 P3 
色.焼成は良好。 No. 3 

砂ぼく白色粒を多く吉む.赤褐色. No. 5 
焼成は不良.

白色粒子を多く吉tr. 脚部内面は黒 5F75-25 P3 
褐色.焼成は良好。 No.4 

白色粒子と赤色泊予を吉む。赤惜 5F75-25 P3 
色。焼成は良軒. No.l 

白色粒を吉む。外面は黒惜色、内面 5F75-25 P3 
は棋褐色。焼成は良好だが二次i師免 No.2 
を畳ける。

白色粒を多く吉む。聾褐色.焼成は No.6 
良好で硬質。

No. 3 

胎土色調焼成 備 考

砂粒を含むa 内面は黒褐色、茶褐 No. 17, 21 
色。外面は褐色、茶褐色。焼成は良
好.

面は掛褐色。焼成は良好.
白色一むー褐色外 1 17 ト No.20

砂粒を吉む.内面は櫨褐色、 部黒
褐色.焼成は良野。

白色砂利を吉む。黒禍色及び棋褐
色.焼成は良好.

胎土色調・焼成

胎土色調・焼成

No. 1 

カ7ド No. 19 

NO.11 

No ‘ 10 

NO.42 
括

備

良好@
白色樟ーむ脚色 YM!U:I: INo.7 

白色粒子、赤色粒子を吉む.内面は No.32 
黒褐色、外面は揖褐色.焼成は良好
だが二世焼成を畳けている.

一子赤色…師団 INO
か静.に含む.褐色及び鼎色.焼成は良

考



S 1 -42 遺物観察表
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底
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番号器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備 考

口径 (21) 口組剖は横ナデ. 体部から底部はへラケズリ後 白色撤粒子赤色粒子、黒色粒子を No. 10 
多F 器商 <44> ミガキ. 内面は底面から休部中位までミガキ. 吉む. 明描色、底部外面は橿褐色.

底径 (75) 桂成は良静.

口径 121 口鶴部は摘ナァ 体剖から底部はへフケズリ挫 白色粒子、赤色粒子を宮む.内外面 No. 39, 40, 42 
2 土師器 lf 器高 41 ミガキ風ナデ。 内面は底面から体部中位までの とも憧禍邑咽桂成は良軒。外面にス

底径 75 ミガキは密で、口融師近くは粗い. ス付着.

口径 128 ロクロ整形. 底剖は静止糸切り桂 周縁部を回 赤色粒子、白色粒子を吉む。褐色. No.11 
3 土師器 勾之 器商 40 転へラケズリ . 体師下端は回転へラケズリ . 焼成は良軒。

一一
底径 78 

S 1 -43 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の 特徴 胎土色調・焼成 備 考

底部片 非ロクロ盤形。 底部外面はへフケズリ桂ミガ 白色惜粒子を僅かに吉む。 世褐色. 括:

土師器 杯 器高 キ. 内面はミガキ. 焼成は良好. 底師外面に畢

底径
書

2 最製品 瞳 畏さ <59>剛!幅9mm，背幅2mm. 括

3 最製品 | 馬具 畏さく 143>剛，幅m50m，厚さ 'X4醐， 4.5X6mm， 4X6凹， 8X71111J1" No. 1 

[ 土師器 勾ミ

2 I 土師器 珂て

3 I 土師器 聾

4 I 土師器 聾

5 I 土師器 曹

6 I 土師器 聾

7 I 土師器 聾

8 I 土師器 甑

9 I 須恵器 盤

S 1 -45遺物観察表

量(皿) I 手法の特徴 | 胎土・色調・焼成
口径 101 I 口融部から頭部は刷毛調整. 頚師に単師LRが施 | 白色粒子、赤色粒子を宮む.暗褐
器高 <IO)) I文される色。焼成は良軒。

S 1 -46A造物観察表
I __ __ I 器形 | 法量(皿) I 手法の 特種

l 口径 (136) I 口融師横ナデ。 体剖から底部にかけへラケズリ
器高 33 I佳ミガキ. 内面は体部ゆ位から底部にかけて丁
丸平底 |寧なミガキ.

胎土・色調・焼成

小砂利を宮む. 内外面暗褐色、
黒褐色咽焼成は良好で硬質.
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口径 133 ロ陸部は慣ナデ.体剖から底部はへフケズリ桂 赤色担を吉tt. 1帳地は槙褐色. 桂成 No.32 

2 土師器 ll' 器商 33 ミガキ.内面はミガキ. 内外面とも轄による黒 は良好.

底径 88 
色島理か.

口径 142 口融制慣ナデ体制ら底部町一 |赤酬を古む制叫憧成 No. 13 

3 土師器 坪 器高 37 ミガキ. 内面はミガキ. 内外面とも樟仕上げに は良軒.二次焼成を畳けている.

底径 98 
よる鳳色処理.

口径 137 ロタロ畳居. 底部は静止糸明り輩、弁桁状回全 小砂利を吉tt. 素地は曲賞禍色.焼 No.50 

4 土師器 郎 器高 37 面手持ちへラケズリ.内外面とも赤彩される. 成は良好で硬質.

底径 86 

口径 外面は胴師から底部にかけへラケズ九内面は 赤色世子と白色粒子を古む.時禍 No.31 

5 土師器 聖 器商 <16> 制離が著しく聞盤不明. 色.桂成は良野.二次焼成を畳けて

底径 64 
いる，

口径 外商は胴郁から底師にかけへラケズリ.胴剖内 小砂利を多く吉む.褐色.焼成は艮 No.53 

6 土師器 現 器高 <33> 面は雌位ナデ. 抑で硬質.

底径 (74) 

口径 外面は不定方向のへラケズ九内面は雌位へフ 赤色粒子、小砂利を吉む.揖茶褐 NO.18 

7 土師器 唖 器商 <66> ナデ. 色.焼成は良好.

底径 (92) 

口径 (112) 口揖師ナデ桂ミガキ.内外面とも赤書される. 白色粒子、赤色組子を憧かに宮む. NO.41 

8 土師器 増 器高 <49> 素地は槙黄禍色. 桂成は良好. 古境時代前期

底径
口径 嗣師外面はハケ調整.胴部内面はへフナデ.底 白色粒子を多く古む.内面は揖禍 No.39 

9 土師器 彊 器高 <20> 部周縁は凸状になる.底部に木薫痕. 色、外面は世間色. 桂成は良好. 古墳時代前期

底径 66 

口径 186 ロ…一一世フケズリ 14- 部黒禍 No.6, 19, 29. 30 

10 土師器 壷 器高 <78> 胴師内面はへラナデ桂ナデ. 口揖端部は短くつ 色.焼成は良金子で硬質.

底径 まみ出される.

口径 194 ロ揖部は横ナデ. 胴部外面は雌位へラケズリ桂 l 砂利赤ーむ酬色焼 lh38 i2 16
11 土師器 彊 器高 <84> 斜位へラケズリ.胴師内面はへラナデ桂ナデ. 成は良好 1 22.......24

底径 ロ揖端部は突起状につまみ出される. 27, 28 , 38 

口径 胴部外面は科構位へラクズリ.胴部内面はヘラ 小砂利、赤色粒を多く吉む.内面は No.49 

12 土師器 甑 器商 <56> ケズリ憧ナデ. 渡褐色、外面は掛褐色.焼成は良好

底径 (108) で硬質.

口径 162 口融部は慣ナデ部.内胴師外面はへラケズリ桂ナデ 赤色粒、石英を吉む.棋褐色、胴師 No. 2, 9.10, 11 , 

13 土師器 哩
器高 165 風ミガキ.胴 面はナデ.口跡部は直輯的に 外面は一部黒色. 14 , 17 , 18, 20, 2 

底径 (87) 外圧し、口韓端部は短くつまみ出される. 1, 25 

胴最大径 170

14 石器 石皿 長さ 3.....，幅田圃，厚さ 201llØl，J[さ 1 0. l g・ No. 1 

S I - 47 遺物観察表

番号 器種 器 形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土色調・焼成 備 考
口径 (125) ロクロ聾市ケ.ズ底リ.部は回転糸切り桂、周揖師を手 白色粒を吉む.赤褐色.焼成は良 No. 5. 79. 80 

土師器 係 器高 42 持ちへラ 体師下端は手持ちへラケズ 好. 体部内外面に

底径 74 
リ. 墨書 「田 j

口径 ロクロ聾陪ケ.ズ底リ.部は回転糸切り後、周揖師を手 砂粒を吉む。黒褐色.焼成は良肝. No.64，括

2 土師器 杯 器高 <14> 持ちへラ 体部下摘は手持ちへラケズ

底径 84 
り.

口径 (118) ロクロ整形. 底部は回転糸切り後、全面手持ち 白色粒を吉む.外面は槙禍色内面は No.76 

3 土師器 ll' 器高 38 へラケズリ. 体部下端は手持ちへラケズリ. 内 黒色.焼成は良好.

底径 70 
面はカーボン吸着による鼎色処理.

口径 (159) ロクロ整形.底部は回転糸切り桂、全面手持ち 赤色粒を吉む.外面は赤褐色、内面 NO.70 

4 土師器 勾ミ 器高 36 へラケズポリ.ン体部下端は手持ちへラケズリ.内 は黒色.焼成は良肝.

底径 56 
面はカ 吸着による鳳色処理.

口径 ロクロ盤形.底部は回転品切り1&，周睦部を手 白色担を宮む. 外面静.は赤褐色、内面 No.72 

5 土師器 坪 器高 <19> 持ちへラケズ日.ボ体部下端は手持ちへラケズ は黒色.焼成は良

底径 64 
リ.内面はカー ン唖着による黒色処理.

口径 一形酬は回制仰向手 |…回一む内外面と No.77 

6 師 器高 <8> 持ちへラケズリ . 体部下端は手持'"へラケズ も鼎色.焼成は良好.

底径 72 
リ . 内面はカ ポン臨着による黒色処理.

口径 ロクロ整形ケ.ズ底リ.部は回転糸切り桂、周韓部を手 白色植を吉む.外面は暗褐色、内面 No.63 

7 土師器 勾: 器高 <12> 持ちへラ 体部下端は手持ちへラケズ は黒色.焼成は良妻子.

底径 69 
リ.内面はカ ポン唖着による黒色処理.

口径 (134) 日韓部は構ナT. 胴師外面は雌位へラケズリ 白色粒を含む.外面は線描色、内面 No.97 

8 土師器 唖 器高 <88> 桂、下位は斜位へラケズリ . 内面はへラナデ撞 は茶褐色.焼成は良時.

胴重量大径 144
ナデ.ロ揖端部はつまみ出される.

口径 (190) ロ揖闘は横ナデデ.桂胴師外面は離位へフケズリ. 白色粒を吉焼tt.成外は面は黒褐色、内面 No.81 

9 土師器 唖 器高 <62> 内面はへラナ ナデ.口融端部は鋭くつまみ は赤惜色. 良好.

底径 出される.

口径 (190) ロ…ナデ胴…制位へラケズリ l出白一む削色焼 カ7ト' No . 103

10 土師器 聾 器高 <63> 内面はへラナデ憧ナデ.ロ縁部はつまみ出され成は良好.

底径 る.

口径 (180) 外面は口融制は償ナ7. 胴部外面は創立へラケ 白色粒を古む.外面は茶褐色、内面 書Tド NO.108

11 土師器 唖 器商 <75> ズり桂ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ.口瞳端 は茶褐色、黒褐色.焼成は良野.

底径
部は葺くつまみ出される.
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口径 (180) I外面はロ睡圃慣ナナデデ.後嗣陣外面は臨位へフケズ 曹を多〈吉む.茶褐色.提成は良 'vドNo.I04
12 土師圃 聾 器高 <88> リ.内面はヘラ ナデ.ロ録蝿聞は観〈畏時.

底径 ー 〈つまみ出される.

口径 (219) 1外面目口融陣繍ナプ.胴聞外面は睦位へラ端ケ師ズ 窓色世、白色阻を宮11. 褐色.農民 i針ドNo.105
13 土師魅 聾 器高 <64> リ桂ミガキ.内面はヘラナデ揖ナデ.ロ揖 は良好.

底霞 ー は鋭〈つまみ出される.

口径 213 1外面はロ輯田積ナテ.嗣聞外面は軒位ヘフケズ l赤色世.白色胞を吉11. '"陣色.蝿 No.l{四.110

14 土師語 聖 器高 <89> 9 櫨ナデ.内面はへヲナデ檀ナデ.ロ障措陣は l成は良鮮.

底筏 一 畏〈つまみ出される.

口径 i嗣陣タキ函は嗣位へラケズリ . 内面は制障が.し 稼色世 白色阻を宮む.が禍色.慢 No. 106. 111 

15 哩 器高 <99> <圃彊不明. 成は且軒.

底径 84 
口径 胴聞外語は剥位へヲケズリ.内面は聞によるナ 白色阻を古む.縛尚色.韓民は良 No.96 

16 土師" 置 2普高 <48> 'デ. 好.

底径 70 
17 I 石碑 砥石 1 畳さ 57凪幅31圃J，:さ 1_. 置さ <l 1.3g. No.92 

S ( - 4 8 遺物観察表

番号器種提形 法量(圃) 手法 の 特徴 胎土 ー 色刷・焼成 備 考

土師揖 耳 I器口径高 130 体闘から直聞はへラケズリ後ミガキ.内面はナ 白色世捜.庄赤は色阻 M\色世金宮む.明No.9
32 I デ世ミガキ. 縛手で慢も、. 褐色. 且肝.

丸底
口径 146 体師から底聞はへラケズリ世、ナァ風ミガキ. 白色世、赤色世を吉む.明褐色.揖No.12

2 S不 器高 39 内面は巾広町ナデ睡ミガキ.底師は削り出され l成は良野.

底径 60 る.

口径 152 体師から底部はへラケズ日韓ミガキ.内面はミ 拠色植を含む.世俗色. 焼成は且 No.IO 
3 土師器 B事 器高 36 ガキ.lß:面が軒障している. 金子.

底径 91 
口径 139 体酷から底師はへラケズリ桂ナァ凪ミガキ. 内 白色粒. 属色祖、赤色植色.を吉揖成む.は外 No.2 

4 土師器 S事 穂高 32 面はミガキ. 内外面とも刷障が著しb 、. 面は褐色、内面は時処 不

丸底 良.

口径 (154) 体師から底闘は巾広のへフケズリ聾ミガキ. 内 砂を多〈吉み祖い. 外面は慣色.内 No.13 
5 土師器 耳 37 面はミガキ.内外面とも刷離が著しL 、. 面は挟灰縄色.焼成は良好.

口径 154 体師から底部は巾広のへラケズリ桂ミガキ.内 白色世を含む.赤燭色.焼成は良 No.ll 
6 土師器 'f 器高 35 面はナデ撞ミガキ. !;f. 

底径
口径 体剖から底部はへラケズリ.内面はナァ. 内面 白色担、黒色粧を古む.内面岬.は赤偽 No. 18 

7 卸 器高 <20> は赤帯される. 色、外面は褐色.擁成は且

丸底
口径 93 i体制ら底部恥ラヶーガキ内固まナ |白色世赤…む禍色刷出 8

8 上師器 固 器高 45 デ桂ミガキ.ロ陣師はつまみ出され内湾する. は良好.

底径 65 
口径 200 ロ揖師慣ナデ.胴部外面は斜位へラケズリ桂ミ 白色粒を吉む. 茶悔色.焼成は不 陶.6.7 ， ;'?ド

9 土師器 唖 器高 <105> ガキ風ナデ.内面は剰躍が著しく聞盤不明.口 良. No.20 
鋼部径 <242> '量端部は開蝿が短〈つまみ出される.

口径 (179) ロ揖師は慣ナデ.嗣師外面は斜位へラケズリ桂 白色誼を古tt. 明褐色.提出は良 No. 5, 6 
10 土師輯 曹 器高 (108) ミガキ. 内置はへラナデ聾ナデ. 鼻.

瞬部径 <280> 

11 石器 砥石 長さ I I Omm.幅8 1 111，厚さ 23圃l 重さ 1 78.7&0 No.17 

12 石器 砥石 長さ 66圃帽5蜘n. 厚さ 23圃，重さ 9 L 4g. No. 14 

13 I 圏 畏さ 69圃p 幅41回，厚さ 19皿..さ田 9.. No. 15 
14 I脊個劃品 情金具。 長さ 24圃1 幅.... . 厚さ 5皿，重さ 6.18g. No. 16 

S I - 4 9 遺物観察表

番号器僅| 器形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土色調 ・焼成 備 考

口径 130 体部から底部はヘフケズリ憧ミガキ.内面はミ 黒色粧を古11. 明悔色.構成は良 No. 12. 11 
耳 穂高 38 ガキ.底部内面は単一方向田ミガキ. 好.

底径 83 
136 体師から底師はへラケズリ桂ミガキ. 内面は丁 白色粒子‘樺色粧を古む.備色.焼 No.16.18 

2 土師語 坪 器高 34 寧なミガキ.内外面とも刷障する. 成は良時.

丸庭
口径 問問ら直田bラケズリ…内「黒色世間一日む No.2 

3 土師器 坪 器高 36 I ( 櫨なミガキ. 明褐色.焼成は良軒.

丸底
口径 133 体師から車田は，、ラケズリ憧ミガキ. 剥障が著 赤色粒子と白色粒子を古む焼.成外面は No.19 

4 土師器 耳 器高 38 しい.内面はナデ. 乳間色.内面は橿褐色. は且

底径 73 野.

体師から底師はへラケズ日憧丁寧なはミ斜ガ位キ.の内 砂を多量に吉む.揖檀色. 焼成は且 No.24
5 土師欝 原 器高 35 面の身込み割分はノレープ状、口瞳師 ミ 妻子で哩置.

丸平底 ガキ.

口径 138 ロクロ堕屠.底師は全面ち多へ方ラ向の手持ちへラケ I赤色世子、黒色粒子を色.古焼む.成外面は 出 20

6 土師器 'f 器高 41 ズリ.体師下摘は手陣 ケズリ. 檀褐色、内面は乳褐 は員

底径 80 揖.
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SI-50遺物鋭雪量衣

番号器種 器 形 法量(圃) 手 法の特徴 船土・色調・焼成 | 備 .it 
口径 122 ロタロ瞳形.底師は全面手持ちhラケズリ.体 赤色世白色位を古む・糊褐色 No. I 

土師器 野 器高 41 師下閣は手持らへラケズリ. 焼成は良軒. 体陣外面に畠

底径 62 書 fl野j

口径 221 ロ刷は慣ナデー…川下 lM〈吉み白一立つ茶 No. 4. 6. 20. 21 
2 土師器 置 標高 <224> 半闘を軒位へラケズリ. 内面はへラナデ後ナ 褐色. 焼成は良肝.

底径 デ.

口径 298 ロ酬は慣ナァ.嗣師は削へラケズリ桂、 F 1砂時〈宮み‘白色世が目立つ. 茶出 2， 3 ， 4 ， 6. 1 2..... 

3 甑 器高 251 
半師を斜位へラケズリ . 内面はへラナデ桂ナ 同色. 構成は良肝 15.1 7 ， 18.24
デ.口揖端部は畳くつまみ出され外匡する.2B日ー話肘

底径 104 ト ー隠

4 I 陸軍国品 蝿 |長さ ( 101)皿幅 191圃!背幅Z皿.幅 14圃t 背幅2町、 No.5 

量{皿) 手法の 特徴 胎土・色調・焼成

白色阻を古む. 明禍色.経成は良
好.

口径

鴇高

屋隼

SI-52遺物観察表

112 I 口語扇面積子ヲ. 体聞から底相互トヲ干支F
<33> I桂、ミガキ.内面はミガキ.

番号| 器種 器形| 法量(圃) I 手法の特徴 胎土 ・ 色調・焼成 1 備 考

口径 日~J糊から底部はへラケズリ憧粗いミガキ. 内面 緑色粒、 白色粒色.を古燦成む.は外商は褐
土師器 原 器高 <43> はミガキ. 色、内面は灰 良軒.

底径
口径 ( 160)〉 l1l・体tt部から車師はへフケズリ桂ミガキ.内面はT 白色瞳胞子を色.宮む焼.成外面は黒褐色、 l '苦1

2 土師器 珂t 器高 <35 なミガキ.全体に樽手町仕上げで.内面は樺 内面は赤禍 は良肝.

底径 一 上げか.

S I - 53A遺物観察表

番号器種 器形1 法量(皿) I 手法の特 徴 胎土 ・ 色開 ・ 焼成 備 考

口径 112 「…ー制ら底部…ズリ 白色粧を吉む.鵬褐色. 桂成は良 括
土師器 耳 器高 38 内面はナデ仕上げ. 肝.

底径 68 
口径 (50) 口組師は慣ナデ.口瞳端部はつまみ出される. 白色粧を宮む. 明禍色. 焼成は良

2 土師器 彊 器高 <20> 岬.

底筏
口径 (捌|ロ…一一軍部叩ら蹴 白色世、黒色粒 赤色粒を吉む.赤 No. 1, 3.4 , 5 

3 土師器 聾 器高 <101> I~ ラケズリ世‘斜{立へラケズ~ . 内面はへラナ 備色.焼成は良肝.

底径 デ桂ナデ.

4 I 量製品 | 瞳 長さ〈曲〉風車さ4X4皿. |恥 6

SI-538 遺物観察表
手法の特徴 胎土 色開焼成

蚕吾E山i 雇2旭日事さ 13圃亘書 1.8011

S 1 -55遺物観績表

一一明議
皇室

量(皿) I 手法の特徴 1 胎土・色調 ・焼成
137 ロクロ盤形.底師は傍止糸切り種、周伝聞を手 | 白色粒子、赤色担を吉む.明褐色.
35 持ちへラケズリ. 体師下埴は手持ちへラケズ [焼成は良好.

リ . 内面はミガキ91 7. rH  • .II... .............. 

降
J
-

S
A

-

、

一
富
山

備
TJ制

雨
底
.
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2 I 土師曽 | 小型彊

3 I 土師時 | 聾

4 I 土師量 l 畳

S I -56遺物鋭祭表

番骨 総僧 器形 法最{皿) 手 法 の 特徴 胎土色開 ー 焼成 備 考

口径 酬師から底師はへラケズりされるが ナプに 様色世を宮む. 外面1:1.揖茶偽色.内 No.4.5 
土師揖 畳 署静粛 <38> よ って圃瞳aは禍えている. 内面は刷躍が奮し 面は禍色. 構成は良好.

底径 90 〈 圃瞳不明.

2 担 長さ.....幅50.園p 原さ2z圃.置さ岨 5.. No.14 
3 石器 | 砥石 I l更さ 1560・幅抽圃.1軍さ 51園。亘書 1193.480 No.11 

S I - 57 遺物観聖書表

番号 穆慣 | 様熔 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土・色測・焼成 備 考

口 f圭 148 体師から底師はへラ ケズリ慢すァ風 ミ ガキ. 内 砂を多〈古み、白色粒子が目立つ. No. 26. 28, 32 
土師時 原 穂丸高底 30 面は ミ ガキだが.蜘l離が箸しし、. 褐色. 燦成は良時.

口径 148 体制ら町一地丁…キ外 |腕だが赤色……ι No.55 
2 土師輯 昨 器丸底高 34 面はへラミ ガキ. 内面はTJllな ミ ガキ. 焼成は良肝.

口径 (152) 体師から底師はへラケズリ後ミガキ. 内面はミ 白色粒子を古む.尚色. 焼成は良 No. 20, 22 
3 土師輯 係 器高 <35> ガキ. 軒.

底径
口径 (180) 体師外面はへラケズリ桂.祖いミガキ. 内面は 白色粒徹子を古む. 棋褐色.桂成は No. 29, hド括

4 土師揖 嗣 掛高 <52> T・なミガキ. 良野.

底径
口径 (158) 天井一一リ 'マド借

5 須恵器 董 器iIi <13> になり、内面の返りは丸〈短い. 桂成は良好だが軟質. ~随車両拍車

底径
口径 嗣師外面から底部はへラケズリ誼ミガキ.内面 砂を多く古む. 茶褐色.桂成は良野 No. 36. 37 

6 土師器 置 倍高 <32> はナデ. m:曲目丸みをもち突出する. で硬質.

底径 92 
(202) 口組師は構ナT. 胴部外面は閉師下方から制位 砂を多く古む.褐色咽焼成は不良. No.46 

7 土師器 聾 密高 <56> へラケズリ . 内面はへラナデ桂ナデ.

底徳
口径 (210) 口融闘は慣ナデ. 胴師外面は閉下方から制{立へ 砂を多く古む. 茶褐色. 焼成は不 No.35 括

8 土師器 彊 器商 <50> ラケズリ . 内面はへラナデ憧ナデ. ロ揖端部は 良.

底径 短くつまみ出され、倒面が凹面状になる.

底部片 非ロクロ暗躍.底部はへラケズリ桂ミガキ.内 輯置で白色担子、赤色世子を僅かに 括l

耳 署器商 面はミガキ. 吉む. 波賀褐色. 焼成は良岬で硬 底師外面に韓

底径 質. 割

10 石器 石斧 畏さ 107園。幅抽由。厚さ 31田，亜さ 355.4g. No.54 
11 土製品 主脚 佳53X61回.高さ < 119>掴画。 No.39 
12 融製品 輔 長さ 1 48圃I 幅 1 8皿。背幅3田.幅3""'. 背幅泊四、 No.50 
13 事軍 国 来製品 長さ 13，置。幅 11"，重さ O.59go No.8 
14 炭化彊子 畏さ i蜘n. 幅 18皿.9事さ山田，重さ 1. 52go INo.1 
15 炭化種子 長さ22皿.幅 11;"'. 厚さ 13田，量さ 1.6280 No.38 
16 炭化種子 長さ 11皿，幅白田， 重さ 0.1080 NO.5 
11 炭化種子 長さ&皿幅7圃，厚さ&皿重さ O. IOg. 料。 6

18 炭化晴子 長さ""圃幅&圃，厚さ 7圃，董さ O.ll g. No.9 

土師器 坪

2 I 土師器l

3 I 土師器 | 締

5 I 土師器 | 野
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口径 非ロ ク ロ成形. 底師外面はへフケズリ憧 ミ ガ 置密で白色微粒子、事色世子を橿か 括3

6 土師揖 汗 器高 キ.内面は ミ ガキ. に吉t1. 底師外面に畢

底径
. r筒 ? J

口径 160 ロ タロ礎形. 体師下端は回転へラケズリ . 体師 白色世を化宮焔焼t1.成.明惜色. 桂成は良 A, 8 No.6 

7 須恵器 高野 器高 <80> は直揖的に揺日、 ロ揖端部は短くつまみださ 軒. 岨

底径 れ、内面に剖二組状の凹闘が l 粂巡る.

口径 194 ロ揖師は償ナァデ.世胴師外面は棋位へラケ気ズ味リ.に 白色粧を古t1. 赤褐色. 焼成は良 括l

自 土師鵠 彊 器商 <66> 内面はヘラナ ナデ. 口融端部は外匡 肝.

底径 つまみ出される.

口径 (204) 口融師は償ナγ. 胴師外面は圃酷から臨位へラ 白色担皇、子.赤色粒を古む. 切l禍色. 控 括2，ドト 括

9 土師盟 置 穂高 <84> ケズ リ. 内面は間顕唖隔世 -rデ. ロ睦端師は憧 成は且

底径 かにつまみ出される.

口径 (220) 口融師は慣ナァ. 胴部外語は眠位へラケズリ. 白色融、赤色阻を古む. 外面は偽 No. 12, 24.34 
10 土師鋸 彊 器高 <72> 内面はヘラナデ撞ナデ. 口融端師は僅かにつま 色、内面は明燭色. 焼成は良肝.

底無 み出される.

口径 (220) ロ揖師は慣ナァ.内胴部外面はへフナケデズ.リ 桂、斜 白色粧が色世を含む. 1廃処色. 焼 No‘ 7, 13.25, 27 

11 土師器 壷 胴器高最大 < 158 > 位ヘラケズリ. 面はへラナデ憧 口揖端 成は良好. , 30 
筏 (212) 師は短〈つまみ出される.

口径 胴師外面は眠位へフケズ リ班、 師制構(i'L~ フ 白色世赤色世を古む. 禍色. 焼成 No. 46- 3, 50 
12 土師器 甑 器高 <203> ケズリ. 胴師内面はナデ世 棋位のミ ガキ. 孔 は良軒.

底筏 110 師はへラケズリ .

口径 228 口融闘は慣ナデ. 胴部外商は臨位へフケズ リ桂 白色阻赤色世を吉む. 禍色. 桂成 No‘ 46- 2, 53 

13 土師縛 畳 器高 <220> ナデ. 胴陣内面はナデ. 口融端師は短〈 つまみ は良好. 同一個体

胴般大径 228 出される. No. 43, 46, 49 

口径 308 ロ雄前は横ナァ. 胴部外面は雌位へフケズリ 白色位、赤色粒を古む. 明褐色. 壊 No.46-1 

14 土師器 甑 器高 <192> 世 下半は斜位へラケズ リ. 内面はへラナデ挫 成は良軒.

胴最大径 280 ナデ. ロ揖端部は短いが強〈つまみ出される.

15 j 石製品 前睡JI[ 桂46X46m厚さ 1伽m 重さ 6 1. 4 280 倒直に剖・ f大J • No.48 

S [ - 59;立物観察表
番号書官種 器形 法量(四) 手法の 特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 114 ロ ク ロ鞍形. 底部は回転糸切り積 凪韓剖を回 細かな砂を多く吉む. 貨同色. 獲~ No. 16.26 活

土師器 耳 器;11; 40 転へラケズリ . 体師下拙は回転へラケズ リ. は良肝.

底径 60 
口径 (136) ロ タ ロ盤形. 底部は回転糸切り龍、周組曲を手 赤色粒、白色粒子を古む. 偽色. 焼 No.35 

2 時 器商 <37> 持ちへラケズリ . 体師下端は手持ちへラケズ 成は良持.

底径 86 日 .

口径 (120) 一躍酬は回…桂一ち |出色…柿色酬は良 No. 7, 22 
3 昨 器高 <35> へラケズリ.休部下端は手持らへラケズ九 時.

底径 66 

ロクロ盤居米.関底部は回転糸切り桂 米関聾.体 砂を多〈宮t1. 黄褐色. 焼成は良
4 土師器 耳 器高 <33> 部下端は 聾. 時. 底部外面に撮

底径 57 . r口車。 J

口径 ロクロ設ズ形リ. 底部は回転糸切り桂、全面手持ち 小砂利を多く古み、大粒の赤色粒子 令書 l

5 土師器 勿: 器商 <12> ，、ラケ リ . 体部下端は手持ちへラケズリ. が目立つ.赤偽色. 焼成は良金子. 底部外面に融

底符 78 剖 r XJ

口径 ロクロ成形. 底部は回転糸切り桂 刷院部を手 融置で白色微粒子、樺色徴粧子を多 括3

6 土師器 耳 器高 持ちへラケズリ. く古む.暁賛褐色. 焼成は良軒. 底部外面に.!!

底径 省S

口径 ( 173) 日縁部横ナデ.胴部外面縦位ヘヲケズリ桂、下 砂を古む.揖褐色.焼成は良好. No咽 4 3 ， 44.þ7ド
7 土師器 聾 器高 <114> 半部を斜横位へラケズリ . 内面ヘラナデ桂ナ No. 51, 52 

胴最大径 178 デ.

口径 (220) 「酬は棋ナデ胴…胤へラケズリ 砂を吉む. 茶悔色.続成は良好. No.36 
8 土師器 唖 器高 <64> 内面はへラナデ撞ナデ.口組端部は畏〈外圧し

底径 一 てつまみ出される.

口径 (1γ…ナア胴…縦一リ 砂を吉む. 褐色.境成は良好. No. 15, 23, 29, 3 
型 器高 <74> 胴部内面はへラナデ桂ナデ. 顕師内面は横位へ 1 ， 33 ， 42 ， 一括

底径 ラケズリ.

口径 叶嗣町胴…制立へ7ケズリ 赤色粒を吉む.橿褐色.焼成は良 No. 28, 4 1. 量7ド
甑 器高 < 170> 桂、下半師斜位へラケズリ.口融端部は葺く外 野. No.54 , 55 

底筏 _ 1 &1II腔につまみ出される.

11 礎 長さ 7900・I 幅6蜘n，厚さ 28，四，重さ 1 38.8io No. 14 
12 j 石器 砥石 畏さ 51圃I 幅49圃t 庫さ 27皿j 重さ 95.2g.， No.17 

13 石器 砥石 長さ 36<圃幅38... 厚さ 38凧重さ60.080 NO.17 

14 I 石器 砥石 畏さ49on，幅41皿， 厚さ2""" 重さ 30.6g・ No.4 
15 I 艦艇品 刀子 長さ<76>圃帽叡聞1 背幅3圃1 幅 11園。背幅4皿. No.45 

S[ - 60 遺物観察表

番号 器種 | 器形 法量(田) 手法の特徴 胎土 ・ 色調焼成 備 考
144 間ら車時……内昨 l- 問子を吉む明禍 51-608 

土師器 符 器高 32 ガキ. 口融端部は鋭〈つまみ出される. 色. 焼成は良好.

底径
口径 141 体師から底師はヘラケズリ証ミガキ.内面のミ I 白色粒子、思色粧を官焼む.成外面は明 No.8.9 

2 時 器高 38 ガキは雑である. 褐色、内面は賀褐色. は良好.

丸底
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口径 134 ロ凪闘は欄ナァ.体酷から車闘はへラケズリ桂 白色粒子.はB且明岬粒子を宮11. 棋褐 No. 19, 20 
3 5事 器高 36 ミガキ.内面はミガキ内外面とも赤草され 色.焼成

底径 95 る.

口径 150 体師から底聞はへラケズ υ 世ミガキ.内面はミ 白色世子、赤色胞.鳳色担金古11. ,No. ¥1 
4 上師揖 綜 総高 33 jfキ. 貧褐色.桂成は良軒. 直部外面に量

庇径 61 書 十j

口径 128 ロクロ聾形.庇師はへフ明り憧、企画単 方向 白色世子を多〈宮む，膏灰色.焼成No.22，

5 須恵曽' 町 器iIi '10 Iの F持らへラケズリ 体岡下掴は未聞置 I~良肝. 術情直

底径 92 
口径 144 ロクロ畳形.底闘は回転ヘラケズリの 2度切 白色阻冨1lI~吉11. 明灰色.倹J&. INo. 16. 庇師

6 卸 器高 48 り.体師下蝿は回転へヲケズリ. 111良肝外面に級副

底径 95 
fXJ 続拍盛

1641 〉 l| 口ミ融問は慣ナT. 刷師外国匝はナ斜デ.位へフケズリ桂 I 白色世艮礼子令官む.褐色./11褐色.晦|陶 2 1
7 唖 総高 (76 ガキ.内面iはへソサデ桂 成は

底径
口径 〈52〉 iH嗣'1師外面はデS後H位ナへラケズリ世ミガキ.胴師内面 白色 。鵬色 ・ 赤色拍子内会吉面Uは.楢外dli No. 4. 51 60B 

8 聾 穂高 97 へラナ デは煙備色且日肌禍色. 色.

底径
口径 <354>口瞳師は繍ナ7. 胴師外面は眠位へラケズリ. 白色粒子 鳳色世面を古はむ褐圏色.外品iは貸付。 14.P l. iマド

9 上師跨 阪 器iIi <52> i酬田内面はへラナデ世ナデ. 樋色且び褐色.内

底筏 97 

10 石蹄 砥石 長さ8_幅55圃厚さ 360圃車さ 188.3g. No. 1 

S 1 - 61  遺物観察ぷ
番号 ! 器鴎 器形 法量(圃) I 手法の特徴 胎土色腐・焼成 備 考

坪 ii!丸器口径高平底
(1 30) 体師から底部はへラケズリ撞ナァ凪ミガキ.内 砂を古む.同色及び茶褐色.燦成は I No. 6

土師輯 <33> 面は巾広のミガキ.眠い 良師.

(77) 
口径 (1汁馴ら底部…ズリ…内面はナ 白色粒赤色世子を古む.暁禍色. 5 1 -6 1 B括 l

2 土師器 珂t 器高 30 デ仕上げ.口融師内面に武線状の凹面. 構成は良野.

底径
口径 (1 48) 体罰から底部はへラケズリ憧 上半闘は巾の生徒 白色世、石英世を色.宮む瞳.成外面はilI!廃 NO.5 括

3 土師器 jf 器高 33 いミガキ.体陣内面は全面T嚇なミガキだが、 惜色.内面は備 は良好.

丸底 制離が奮しし、.口組闘に艶分抗蹄状の凹面.

(144) ロクロ盤形.底郁は僻止糸切り憧 全面回転へ 白色世を吉む.内福は全体的にス九 出 2，括
4 土師器 盤状停器高 34 ラケ赤ズ軍リ.さ 体割下端は回転へラケズリ.内外面 付嘗.焼成は良好.

底径 102 とも れる.

口径 (144) ロクロ畳形.底部は全面回転へラケズリ程、体 白色世を宮む.外面は灰色 内面は;No.12

5 賓曹関 1 高台付坪器高 44 部下端を回転へラケズリ. 揖灰色. 常陸E置か。

底径 (90) 

口径 (1 36) ロクロ壷形.底師は全面回転へラケズり.体師在地的な胎土で白色粒子を多量に吉出 4，体師外語
6 須恵穂高台付停器高 32 下端は回転へラケズリ. みザラつ< .外面は且色.内面は棋に朱書 f+J

底径 101 貧灰色.構成は良野・ 稲般車

口径 {l29)l| ロ揖師は掴ナデデ 胴師外面は雌位へヲケズリ.赤色世子を古11. 岨色.焼成は良 No.1<I 

7 土師器 彊 器高 <7 I>胴陣内面はナ ロ揖蝿師は鋭いがつまみ出さ 好.

底径
れてはいなb、

口径 (3川「…ナデー NO.7- 1O, 
8 土師器 甑 器高 (240) ミガキ.胸部内面はへラナデ後ナデ. 1 5.17 ， 19，括

底径
9 融製品 刀子 長さ< 1 33>咽， 刃師幅 11皿，背幅2.5mm，柄師幅H附札厚さ 8.511Ul1，幅6圃I 背幅2，叫 NO.13 

S 1 - 62遺物観察表

量(皿) 手法の特徴 胎土色関 ・ 焼成

主脚 |怪54X5 1. 5岡高さ7_
臨 1長さ <72>皿厚さ 4 X4. 5aG"

S 1 -63遺物観察表

番号器種器形法量(圃) I 手法の特徴
土劃品 主脚 岨唱6>X叫酔凪高さ〈曲>.... 

飴土色爾・焼成 備考

No.2 

SI-64 遺物観察表

番号器種器形| 法量(田) I 手法の特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 134 ロクロ聾Jf>.底部は~j上糸切り桂、周揖師を手 白色担、赤色担、灰色阻を古11. 岩手 No. 13. 14 
土師法 盤状原器高 40 持らへラケズリ. 体部下端は手持らへラケズ 傷色. 焼成は不良. 底部外面に剖

丸底 リ.内外面とも赤草される. 書 fXj

(140) ロクロ聾形ケ.ズ底リ.師は停止糸切り桂、凪揖師を手 砂を多く吉む.赤色世、白色樟粒子 No.15 
2 土師器 盤状jf 器底径高 42 持ちへラ 体師下端は手持らへラケズ が目立つ.焼成は良好.

(98) リ.内外面とも赤書される.

口径 非ロクロ盤形.体闘から庇師はへラケズリ桂ミ 白色粒、赤色組、透明位を吉11. 明 SI-64c. 
3 土師器 時 器高 ガキ.内面はミガキ. 褐色.焼成は畠野. 底師外面に畢

底径 • 口径 (134) ロクロ聾形.底師は全面回転へラケズリ.体部 白色徹桂子をわずかに古みしっとり No. 12 

4 耳 器高 43 下捕は回転へラケズリ. して騒い.灰色.擁成は良好. 11';陸車。

底径 (67) 
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S 1 -67遺物観祭表

量(皿) 平 法 の 特徴 胎土 ・ 色捌 ー 焼成

口径 122 

怨高 45 

底筏 89 

S I -68遺物観察表

昏号掠極| 器 形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色関 ー 焼成

122 ロ睡師は慣ナデ. 体師から底師はへラケズリ 白色微粒子、赤色微粒子を古む. 暗
34 桂、祖いミガキ. 内面はミガキ. ロ障師は鋭〈

lつまみ出される.
黄褐色.桂成は良岬.

口径 ーは創立へラケ川下半…へ「色微粒子金量尉官む制
阪 器高 <75> ラケズリ . 内面は斜位ケズリ聾ミヌ'J~. 下端部 色.焼成は良好.

底径 92 
内面は慣ケズリ .

3 土軍国品 | 土玉 !径26X24圃1 厚さ 19圃!亜さ 10.12g.表面は殆ど庫甑.

2 I 土師器

3 I 土師陸 型

4 土師器 耳

S I ー 7 1 遺物観察表

番号 器種器 形 法量(皿)l 手法の 特徴 胎土 ・色調 ・ 焼成

口径 126 || ロクヘロ聾ヲ躍ケ.ズ底リ.師は回転ゑ切り昔、周揖師を手 赤色粒を吉む.棋灰貰褐色.焼成は
上師器 耳 器高 41 持ら 体師下摘は手持ちへラケズ 良釘.

底径 63 1 9 • 
口径 間 |山霊躍庇聞は童向ちへラケズリ 体 |畏石石英を古む棋灰買冊以

2 野 器高 41 師下端は朱圃聾. 成は良好.

底径 70 

No. 20, 29 
11';睡産

備

No.6 

No.2, 3 

NO.I 

備

No.2 

考

考

底師外面に劃
• r#J 

No. 3, 14 
底割外面に劃
• rXJ 

口径 (126) ロクロ瞳形.体割下蝿町田重は不明. 白色徹桂子時〈含む帯構色焼|蜘 II
3 土師醤 持 器高 <36> l成は良好. 体部外面に量

底径 .r神国大J
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口径 138 日韓間は償ナデ.個師外面は睦位へラケズH 白色粒子、務色粧を宮む.暗尚色 ; No. I 

4 土師器 彊 器高 <110> 聾.下半部は嗣慣位ヘラケズリ . 胴陣内面はへ蛙成は良野.

底径
ラナデ世ナデ. ロ揖増師はつまみ出される.

口径 186 口組闘は慣ナデ.嗣師外面は臨位へラケズリ . 砂を多〈古む. 賀補色. 焼成は良 No.16 

5 土師穂 型 棒高 <92> 園田内面はヘラナデ憧ナデ. 肝.

底径
口径 (203) ロ揖闘は慣ナァ.胴剖外蘭は眠位ヘラケズリ . 的〈左赤色…〈古む世 1"" 19 

6 土師器 聾 器高 <67> 胴師内面はへラナデ世ナデ. 口瞳師はくのヨド状 貧働色. 焼成は且軒.

底径 に幽街する.

7 I 酷製品 嘩 畏さ <95>園。摩さ 4.5X3111‘ No.12 

S 1 -7 2 遺物観察表

番号 器種 ) 器形 法量{皿) 手 法の特徴 胎土色関焼成 備 者

口径 108 ロ揖師は慣ナァ. 修部から底部はへフケズリ憧 I雄官で白色世粒子は世、透貰褐明世色.粒子を憧 No. 1 
土師器 町 |胴丸底

42 ミガキ. 内面は丁寧なミガキ.内外面ともカ ー かに古む. 素地 続成は
ボン駿管による鳳色蛙理. 良好で硬質.

口径 間一階時師叫ーリiu l--む灰闘い0.9
2 須車器 董 天器井高径 (34 ) たが停A としても宥えられる. は良野11(聞置

(62) 

口径 i胴師外面は眠位へラケズリ桂ミガキ. 内面はへ 砂を事〈古桂成む.を鳳偶色. 焼成は不 No.3 
3 土師器 哩 器商 <44> ラケズリ桂ミガキ. 良.二位 畳け刷離が箸しい.

底筏 68 

口径 {同一…ァ町時… ーを…袖色刷 No. 6, 7 

4 土師輯 置 器高 <78> 後、斜{立へラケズリ.胴師内面はヘラナデ撞ナ 色.櫨成は良野で硬質.

胴最大径 ( 1 68) デ.
口径 (166) 口融闘は慣ナ7.ズ胴リ.田外面は眠イ立へフケズり 砂を多〈宮む. 茶渇色、暗禍色. 焼 No.11

哩 器高 <14> 睡‘斜位へラケ 内面はへラナデ櫨ナデ. 成は不良. 二次燦戚により内面は制

底径 離.

口径 (166) ロ…ナデ…ゅー桂 |白…〈古む酬色明禍 No.8 
6 土師器 置 器高 <56> ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ. 色. 桂成は良静で硬質.

底径

S [ ー 73 造物観察表

番号 器碩器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調焼r，)t 備 考

口径 (106) ロ畠田は償ナプ. 体部から底酎はへラケズリ笹 白色撤粒子、車色惜粒子を吉む. 明 括2

土師器 >f 器高 <35> ミガキ. 内面はミメfキ. 得色. 焼成は良軒で硬質.

底径
口径 (1 44) 体部から底部はへラケズリ世ミガキ.内面は丁

2 土師器 >f 器高 <4ザなミガキ・内外面とも剥離が著川 とも掛黄樋色.焼成は良好.

丸底
口径 (144) 体師から底部はヘラケズリ憧ミガキ. 内面はT 腕一…ヵに古む明 I No.17

主不 器高 37 寧なミガキ. 底部はケズリ方向を宜え、底簡を 得色.焼成は良好.

丸底 作り出す.

口径 (148) 口融部構ナデ. 体部から底部はへラケズリ桂ミ 輯密で白色微粒子、赤色徹桂子を僅 I~底訓0闘6 『
4 土師器 >f 器高 39 ガキ. 内面は弧状の丁寧なミガキ. かに吉む. 明褐色. 焼成は良好. 内面に韓

底径 96 XJ 

口径 (136) 日韓剖は構ナデ.体剖外面は刷障が著しく調亜 砂を事〈古む. 外面は檀袖色、 師 5F65- 1 3括5
5 器高 <32> 不明、内面は黒色処理. 黒色.内面は黒色.焼成は良好.

底径
ロクロ聾形.底部は静止糸明りか.周踊師を手 融密で白色種世子を僅かに古Ù. 棋梧11

6 土師器 >f 持らへラケズリ. 褐色.焼成は良軒. 底部外面に盤
lIF rO片位J

口径 (γ…ナデ胴…腕へー桂 小砂利を吉む. 暗闇色. 焼成は良 括8
7 聾 器高 <68> ナデ風ミガキ.内面は斜横位ヘラナデ桂ナデ. 好.

底径
口径 (川酬は積一一料一内面 | l 砂利回む外…色内面 No. 1 

8 土師器 彊 器高 <80> は斜位へラケズジ.ロ縁部は強くつまみださ は明褐色.焼成は良評.
胴最大径(1 70) れ‘先端部が細〈なる.
口径 間 |臼嗣は慣一一一創立へフ i艦…時〈吉む黒一 INO. 8, 9, 10 

聾 器高 <61>ケズリ桂ミガキ.内面はへラナデ憧ナデ成は良肝.

底径
口径 (302) 日韓闘は慣ナデ.胴剖外面は眠位ヘラケズり桂 砂を多〈吉み透明粒子が自立つ. iffi No. 18, 5F65-13 

10 土師器 甑 器高 <70> ミガキ. 内面はへラナデ桂ナデ更にミガキ. 禍色.焼成は良好.

底径
口径 (298) 叫町一軒疲あり闘は |腕多く宮み

11 土師器 甑 器高 <92> 制障が著しく不明. 褐色.焼成は良皇子.

底径
口径 胴師外面は斜位ケズリ昔ミメプキ. 内面は慣位へ 融密で白色祖睦子を瞳かに吉む. 明 No. 15 

12 土師器 型 器高 <37> ラケズリ笹ミガキ.車部は木藁狙慢が癌るが‘ケ 褐色.焼成は良好.

底径 44 ズ リ 笹ミガキ.

口径 |胴…斜位ヘフケ刈 内面…デ桂 砂時〈古み

13 土師器 聾 器高 <33> ナデ. 外面は棋褐色内面は談串色.焼成

底径 (80) は良好.
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51-74 遺物観策変
量(圃-)I 手法の 特徴

何0) 1内外itiとも帽踊且日間貨による成陣.
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土師器

2 1 土師鑓 l 亦

5 1 ー 7 7 遺物観察必

信号 器種 器形 法量{圃) 手訟の特 徴 胎土色刷 ー 焼成 備 考

口径 122 ロクロ盤形.底部は回転糸切り桂、未聞聾.体 I砂を多焼〈成古みは白色粒子が自立つ.明 INo 1 前ト
土師器 郎 僻高 41 師下端は未聞睡. 同色. 良野で軟質.ニ/):焼成

底径 60 を畳けて制帽している.

口径 (1 23) ロクロ聾形. 底部は回復E糸切り憧 未聞聾.体砂を多〈古み白色粒子が目立つ.棋 ; No.8.1マト

2 jf 器高 36 師下蝿は未聞置. 間色.能成は良岬で軟質.二次蛙成

底径 (53) を受けて制帽している.

口径 147 ロクロ箆形. Jæ師は回転糸切り憧 未聞聾. 体 砂を多貧〈宮褐み色.小砂利が自立つ. 暗樋 No.3.i吋
3 土師器 血 器;Ij 25 部下捕は長岡聾. ロ睦師は幾分内揖気暁に立ち 色及び 構成は良軒で飲置.

民径 70 上がる. 二世焼成を畳けて制離している.

口径 ロクロ鐙J!l. 底師は回転糸切り.高台は畏〈揖 砂を多〈吉む.槙蝿色.桂成は良 No.7，量7ド
4 土師輯 高台付耳線開 (33) I 分外反する. 肝.

氏径 80 
n径 172 口組曲は欄ナァ.韓胴師部外面は睦位へラケズリ. 砂を多く吉む.明樋色.緯成は不 出 4 ， j '1~ 

5 土師器 盟 器高 (77) 内面はすデ.ロ はほぼ水平に屈曲し、ロ晶 良.二次焼成を畳け刷躍している.

底径 端師は垂直に畏〈つまみ出される.

51-78遺物観察ぷ
番号 器種器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 (116) 一形酬は回…桂周揖師を手「……む剛山 No.25, SI-79B 
土師器 野 穂高 36 持ちへラケズリ.体師下端は手陣ちへラケズ 成は良好で硬質. 括

底径 70 リ.内面的関聾は円滑.

口径 (122) ロクロ盤形. 底師は回転糸切り桂、周踊師を手 腫密で細かな砂好を吉で硬む.質.同色及び灰 No. ll.lnド括
2 土師器 町 器高 35 持ちへラケズリ.体割下端は手持ちへラケズ 褐色.焼成は良

底径 64 1 ~ . 内面の開聾は円滑.

口径 (116) ロクロ聾居. 底部は全面手持ちへラケズリ.体 砂を多く古み白色粒子が目立つ.黄 I No. 9. 5F85-7 
3 土師器 主不 器高 36 師下端は未聞壷.褐色. 焼成は不良で制離している.

底径 60 
口径 (120) ロクロ聾躍. Jæ闘は回転糸切り桂‘全面手持ち I輯密で細かな砂良を古酔むで.硬灰質尚色及び No.35 

4 土師器 郎 器商 40 'へラケズリ . 体田下捕は手持ちへラケズリ.内 檀褐色咽焼成は 質.

底径 65 面の聞睡は円滑.

口径 (122) ロクロ唖形. 底師は回転糸切り憧、刷揖師を手 踊密で細かな砂質.を吉む.灰間色.焼 No.54 , 5F85-7 
5 土師器 町 器高 37 持ちへラケズリ.体師下端は手持ちへラケズ 成は良時で硬

底径 62 日.

口径 (118) ロタロ聾陣. 底部は回転糸切り糧、周瞳師を手 |金璽f!l.大世田卓色桂子を吉む.談No. 1 
跨 器高 38 持ちへラケズリ . 体師下端は手持ちへラケズ 褐色.焼成は良岬.

底径 61 日.内面の闘聾は円掃.

口径 118 ロクロ聾陪.底部は回転糸明り積、周樟師を手 赤色世.白色粒子を古む. 灰禍色No.32 肘ド括
7 土師器 揮 器高 36 持ちへラケズリ . 体師下端は未聞聾. 焼成は不良.

底径 64 
口径 {叶クロ畳居内…酬は回… 量密で細かな砂焼成を宮はむ良.野告発費悔色、 No. 14 

8 土師器 昨 按高 44 桂、周揖師を手持ちへラケズ九休部下端は手 底部は鳳色. で硬質.

底径 63 持らへラケズリ .

口径 「クロ聾眠ケズ酬リ.は回…憧 周揖師を手…泊な駒吉む 白…恥 97
9 土師器 耳 器高 ( 14) 持らへラ 体陣下端は手持ちへラケズ を僅かに宮む. 槙賀惜色.燦成は良Jæ圃外面に轟

底径 64 I~. 好で硬質・ l剖 rX J

口径 ロクロ聾形. Jæ師は回転衆国り憧.周帥師を手金書母を吉む.外面は明檀褐色、内No.98

10 土師器 i jf 器高 <2 1>持らへラケズリ . 体部下蝿は来圏整. 内面はj} 面は黒色.植成は良好で唖置. 体師外面に量 l

底径 (14) ポン唖管による緑色担理. • (142) ロクロ聾陪.底師団転来切り桂周揖師を手陣ら 1輯密で小砂利を古tt. 槙禍色、内面 No. 50. 85 
II 土師器 郎 器高 48 へラケズリ.体師下端は手持もへラケズリ. 内 は黒色.焼成は且軒で硬質. 体部外面に畳

底径 69 面カーボン吸滑による黒色品理. . r秀J

口径 123 非ロタロ聾舟. ロ揖師は慣ナデ. 体闘は軒位へ砂を多〈吉み.白色担予が目立つ. 陶 12.13 . 針ド

12 土師器 耳 器商 44 ラケズリ . Jæ師は単方向のへラケズリ . 内面 |茶褐色.;Jf;間色.焼成は不良. 括

底径 60 はナデ仕上げ.
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14 土師欝

15 土師鰭 彊

聾

直

18 土師器 置

19 土師器 哩

20 土師器 聾

21 土師栂 豊

直

23 土師締 哩 l ii径 |出される.

24 調恵輯
|胴師外面は献のタタキ盤崩・ 下半は斜位へラ |制で白色撤粒子をM川利を No.6， 15. 17, 26 

< 180> ケズ九胴邸内面の当具店は慣 jドデにより摘さ 古tr. 白灰色喝焼成は良好. 在地直 6. 825, 981. 5F8 

5-1 ， S I -95括

土師時 | 耳 器高 浦 |田下端は手持ちへラケズリ .

2 I 土師器 | 跨

S I -79B遺物観察表

番号器極 | 提形 法量("，) 手法の特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

口径 (12) ロクロ重層. 底部は回転糸切り桂 周揖師を手 砂を多く宮む. 班質問色. 梶成は良陶 25. 括
上師器 停 器高 36 持ちへラケズリ . 体師下端は手持まうへラケズ 師で硬質.

底径 70 リ.

口径 (26) ロクロ聾形. li!闘は回転糸切り桂未聞盤.体師 冨母、白色徹桂子を吉tr. 茶褐色 No. 7

2 土師範 師 l器高 35 下端は未聞量. 内面は平滑. 焼成は良時.

l底径 62 
口径 ロクロ聾居. 底師は回転糸切り桂、周韓師を手 白色置粒子を古む. 放処色. 焼成は 括2

3 土師穂 耳 器高 <22> 持ちへラケズリ . 体陣下端は手陣ちへラケズ 食軒. 体聞外面に量

底径 66 リ. -理位『大j

口径 ロ ク ロ聾市. 車田は全面手陣らへラケズり . 体赤色融粒子を古む. 談偽色. 焼成は No.I-2 

4 土師器 坪 器高 <32> 師下端は未聞置. 良好.

底径 64 

土師掠 |
口径 ロタロ聾形. 底部は回転糸切り桂、周縁師を手 白色粒を宮む. 赤絹色.構成は良 SI-79A'B括~ I

5 府 器高 <24> 持ちへラケズ人 体田下端は手持ちへラケズ 好. 底割外面に剤

底径 (77) り . • '+1 

194 ロ睡聞は慣ナデ. 胴師外面は躍位ヘラケズ， . 砂を多く古む. 橿褐色.焼成は良 No.卜 l

聾 器高 <72> I胴田内面は当具漢をナデにより摘す. 皇子.

底径

-359 ー



口径 (198) 口融制慣行.園田外面胡位へラケズリ. lmを吉弘灰補色酬は不良・ 1陶日

7 土師甜 鉢 棒高 <85> 瞬間内面はへラナデ櫨ナデ.口瞳園田は角顕状

底径 になる.

口径 (264) ロ揖聞は慣ナへデラ.ナ胴デ部外語は臨位へフケズリ. 白色微粒子を宮む.明尚色.提成は No.3

8 土師器 甑 器高 <65> I胴田内面は 揖ナデ. 良野.

底径
円径 嗣師外面は臨位へフケズリ憧 下位は償位へラ 白色微粒子を吉tt. J賛同色.焼成は陶 2- 1 ， j叫

9 土師器 聾 l!'~高 く99> ケズリ.胴部内面はへラナデ憧サデ. 良好. B. A一括 B一括 l

低径
10 石劃!品 質睡-=径38X31回。厚さ 11皿車さ 23.61 g.醐福はTIjlな研蝉. NO.1 

S I -80 A遺物観察表

番号 総種| 骨量形 法量(圃) 手法の特徴 胎土 ー 色割 ・ 焼成 備 考|

口径 96 ロ曲師は慣ナデ.体部から車師はヘラケズリ桂 赤色阻子を吉む.棋賀偽色a 桂成は 括6
土師器 耳 線高 67 ミガキ.内面はミガキ.内外面とも躍による鳳 良野.

底千毛 34 色処理. ræ師は剛り出しにより平底を作る.

口径 121 ロ揖師は慣ナデ.体師から底師はへラケズリ桂 砂を多〈吉み‘赤色粒子が自立つ. 括7

2 土師踏 保 器高 <34 > ミガキ.内部はミガキ.内外面とも擦による鳳 暁賞褐色.構成は良時.

底径 色処理.

口径 (120) 口融師は備す7-. ~本師から庇師はへラケズ日韓 亦色世.石英粒子を古む.時JIl惜 括8

3 土師器 係 器高 <30> ミガキ.内面はミガキ.制離が馨しL、.内外而 色.桂成iよ良時.

底径 ー ともメF ポン掛滑による瓜色処理.

口径 58 枯 t塊をそのまま作り出デ.す.器面白調聾はケズ 白色桂子を古む.棋賞惜色.焼暗は 括10
4 土師語手短土器 総高 59 リと間煩による弱b 、ナ 良好.

底径 28 

口径 (l4t) 口暗部は繍ナT. 胴師外面は割償位へフケズリ 白色粒子を吉む.外面は棋費畑色、 指4

5 土師器 哩 2世間 <84> 憧ミガキ.内閣はへラナデ憧ナデ. 内面は暗褐色.構成は良軒.

底径
口径 (140) ロ曲師は績ナデ.胴師外商は雌位へフケズリ 砂粒を吉む.外面は暗費褐色、内面指3

6 土師抵 哩 器商 <63> 桂、慣位ケズリ.内面はへラナデ桂ナデ. は暗禍色.焼成は良時.

底径
口径 (146) 口融師は慣ナデ.胴部外国は斜{町へフケズロ憧 赤色粒を吉む.外面は棋同色、内面括l

7 土師魁 聾 器高 <93> ミガキ.内面はへラケズリ後ミガキ. は時黄偽色.

底径
口径 (2M 「…ナデ胴…剛一リ 「聞社吉む貧脚色酬は括5

8 上師器 甑 器高 <I 77> 韓 中位では斜構位へラケズリ.胴部内面，~~ 良肝.

|底径 ラナデ世ナデ.

口径 (299) 口…ナデ 1…ゅー |自制問子を吉む棋間色 括2
9 甑 持高 <67>胴師内面はへラサデ憧ナデ・ 焼成は良好・ | 

底径
10 開 |長さ 115皿.岨74皿，厚さ 74聞.m さ 805. 49g .. 括12

11 上盟国品 五脚 l 商さ <59>町恥 括13

12 土製品 主脚 1高さ <37 >剛a l括14

13 量製品 刀子 長さ <1 12)nn，刃師幅島田I 背幅4~. 柄師幅7回背幅3.... 括11

14 百貨品 勾玉 長さ27回。幅 1 5mm厚さ 7""，重さ 4.6280 1括15

S 1 -8 1 遺物観察表

番号器種 | 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調焼成 | 備 考

口径 (20) 口問ナデ桂問ら底部…川|…カに掛…む問|指7
1 坪 器高 <35> ミガキ.内面はミノfキ.内外面とも鳳色担理。 とも黒色.焼成は良好.

底径 全体に薄手でTIjlな仕上げ.

口径 (134) 日制は被サデ・体制ら底部はへフケズリ笹|腕で僅かに針状物を吉む・内外面活9
2 杯 器高 (40) 下車なミガキ.内面も丁事なミガキ.樺仕上げ とも晶色.焼成は良好.

丸底 と考えられるが、躍は禍えている.

口径 (5γロ整形一回b一口融師 轍密で白色酷粒子を僅かに吉む.揖 括4.5F55-23

3 蓋 器高 <35> は幾分内問する. 灰色.慌成は良岬で硬質. 醐酉産

底径
口径 |脚部外面は雌位ケズリ桂ミガキ.脚師内面下端 白色噛粒子、透明微粒子を宮む.務 括1

4 土師器 高長f 総高 <88> は指で巻き込み措ナデ.lf陣内面はへラ調整桂 褐色.焼成は良史子.

底径 ー ミガキ.内外面とも赤彩される.

裾径 (1 00) 据部外面は揖位へラケズリ後ミガキ.内面は制 砂を多く宮みずラつく.棋褐色.焼 揺6
5 土師器 高lf 器高 <31>位へラケズリ.外面は赤書される. 成は良軒.

底径
口径 (1 54) 日制恥嗣一町一向|金量…赤禍…色焼 No. 1, 3 

6 土師器 壷 器高 日 13> 1 1t;，横位へラケズリ.内面はへラケズリ桂下位成は良野.

底径 !のみナデ.

口径 (192) 日制岬ナデ胴…側一リ lM〈吉み áf!!!匀'TIl' ~ srつ 括2
7 土師器 聖 務高 <19> I 桂、慣位へラケズ九胴師内面はへラケズリ輩 横賛同色.焼成は良時.

底径 ナデ.

口径 胴師外面は斜位hラケズリ、中位を慣{立へラケ 砂を多く含み、白色桂子が目立つ. No.2 
8 土師器 唖 器高 <123> ズリラケズリ桂はミガキ.内面はへラナデ 世灰貰褐色.焼成は良好.

l底径 78 桂ナデ.

9 石Ji品 勾玉 長さ <19>圃幅14慣札庫さ 7圃. 括12
10 炭化稲子 倹 長さ 23圃，幅 17圃，厚さ 14圃1 重さ 1.45g.， 括10
11 炭化種子 使 長さ 17圃幅1 5圃，重さ1. 1310 |括H
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S 1 - 8 2 漬物観祭表

番号 揖積 様形 法量(皿) 手 訟 の 特徴 胎土 ー 色調焼成 備 考

口径 110 ロタロ聾車.Ilf.師は回転糸切り撞未聞盤.体師 紗植を多量に吉む. 暗禍色. 焼成は No.5

土師器 揮 穂高 35 下掴は来圃霊. 良持.

底径 54 

口径 01叫 |ロタロ鵬庄一…未聞聾体師「…母臼…旗色世 h
2 耳 器高 38 下蝿は朱圃鐙. 子~宮tt. 蹟惜色. 桂成は良肝.

底径 58 

口径 (24) ロタロ聾形. Ilf.陣は停止糸切り桂、刷峠師を手 1 "、砂利を古む. 茶間色. 蝿成は良軒.' No.2
3 土師韓 坪 器高 43 持ちへラケズリ. 体部下端はl'神ちへラケズ

底径 74 日 .

口径 (18) ロクロ聾形. 底部は回転来切り . 内面はミガ 赤色阻を吉む. 外面は11\褐色、内面 ' No. 3

4 土師器 高台付昨 器高 58 キ. 内面はカーボン観管による鳳色処理. は鳳色. 植成は良軒.

底筏 72 
ロ瞳師繍ナデ.胴師外I街臨位ケズリ . 胴師内面 砂はを多世量偽に古む. 外面は11\尚色、内 I NO. a, 10. 11 

5 土師器 彊 胴穂高般大 <127> 
へヲナデ世ナデ. ロクロ按形のように仕上げら 面 色. 焼成は良岬.

径 172 れている.

口径 胴師外面は慣{立ヘラケズ V . 胴師内面はへラナ 白色微粒子を吉む. 茶惜色. 情成は No.7
6 土師揖 阪 器高 <93> デ桂、下位は償位へラケズリ . 且軒.

孔径 (50) 

7 土J:i品 主脚 厚さ 9 1 X 68ø圃ー高さ< 1 36>田』 No.4 

8 輯 長さ 90...幅3 1醐庫さ2伽四重さ 99.380 No. 1 

量(田) 手法 の 特徴 胎土色調 ・ 焼成

口蚕 三1亘4>]0語扇ほ扇子7. 嗣副再面厄張夜三ヲケズリ . I砂を多く宮み白色粒子、赤色粒子が |
器高 <58> 阿部内面はヘラナデ撞サデ.ロ揖端師は垂置に | 目立つ. 槙褐色控成は良好
底径 一 ドつまみ出される

S I -8 4A造物観察表

番号 器種 総形 法量{皿) 手 法の特徴 船土色調 ー 焼成 備 考

口径 底部は回転糸明り.荷台は長く日II垂直に貼り 蝿雲母、長石を吉む. 外面は棋惜 No.24 
土師器 両院台付亦 器高 付けられている・内面はミガキ・ 緑色処理され |色 内面は尿色・ 桂成は良野・

底径 る.

(40) ロ酬は慣ナデーは雌…ズリ |金制畏石…ーで 上届

2 土師器 亜 器高 <57> 胴師内面はへラケズリ ある. 明悔色. 焼成は良時.

底径
口径 (42) 口糧聞は慣ナデ.胴部外商は駐位へフケズリ. 長石、石英赤色世を吉む. 暗闇 No.22，括

3 土師器 彊 器高 <54> 胴部内面はへラナデ桂ナデ. 色.桂成は良好.

底径
口径 内外面ともへフケズリ桂ミガキ.剥障が著し 観雲母.針状物を吉む. 明樋色. 焼 No.30

4 土師器 彊 器高 <51> 〈、調整方向は不明. 成は良肝圃

底径 76 

口径 胴師外面は斜位ヘフケズリ聾ミメfキー内面はへ 離宮で白色針状物を多くと金冨母を 括4
5 土師器 彊 器高 <20> ラケズリ後ミガキ. 古む.明褐色.焼成は良好で軟質.

底径 (58) 

口径 oγ…丹ーは制立へ… l壷師長石石英を古む棋惜 No.25 

6 土師器 聾 器高 <82> 胴師内面はへヲナデ撞ナデ.口録端部は長くつ 色.焼成は良好.

底径 <82> まみ出され外圧する.

口径 (196) 日韓聞は償ナデ.ロ揖端部は丸くおさまる. |石英一む明褐色酬は I No. 1, 10 
7 唖 器高 <51> 良野.

底径
口径 (84) ロ揖闘は横ナデ.口融端師はつまみ出され、外 長石、石英、観哩母を古む. 明褐

8 土師器 聾 器高 <43> に聞く. 色. 焼成は良肝.

底径
口径 (216) ロ陸部は横ナデ.口組蛸師は丸くおさまる. 石英長石輯加を微量吉む・ 槙 j NO. 6, 7, 13.24 

9 土師器 壷 器高 <54> 黄縄色. 焼成は良静.

底径
口径 (317) ロ瞳師は欄ナデ. 目同部外面はケズリ聾ミガキ. 石英、長石、赤色粧を吉む. 暗惜 No.2, 8 

10 土師器 甑 器高 <69> 胴田内面はへラナデ桂ナデ. 更にミガキかワ 色. 桂成は良好.

底径

|長石時半透明粒赤~1I'l~t\" No.20 
11 土師器 壷 器高 <30> む. 外面は暗禍色、内面は槙明褐

底径 (96) 色.焼成は良好.

口径 胴部外面は斜慣{立へラケズリ.嗣部内面はナ 長石、石英、赤色阻を宮む. 明禍 ,No. 16 
12 彊 器高 <32> デ. 色. 韓成は良好で歓質.

底径 (26) 

口径 (144) ロ障師は掴ナデ.胴師外面はタタキ聾Jf!i盤、下 白色角腰を多量に吉む. 嵩灰黒色. 括l

13 哩 器高 <119> 位はー師骨l毛ナデ.胴陣内面の当て具痕跡はナ ↓焼成は良好. 在地車

底径 デにより摘されている.

14 1吋
頚径 (46) 暗部はナデ

聾 器高 <131> 日に近いへラナデ. まない. 暗灰色、茶灰色. 焼成は良No.IO

胴部径 (297) 揖. 稲量産
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日 l 土師器| 卸 に量

S I -84Bì置物観望者表

番骨 器種 器量 形 法量(田} 手 法の特徴 胎土 ・色関燐成 備 埼

(1γ…へー… 内面はミガ 躍世で白色粒子.蝿冨低金古tr. 横 No. 12 
土師器 耳 締高 36 キ. 器面は制障が著しい.底部は削り出さ札て 黒褐色.植成は良好.

底径 62 丸みをもっ.

口径 体部外面はへラケズリ桂ミガキ.内面はミガ 長石.石英を宮tr. 世褐色.焼成は No.20 
勿t 器高 <34> キ. 良好.

底径 64 
口径 胴陣外面は眠位へ7ケズリ世嗣位ヘラケズ 畏石~古む.明世褐色.瞳成は良 NO.l1 

3 土師器 彊 器高 <60> 九内面は慣位ヘラケズリ. 肝.

底径 (84) 

口径 (226) ロ副部は慣ナァデ.世胴師外面は臨位へラケズリ. 置'Illで白色粒子.赤色胞を吉む. 槙 No.21 

4 土師器 直 総高 <74> 内面はへラナ ナデ.口融端師はつまみ出さ 暗褐色.焼成は良時で敏置.

庇径 れるが姐い.

口径 (184) 日韓師は慣ナ7. 胴師外面は眠位へラケズリ桂 砂を多〈と金書店"赤色植を吉む. No. 13 

5 哩 標高 <126> ミガキ.胴田内面はへラケズリ桂ミガキ. 槙褐色.焼成は良好.

胴殿径 173 
口径 ロクロ聾形.胴師外面は回転へラケズリ.底部 量密で白色世世子を多〈と鼎色粒子 No. 7-9, 12 

6 賓車韓 畏軍畳 栂高 <157> 内面と外面の肩師周りに自問軸が見られる. を宮む.灰色. 焼成は良肝で硬質. 醐商産

胴部径 174 
7 硯 長さ 77・札幅措置..lf'さ 61闇. .さ 320.7go No.IO 

S I -8 4C遺物観察表

番号 語樋 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 ー 色測焼成 備 者

口径 (183) 臼揖師は慣ナァ.胴田外面は臨位へラケズリ 砂を多く宮み、白色粒赤色粒 No.4 

土師器 彊
器高 271 憧 中位は櫨な制償位へラケズリ.胴師内面は (2咽}が自立つ. 外面は明同色、内

底径 (102) へラナデ憧ナデ.ロ量端部は短くつまみ出され 面目棋褐色. 焼成は且肝.

胴部径 (212) 
る.

口径 (190) ロ酬は慣ナア胴一蹴ーリ 「石赤色世崎一む醍 No.8 
2 土師器 彊 録高 <19> 胴部内面はヘラナデ桂ナデ.ロ極端師は外&ll\ 暗褐色.焼成は良肝.

胴部筏 <194> 時につまみ出される.

3 土師器 聾
口径 門口…ナア胴…附ラケズリ 腕多〈と明白色粒子間 ro
器高 <103> 胴部内面はへラナデ輩ナデ.口融端闘は曜かに 母を吉む.槙同色. 焼成は良時.

胴部径 (216) つまみ出される.
口径 (210) 口瞳剖は償ナァ.胴部外面は眠位へラケズリ 砂を多〈吉み‘白色位赤色担 No. 3, 5 

4 土師器 彊 器高 (164) 桂、下半は軒位hラケズり . 胴師内面はヘラナ (2圃}が目立つ. 外面は明禍色、内
胴部径 (1 94) デ檀ナデ. ロ極端部は畏く外匠する. 面は世褐色. 焼成は良軒.

口径 (316) ロ睡闘は慣ナデ. 胴師外面は臨位へラケズリ 砂を多〈古み‘白色粒子が目立つ. No.2 
甑 器高 引58〉|桂下叩位へ…・内叶ラナデ憧 明褐色.焼成は良野.

胴部径 (275) ナデ.ロ縁繍師は細くつまみ出される.

S [ -84 D遺物観察表

番号l 器種| 器形 | 法量(皿) I 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備 考

m lロ制恥附ら底部…明 障密で輯冨録、赤色世砂を宮tr. No.6 
耳 器高 39 ミガキ.内面はミガキ.剰離と磨輔が著しい. 棋暗褐色. 焼成は良野.

底径 40 
口径 ロクロ聾形.底師は惨止糸切り桂 凪揖部を回 砂を多く古み白色粒子が目立つ. 世 "'.8 

2 土師器 粛省付持 器高 転へラケズ~ . 体部下端は不明. 貴褐色.焼成は良軒.

底径 87 
口径 ロクロ聾形.底部は静止糸切り世、全面手持ち 砂を多〈吉み白色粒子、赤色粒が目 No.9 

3 土師器 耳 器商 <27> へラケズリだが、糸切り痕が掛る.体師下端は 立つ.明禍色.焼成は良肝.

底径 77 手持らへラケズ~.

口径 (155) ロ酬は慣ナァー

4 土師器 量 総高 <66> 綱田内面はヘラナデ笹ナデ. ロ陣端師は短くつ 立つ. 外面は灰貰褐色、内面は揖灰

底径 まみ出される. 黄褐色. 焼成は良好.

5 石器 砥石 憂さ 150lI0，幅91..，厚さ 47皿，重さ 839.1 g.， INo. 1 

S[-85A ' C遺物観察表

番号 量E 種 器形 法量(皿) I 手法の特徴 胎土・色調 ー 焼成 備 考

口径 130 1附叫昨…桂ミガキ・内町 白色粒子を古む.外面は暗褐色、内 A jマド "'.1
土師器 野 器高 34 1 '"なミガキ. 内外面ともカーボン唖滑による縄 面は鼎色. 焼成は且静で硬質.

丸底 色処理.

口径 (1 55) 体師から底聞はへラケズリ笹ミガキ. 内面は丁 量密で掴かい砂を宮tr. 赤褐色且び ^ No. 3. II 
2 器商 33 '"なミガキ.底部はケズリ出される. 明褐色. 焼成は良野.

底径 63 
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3 土師曇

4 土師器

5 土師器

S I -86遺物観察或

番号 量量 積 量量 形 法量(圃) 手法の 特徴 胎土色測焼成 備

口径 (112) 口瞳師慣ナ7. 体師から底部はへラケズリ後ミ 腕で叩子仙に… |括3
土師器 'f 38 ガキ.内面はミガキ. 内外面ともカーボン吸着 褐色.焼成は良岬.

によるI!I色島理.

口径 (114) 口融師慣ナァ.体酷から底師はへラケズリ憧ミ 砂を多暗〈吉褐み色、白色世子が目立つ. No.3 
2 土師" 'f 器高 <33> jJキ. 内面はミガキ. 内外面とも樟仕上げによ 外面は 内面は黒褐色.焼成

底径 る胤色島理. は良肝.

口径 (114) 体聞から底闘はへラケズリ世ミガキr，内に面よはT 砂野.を多〈古む. J(lI'l色. 捜成は良 括5

3 土師輯 'f 棒高 <35> .なミガキ. 内外面ともカーボン吸 る鳳

底径 色処理.

口径 (170) 体師からE師はへラケズリ世ミガキ. 内面はミ 砂を多〈古み 白色粒子が目立つ. No. I 
4 土師器 健 器商 30 ガキ. 内外面とも樟仕上げによる皿色処理. 暁縄色. 焼成は良肝.

底筏
口径 体師は制位へラケズり世ミガキ.内面はミガ 白色粧を宮tr. 世偽色.焼成は良 No.7 

5 土師器 祖ヲ 器高 <31>キ. 'f頬と問じミガキ匝桂. 肝.

底径 (66) 
口径 (294) ロ韓聞は慣ナデ. 体部はへフケズリ揖ミガキ. 砂を多〈古ù. 世相E揖褐色. 桂成は 括2

6 土師器 件 器高 <57> 内面はミガキ. 良好.

底筏
口径 (141) 口融聞は慣ナデ. 胴剖外面はへラケズリ撞ナ 砂を吉む.模地色. 焼成は良好. 括7

7 土師器 畳 器高 <39> デ.内面はへラナデ桂ナデ.

底筏
口径 (190) 口融闘は欄ナデ. 胴剖外面は眠位へラケズリ憧 白色粒子を古tr. 外面は禍色、内面括i

日 土師器 置 器商 <62> ミガキ.内面はヘラナデ憧ナデ. は燈賀褐色. 桂成は良鰐.

底径
口径 (180) 口融制は償ナデ.胴師外面は臨位ヘフケズリ撞 砂を吉む. 棋褐色.構成は良軒. NO.6 

9 土師器 聾 器高 <70> 償位ヘラケズリ、内面はへラナデ桂ナデ.

底径
口径 (196) ロ揖嗣は慣ナデ.嗣師外面は眠位へラケズリ憧 砂を多〈宮み、白色粒子が目立つ. 例。 4

10 土師器 彊 器高 <119> ミガキ.胴師内面はへラナデ櫨ナデ. 世貧俗色.焼成は良野.

底径
口径 胴師外面は斜位ヘラケズり珪ミガキ.内面はへ 砂を多〈含み、白色粒子が目立つ. No.5 

11 彊 器高 <54> ラナデ.底闘はミガキ. 茶絶色. 焼成は良軒.

底径 (109) 
12 1 程石 長さ 72哩z 恒[43圃I 厚さ 33風車さ)生 09皇

S 1 -87遺物観努表

番号 l 器種 | 器形 | 法量(回) 手法の特 徴 胎土色倒 ・焼成 | 備

彊 器高
(130) l| 口融部は待費ナデ. 胴師外面は制位へフケズ日韓 I轍密で砂を多色〈宮焼む成.は白色針状物を I 括
<57 > ミ ガキ. 内面は剰離が著しく不明. 古む.燈惜 不良.

底径
口径 (162D2) | 体ガ師から底部はへラケズリ桂ミガキ. 内面はミ I離宮で白色暢桂子を置かに宮む.檀 ! 括

盤 居高 < キ. 褐色. 構成は良肝.

底径

S I -89遺物観察表

量{皿) 手法の特徴 胎土 ・色調 ・ 焼成

胴部外面は軒位へラケズジ世ミガキ. 内面は~ I砂を多〈吉む. 外面は灰褐色、内面 lNo.l

<55> 1 ラ ケズリ憧ナデ は世黄禍色.焼成は良岬.

106 

S I -908遺物観察表

器形法量(圃) 手法の特徴 胎土・色調・焼成

l 賓車器 主不
口径

器高

5 1 -9 1 遺物観察表

128 I ロクロ整形. Jæ師はへラ切り桂、手持ら，、ラケ

81 Iズリ.体師下端は来園藍.
砂 白色担を宮む.灰オリープ色.
焼成は不良.

司~ j "~器 形 法量{圃) 手法の特徴 l 胎土 ・ 色開焼成
門担 121 体闘から庇師はへラケズ リ 睡ミガキ. 内面はT I砂を吉tr. 貧困邑.焼虚は良蛙.

39 ・Fなミガキだが.制限が著しく不明瞭

61 
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口径 { 1 36) |l体田から底師はヘフケズリ世ミガキ. 内面はT 貯色.を宮瞳成み、小砂利が目立つ. 世縄
2 係 器高 <28> 寧なミガキ. は良好.

底径
口径 (120) ロクロ聾JI!>. 直田はラ圭ケ碕ズ手持らへラケズり.体 金…〈制蜘即時 lh2 酬外

3 上師器 時 器高 40 田下掴は手陣ちへ リ. む. 50・大町iJt.色胞が混じる.桂成 面に織割 rX I

底径 83 
は良卸 I (桂成附か)

底部片 ロクロ成JI!>. 底師は全面手持もへヲケズリ . 体 I 白色粒子評を.古む. 1属地は極貧褐色. 話3

4 土師時 坪 器高 陣下摘は手持ちへラケズリ . 形躍は盤状>1'. 雌成は良 直田外面に揖

底径
剖 r X J

口径 140 口組曲は慣ナデ.胴師外面は制位ケズ リ 世ミガ @を多く含む. 掛茶地色. 壊成はや 括 1

5 置 器高 <37> キ. 胴師向衡はへラナデ憧ナデ. や不良.

底径
口径 180 ロクロ聾滞. 天弁闘は 3陵町回転へ7ケズり . 砂金多く宮みザラっく.明間色. 瞳 No.a.9, I I. 12 

6 董 器高 34 口融端部は畏〈つまみ出される.つまみは大 成は良軒.在地遂の曜化焔能成町須

底径 結. 車鵠とも身えられる.

口径 ロクロ成形.極端闘は組〈 つまみ出される. 砂を多く古むが粒子は睡密. 明禍 梧4

7 土師輯 高町 棒高 <30> 色.焼成は良肝. 在地直の惜化焔焼

裾径 ( 110) 成の型車器とも均えられる.

8 石器 砥石 長さ 31圃，幅39圃厚さ 24醐量さ 52.3g. 括5

9 輯 畏さ480四. 幅31聞.車さ 7圃. 重さ 1 6.7g. 括6

10 最製品 臨 長さ <42>圃，厚さ 4X 3m. No.4 

S I -92 A遺物観察表

番号 器種器形 法量(皿) 手 法 の 特徴 胎土色調焼成 備 考

口径 ( 1 00) | ロ酬はーミガキ体制ら底曲目 雌衝な粘土で砂町微粒子を宮む. 褐括2

土師器 係

民E
31 ケズリ世ミガキ. ロ揖師外面と内面は樟による 色.焼成は良静.

I!\色処理.

口径 叶嗣は慣ナ…キ体制ら酬はへラ 針状物を古む.灰偽色唱貨褐色. 焼属5F65-3，揺4

2 土師器 係 器高 <33> ケズリ世丁寧なミガキ. 内面はミガキで、カ 成は良好.

底径 ボン唖滑による緑色処理.

口径 (104) 休部から底部はへラケズリ憧ミガキ. 内面はミ 幡宮で金宮 111を吉む.茶同色. 焼成 NO.6

3 昨 器高 <35> ガキでカ ポン唖箸による黒色処理. は良好.

丸底
口径 (110) 口組曲は体部から底聞はへラケズリ桂ナァ風ミ 腫密で白色微粒子を儲かに古む. 外括3

4 土師器 旅 器高 <39> メプキ. 内面は巾の韓いミメプキで.カ ボン唖着 面は赤禍色、内面は串色. 焼成は良

丸底 による黒色処理a 肝.

口径 (! 10) 体師から底部はへラケズリ桂ナデ風ミガキ. 内 一色微…む柿色 |括1
5 土師掠 原 器高 <40> 面は巾広町確なミガキ. 焼成は良肝.

底径
口径 (180) ロ嗣は横ナデー

6 土師器 壷 器高 <63> なミガキ. 胴師内面はへラナデ桂ナデ. 茶褐色.焼成は良軒.

底径
口径 (142) ローナデー

7 唖 器高 〈叩0> なミメプキ.下半部は斜位ケズリ桂ミメfキ.内面 成はやや不良.

胴般大径(137) はへラナデ後ナデ.

8 士重県品 1 主脚 底笹18.5X66c回目高さ ( 1 00)田山

9 I 土師器 |一
口径 (γ面は指頭一附ナア底部…ズ iM〈吉む柿色糊凶 括6

器高 37 リ桂ナデ。 好.

底径 (40) 

(60) 外面はへラケズリによる聞置. 内面は揖ナデ. 砂を多く吉む.赤禍色.焼成は良 No.4 

10 土師器 手裡土器器高 42 底師はヘラケズリ憧ナデ. 好.

底径 80 

口径 (70) 外面はへラケズリ憧ナデ・ 内面は指ナデ・底部 l砂政吉む・赤褐色桂成は良 No. 5 

11 土師器 手壁土器 器高 40 はへラケズ九 郎.

底径 60 

12 I 土製品 | 土玉 径22X25圃厚さ 19圃l 重さ 8. 63g~ 括8

S I -94 A ・ B ' C覆土遺物観察表

番号 器種 総 形 法 量(田) 手法 の 特徴 胎土 ー 色爾・焼成 備 考

口径 (114) 制ら底部…ズリ…内面はミ |白一み行つく世檀禍 5F白骨 1 0 No‘ 49 
土師器 旅 器高 <36> ガキ. 色.焼成は不良.

底径
口径 120 口瞳師は慣ナデ.体師から盛田はヘフケズリ笹 I赤色世を宮む色. 外面は談赤褐色、内 5F64-IO 

2 >1' 器高 35 ミメプキ.内面はミガキ. ;bーポン唖着の鳳色処面は掛黄褐 焼成はやや不良. No. 8. 288 

丸底 理.

口径 146 ロ層部から底師までへラケズ日 桂ミガキ. 内面 赤色植を吉む.僅燭色.焼成は良 5F64 -1O指 1

3 士師器 蟹 器高 <22> はループ状のミガキ. 軒.

丸平底
口径 (118) ロクロ聾揺. 底師は回転糸切り種未開畳.体師 赤色世を含む. 甑褐邑.焼成は良 5F'臼 1 0 No.56 

4 土師器 耳 器高 43 下端は手持ちへラケズリ . 野.

底径 71 

口径 (114) ロ タ ロ盤形. Jæ師は回転糸切り桂、周縁部を手 I慢白色褐種色世. 焼子成、赤褐色微粒子を吉む. 5F64-IO No.57 

5 土師器 郎 器高 43 持ちへラケズリ. 体部下端は未聞盤. は良好. 底部f外日面にE
底径 70 • rSJ 
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口径 (125) ロクロ聾形.Jæ闘は回転糸切り桂.周揖師を手 白色世を古む.世褐色.焼成は良 5F64-10 

6 土師務 野 器高 36 持らへラケズリ.体田下端は手陣らへラケズ 軒. No.52，括

底径 70 
リ.

口径 (128) ロクロ聾1Il. 底部は全面手持ちへラケズリ.体 赤色粒を良宮金子.みザラつ< .槙暗褐色. 5F'臼ー 10 括2

7 土師鵠 J,f 器高 <38> 師下蝿は回転へラケズリ.薄手である. 桂成は

底筏 71 

口径 (135) ロクロ聾居. 底部は回転糸切り昔、凪瞳闘を手 白色世を古む.外面は槙胤褐色、内 5F&I-10 No. 62 

8 土師栂 原 器高 39 持ちへラケズリ.体部下端は手陣らへラケズリ 面は掛茶褐色.焼成は良好.

底径 75 
されるが舗で周回しなb 、.

口径 ロタロ聾1Il. Jæ師は回転糸切り.内面はミガ 砂を多く吉み、白色世子が目立つ 5同4-10 No.9 

9 土師器 河町台付回 器高 <37>キ. ;bーポン強滑による黒色処理.高台は掴〈 檀褐色亜日檀僧色.構成は良肝.

底径 73 ' 外に聞く.

口径 ロクロ盤居.庇師は全面回転hラケズリ.内面 砂を多〈宮み、勝色粒子が目立つ. 5F'刷ー 10 No咽 84

10 土師器 織台付描 器高 <23> はミガキ. ;bーポン唖，管による皿色処理.外面 損傷色且日槙鳳処色.桂成は良肝.

底径 67 
に置付着.高台は短〈外に聞く.

口径 ロクロ畳居.底部は回転へラケズリ.内面はミ I瞳密で白色樟粒子を櫨か軒に.宮(1.世 5F64-IO No.5 

11 土師緑 高台付回 器高 <24> メfキ. ;bーボン吸滑による~，色島理.やや厚手 陣色直lJ鼎色.焼成は良

底径 (70) 
で外面に量が付婚している.

口径 ロクロ聾形.虚血は回転へラケズリ.内面はミ 砂を多〈古み、赤色酷粒子が目立 5F64-1O No. 14 

12 土師器 高台付圃 器高 〈 17〉)ι!3り6キ . ;bーポン岨，曹による無色品理.薄手の作 つ色 外面は檀褐色、内面は棋檀偽

底径 (70 ・外商に島付治.高台は細く延びる. 焼成は良肝.

口附 |一昨日酬は融分外匠気味 砂を多〈吉み、赤色徴世子が目立 5F64・ 10，

13 土師器 J,f 器商 <27> つ.明言宗褐色.焼成は良時. 体師外面に畢

底径 一
. r内j

口縁部片 持ロタロ聾陪.口組闘は慣ナT. 体師はへラケ 砂を多〈吉み白色閣桂子焼成、赤は色良種世 5F64-10, 

14 土師器 J,f 器高 <32> ズリ憧ミガキ飢ナデか.内面はナデ仕上げ. . 子が目立つ. J事樋色. 肝. 体師外面に畠

底径 一
.r白 j

口縁部片 ロクロ戚1Il. 轍密で白色微粒子を櫨かに宮む.世 5F64-IO ，

15 土師器 係 器高 <19> 1Il禍色.桂成は食肝で硬質. 体師外面に畳

底径 .r子師J

非ロクロ成形.休部から底部はへラケズリ桂、 砂と小砂利を多く吉む.茶褐色及び 5F64-10 No.4 , 

16 土師器 旅 器高 <20> ミガキ風ナデか.内面はナデ仕上げ. 赤褐色.焼成は良好. 底部外置に置

丸平底 . r白J

(126) 臼揖師は横ナデ.胴部外面は醍イ立へラケズリ. 砂を多く吉み白色粒子が自立つ.尿 5F64-10 No.38 

17 土師器 彊 器高 <44> 内面はへラナデ佳ナデ.ロ瞳端部は長くつまみ 同色、茶偽色.焼成は良好.

底径 出され、世分外反する.

口径 128 口瞳師は横ナデ.胴部外面は睦位へラケズリ. 赤色粒子白色粒子時く吉む.茶 |刷 10 No.22 

理 穂高 49 内面はへラナデ桂ナデ.ロ揖端部は垂直につま 禍色.焼成は良肝.

底径 み出される.

口径 (148) ロ揖師は償ナデ.胴部外面は臨位ヘフケズリ. 轍密だが白色樟粒子、"、砂利を多く 5F64-10 括

19 土師器 型 器商 <43> 内面はへラケズリ桂ナデ.ロ韓端部は細〈垂直 吉む.世茶褐色.桂成は良/lt.

底径 につまみ出される.

口径 (188) ロ陸部は欄ナデ.胴部外面は躍位へフケズリ桂 白色粒を多く宮む.慣同色且lJ褐 5F64-10 

20 土師器 1 費 器高 <50> ナデ.内面はヘラナデ憧ナデ.ロ揖端部はつま 色.桂成はやや不良. No.4 , 345 

底径 み出され師〈なる.

口径 216 口融部は慣すデ.胴部外面は躍位へラケズリ憧 砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. 5F64-10 No.8 

21 土師器 壷 器高 <1 03 > ナデ.内面はヘラケズリ憧ナデ.ロ睦端部は垂 明惜色.焼成は食好.

底径 直につまみ出される.

離宮で白色粒小砂利を僅かに吉 5F64-10 No. 13 

22 型車器 長顕畳器高 <1 2.> 担泡した続揖踊色町軸が全体に付着. む.自灰色.焼成は良好で硬質. p9 

底径 醐酉置

23 土劃品 1 羽ロ 長さ 122圃l 桂66.皿、 5F64-10 No. <14 

SI-94A遺物観察表

番号|器種器形 法量(皿) j 手法の特徴 給土色罵・焼成 備 考
口径 (1 1汁クロ重用・底部は単方向の全問ちへラ 砂を吉む.暗禍色.焼成は良持. 括2

J,f 器高 39 ケズリ.体罰下端は未調整.

底径 <72> 

口径 ロクロ軍陣.底部は全面手持ちへラケズリ.体 小砂利と砂を多く宮む.大粧の亦色 括2

2 土師器 節 器高 (lI>部下端は手持ちへラケズリ. 粒子.白色粒子を吉む.茶褐色. 桂 底師外面に墨

底径 72 成は良好. . r七j

口径 ロクロ整形.底部は回転へフケズリ.内面は単 醐白色粒を吉む・仇糊 |括4
3 土師器 高台付盟 器高 <17> 一方向の丁寧なミガキ.鼎色処理.高台町端師 は良好.

古都径 (70) はつまみ出される.

口径 ロクロ聾1Il.底部は回転糸切り桂、周揖師を手 腫密で白色置粒子を値かに吉む.談話1

J,f 器高 持ちへラケズリ.体師下端は手持ちへラケズ 黄禍色.焼成は良好で硬質. 底部外面に畢

底径 (8 !) 日. • ロ縁部片 ロタロ畳居， 砂を多〈宮み、赤色徴胞子が目立 'マド括l
原 器高 つ.明褐色.焼成は良野. 体部外面に畢

底径 • 口縁部片 ロクロ聾醇. 腫密で白色微粒子、赤色微粒子を古 括3

6 I 土師器 係 器高 む.明褐色.焼成は且野. 体部外面に量

底径 • 般l崎口径高大空1〈(111旦6407)〉 || 半日j 韓部)竺師は士餌は九位慣へナ日デラ制.ケ胴ズ師部リは.外鋭面内〈面はつ巌はま位へみケラ出ナズさデリれ輩{ケる、.ズ下 砂を宮む.外面は1/1.褐色、内面は暗 ....v No.4 

唖 褐色.焼成は良野.
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口径 (184) ロ揖聞は慣ナデデ.世胴ナ師外面は揖位ケズリ.岡田 |小砂利 t砂を多〈古む.;J>褐色.縫 ， No.I -2
8 聾 器高 <10> 内面はへラナ デ.ロ睡掴闘は外li(l!\聴に l成は良野.

底径 つまみ出される.

口径 (218) 口瞳闘は慣ナデ. 胴師外面は離位ケズリ.園田 砂を吉tr. 横幅色.焼成は負師. INo. I ・ l

9 土師譜 彊 胴器最高大 < 11 5> 内面はへラナデ憧ナデ.ロ揖増田は外li(l!\聴に
径 (215) つまみ出される.

口径 ーは腕ケズリ削 1量Tド No. 1 

10 彊 器高 <83> ズリ}檀ナデ.

底径

11 揖 畏さ'90圃.幅羽田厚さ 1 3<圃量さ 37.51. 揺3

SI - 94B遺物観察表

番号 鋸極 骨量 形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調焼成 備 2特

口径 120 ロクロ盤部.底師はラ全ケ面ズ手持ちへラケズリ . 体 白色粒子、赤色粒子を古tr. 砂i惜 No.4 

土師割 時 器高 41 師下掴はご手陣らへ リ. 色.脆成は良<f. 底割外面に畳

底径 67 
奮 「 七j

口径 (120) ロクロ聾形ケ.ズ底師は回転糸明り量、周植田を手 白色世子 赤色粒子ーを古む. 明尚 ,No.7 
2 土師摺 耳 器高 38 持ちへラ リ. 体師下端は手持ちへラケズ 色.桂成は良肝. l底師外薗に置

底径 (70) リ . . r七j

口径 (1 2ω 「クロ郡一…ーリ体 赤色融粒子、白色置担子を宮む.明No.2

3 土師曽 B不 器高 38 師下端は回転へラケズ Y . 褐色. 桂成は且肝.

底径 (76) 

(208) ロ揖師は慣ナデ. 胴師外面は臨位へフケズリ . 赤色位 白色粒を古む. 暗禍色.桂 No.5 

4 置 器高 <71> 園田}内桂面ナはデ慣.位ヘラケズリ . 内面はへラナデ{ケ l成は良時.
底径 ズリ

口径 一「吋ァー
E 彊 器高 <I 13> 面はナデ撞更に斜めのナデ. ilI手である. は良肝.

底径

S I - 94C遺物観祭表

番号 船積 総形 法量(皿) 手法の特 徴 船土色調焼成 l 備 考

口径 一形即時ラケズリ内向 |砂…肌焼叫肝 I NO.I
土師器 高台付停 器高 <27> 障が著し〈同盟は不明.

古都径 75 

口径 {叶…一一服ケズリ内面 |砂粒赤色…明…成 |括l
2 土師器 置 器高 <55> はへラナデ(ケズリ)撞ナデ. ロ極端師は短くつ は良好.

底径 ー まみ出される.

S I -95;置物観察表

番号 器種捺形 法量{田) 手法の特徴 胎土色調焼成 備 考

口径 124 非ロクロ成部ケ.ズロ揖剖は慣ナデ. 体師外面は連 I砂を多〈吉み、白色組子が目立つ. No.2，括
杯 器高 47 弧状のへラ リ桂ナデ. 底闘は手持ちへラケ赤褐色.焼成は良好.

底径 60 I ズリ . 内面はナデ仕上げか.

134 一部酬はーり後周揖「問白色阻遭…む外 No.3 
2 卸 器高 43 持ちへラケズリ . 体割下捕は手持ちへラケズ 面は黒色、褐色. 内面は黒色.焼成

底径 72 リ.内外面ともカーボン唖着による鼎色処理. は良師.

山口成形…底部…ズリ憧ナ |腕多く古みーと"酬が 括10

3 土師器 昨 器商 <17> デ風ミガキ. 内面はナデ桂ミガキ. 目立つ.赤処色.焼成は良肝. 底師外面に畠

底径 68 
. r田 J

口径 (124) ロクロ整陪.底割は全面三手持ちへフケズリ. 体 離密で白色微粒子、赤色撤世子を僅 括7

野 髭高 37 師下端は未開亜. かに古む. 渇色.構成は良好.

底径 68 
口径 (120) ロクロ盤形. 底師は全面手持ちへラケズリ. 体 腕で白色微粒子を伽に吉む貨 |蜘

5 上師繕 時 器高 36 部下端は手持ちへラケズリ . 同色.焼成は良軒.

底径
(120) ロクロ壷形. 底部は回転糸切り桂、周揖闘を手 砂を多く宮み.白色粒子が目立つ. 括5

6 土師器 昨 器高 38 持ちへラケズリ . 体部下端は手陣ちへラケズ 茶褐色. 焼成は良好.

底径 68 日 .

口径 ロクロII形. 底師全面手持ちへラケズポリ.ン体師 砂粒を宮む. 外面は賞褐色、内面は括3

7 土師器 耳 器高 <34> 下端は手持ちへラケズリ. 内面は:JJ- 頓着 ..色.焼成は良好.

底径 (78) による鳳色担理.

口径 122 ロタロ壷J!>. Jæ師は回転系切り種、全面手持ち 歯密だが赤色担、白色粧が目立つNo.9

8 土師器 原 器高 42 ヘラケズ Y . 体師下端は手持ちへラケズ Y . 続賞褐色.焼成は且岬. 体部外面に畳

底径 64 
.r竹内

口径 (1 57)一層日制は量分外町内面はミ |砂…み白一事色樟 括6

9 土師器 原 器高 <37>ガキ. 内面はカーボン唖漕による黒色処理. 粒子が目立つ.買褐色.焼成は良 体師外面に畳

底筏 好. . r作ロ J

120 「タロ即座一…未圃盤体…む複他制時 No.8. 括

10 坪 器高 37 田下摘は未聞畳.

底径 60 

(120) |ー形酬は…り憧米間体 It密で僅かに白色針状物.金重僚を 括8

11 土師器 亦 器高 35 師下端は来園建. 吉む. 僅褐色. 焼成は良野.

底径 62 
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12 

13 I 土師輯

14 I 土師置

15 I 土師器

16 I 土師鵠

11 I 上師器

18 土師輯

同 | 土師鱒

20 I 土師器

51-96 遺物観察表

書号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色関焼成 | 備 考

口径 1 16 i| ロクロ聾.形.体底師部は 方向からの企画手持ちへ l赤色粒子.白色拍子を吉む. 世禍 No. 1, 2 
土師器 <f 器高 31 ラ ケズリ 下端は手持"'~ラケズリ . 色. 桂成は良好.

底径 64 
口径 No.1O 

2 土師器 係 器商 39 持ちへラ リ.体部下端は手持ちへラケズ 色.焼成は良岬.

底径 60 日 .
口径 (119) ロクロ聾形. 底部は回転糸切り桂、周揖師を手 白色微粒子、依色惜桂子を吉む.世 No.4

3 土師器 野 器高 39 持ちへラケズリ.体師下端は王手陣ちへラケズ 黄禍色.焼成は良肝.

底径 66 
リ.

口径 (105) 非ロクロ成形. ロ揖師は揖ナデ剖.内体師外面は口 白色粒子を吉む. 偶色. 焼成は良 括7

4 土師器 高台付臨器高 <31> 唇師から巌{立へラケズリ . 体 面はナデ仕上 会干.

底径 げ.

口径 ロタロ聾形. 底部は回転糸切り憧、来四瞳. 体 多+状物.白色桂子、白色角揮を多〈 No.9 

5 須恵器 <f 器高 <25> 部下地は未聞瞳. 古む.灰オリープ色.焼成は良好. 北武漉崎山車

底径 58 
治、

口径 (156) jfロクロ成形. 休部外面は創償位へラケズリ 轍密で赤色世子を吉む.黄禍色.擁 括6

6 土師誇 揖 器高 <66> 桂、本来はミガキ間重だが剰障が著しく捕えて 成は良肝.

底径
いる. 内面は巾広の丁寧なミガキ.

口径 (1γ…ナア胴…耐ドラケズリ 砂を多〈宮み、白色樟粒子が目立 No.7, 8 
置 器高 <58> 胴師内面はへラナデ桂ナデ.口融蝿聞は鋭〈短 つ. 褐色. 焼成は且軒.

底径 〈 、垂直につまみ出される.

口径 (214) 口融師は慣ナァ. 胴師外面は棋位へラケズリ. 白色粒子を多〈古む.禍色.焼成は 括11
8 土師器 彊 器高 <83> 胴師内面はへラナデ桂ナデ.口極端師は粘土紐 良好.

底筏 を唖り付けられたように丸み金もつ.

口径 (汁嗣は慣ナデ外面顕師カら…{立へラ lmく吉み一向立つ 括2 ， 5F14-25
9 土師器 聖 器高 <63> ケズリ桂ミガキ.内面顕師はへラケズリ憧ミガ 茶褐色.焼成は良金子.

底径 ー キ. 胴師外商はヘラケズリ桂ミガキ.

口径 (336) 口融部は慣ナデ.顕陣外面は臨位ヘラケズリ . 白色粒子を古む.外面は褐色.内面 括4，P3

10 土師器 甑 器高 <29> 暗部内面はへラナデ桂ナデ. ロ睦端部は董畳け は黒褐色. 焼成は良評.

底径
のよ うに折り幽げられる.

口径 (334) ロ揖聞は慣ナデ. 胴部外面は縦位ヘラケズリ桂 白色雄、赤色胞を宮~.褐色、 8経費 No, 5 
11 土師器 甑 器商 <120> I軒位ヘラケズリ.内面はへラナデ桂、制慣位へ 褐色.焼成は良好.

底径
ラナデ桂ナデ.

口径 内叫…しく間不明酬は喪 iM〈古む暗褐色糊師 括i
12 土師器 彊 器高 <40> 出している. 良.

底筏 98 
口径 国…

13 須恵器 聾 器高 <55> ともナデ. 内面は暗褐色. 焼威は良好.

底径 (140) 
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暗 !憂さ <86>皿幅2加圃民背幅-

"植具|畏さ <21 >圃，幅21・風厚さ"'"、

No.2 

No.3 

SK -2 2 遺物観察表

書母 密積密形 法量(圃} 手法の特 徴 胎土 ・色調焼成 備 考

口径 146 体酷から底部はへラケズリ後.ミガキ.内面は l赤色世を宮tr. 明褐邑. 桂成は且 No.49 

土師" 'f 総丸底高 <32> ミ ガキ I Þ1•

口径 (42) 体聞から底師はhラケズリ世、ミガキ.内面目 務色胞を古む.明同色. 提出は良 倍3

2 土師器 郎 器丸高平底 <31> ミガキ. 肝.

口径 (47) 体師から底部はへラケズリ撞.ミメ，，，. 内面は 赤色粧を宮む. 赤褐色. 構成は艮 No.50 

3 土師間 耳 丸棒高平底 <35> 巾町暁いT撃なミガキ.制障が.しい. 肝.

口径 (50) 体聞から底師はへラケズリ1f，ミガキ.内面は 細かな砂を事〈古tr. 畷l同色. 蛙成 I No.45

4 土師器 町 器高 <31> ミガキ. j骨込み師分に巾広町ループ状ミガキ. は良肝.

底径
口径 142 体制ら底師…川ミガキ内面ta 「…む明地酬は良 No.46 

5 'f 掠高 32 ミガキ.口唇闘の刷障が苦しい. 肝.

丸平底
口径 (50) 体師から底部はへラケズリ後、ミガキ. 内面は 務色粒を古む. 明禍色. 旋風は良 5F65-21 No. 21 

6 土師鰭 持 器高 <34> T箪なミガキ.底面は削り Ji向田置換により 底 許.

底径 師を作り出す.

口径 150 体部から底部はヘラケズリ憧、 fli'なミガキ. 赤色匝を古む. l緑地は技貧禍色. 提 No.48 
7 土師揖 耳 器丸高平底 37 内面は巾の広いミガキ. 底面は鍬射状のミガ

キ.内外面とも黒色品種.
成は良峠.

口径 142 体制ら底師…川一ガキ「一む槙褐色酬は良 5F65-21 No.29 

8 土師陣 旅 器高 35 内面はミガキ. 好.

丸平底
口径 156 体師から底闘は巾広のへフケズリ後、ナァ風ミ 赤色粒を吉む.赤禍色. 構成は良酔 5F65-21 No.26 

9 土師探 符 総高 33 ガキ.内面は連弧状ミガキ. で硬質.

底径
口径 168 体部から底師はへラケズリ憧 ナデ風ミガキ. 白色晶子、赤色粒子を宮む.燈渇 5F65-21 No.25 

10 土師器 岬 器高 33 内面は連弧状ミガキ. 色一師間色.焼成は良好.

底径
口径 (80) 体師から底師はへラケズリ後、ミガキ.内面は 障i!'iで白色揖粒子.赤色粒子を置か 措2

11 土師器 臨 器高 <54> ミガキ. に吉む.明樋色. 焼成は良好.

底径
底部片 ロタロ成形. JII剖は全面手陣ちへラケズリ . 白色植粒子、赤色酷粒子を吉む. 暗 5F65- 16

12 土師器 'f 器高 暁褐色. 焼成は良好. 底部外面に睡

底径 '. r 白 J
口径 (12) ロクロ聾形.底師の切り躍しは不明. 内面は丁 砂を多く古み白色粒子旗色世子が目 j 5F65- 16括6

13 土師時 高台付符 器高 48 軍事なミガキ. 鳳色処理される. 立つ.内面は黒色、外面は恒処色.

底径 82 
能成は良軒.

口径 (50) ロクロ聾揺. 底剖はhラ切り桂、全面手持ちへ 白色大粒.石英.雲母を吉む. 灰 5F65-21 

14 型車器 係 器高 46 ラケズリ . 体田下端は未聞盤. 色.焼成は良好. 出 23.1折拍車

底径
口径 148 ロクロ聾居.底師は回転ヘラケズリ.口融聞は 白色徹桂子を吉み轍密. 灰色. 焼成 5F65-21 No. 19 

15 須恵器 高台付坪 器高 <44> つまみ出され外反する. は且好で硬質. SI-57No.16 

底径 96 
東梅置。

(86) ロタロ盤形. 底部は回転ヘフケズリ.内面は匝 融密で白色微粒子を恒かに吉む.灰 5F65-21 No. 12 

16 賓恵器 高台付師器高 36 に転用され盟が付珊1..，平滑になっている.口 白色.桂成は良好で硬質. 51-91 

底径 (46) 掛端聞は融られ体師がU字状になっている. 醐西軍

口径 (40) ロ…ナデ胴…樹立へ… lM〈吉む桜一成は良
17 土師器 聾 器高 <52> 内面はヘラナデ{ケズリ)憧ナデ. ロ踊端部は鋭好.

底径 ー くつまみ出される.

口径 (47) 日制町 5F65-16 No.3 

18 土師器 哩 器商 <53> ミガキ. 内面はへラナデ桂ナデ. 顕師内面はへ

底径 ー ラケズリ 桂ナデ.

口径 (60) 口制は積ナデーは剛一リ後 |腕多く吉む胤岨色糊は 5F65・21 No.11 

19 土師器 哩 器高 一> I 汎胴師内面はナデ・ 好・
底径
口径 (60) 口瞳師は慣ナT. 胴師外面は眠位へラケズ日後 砂を多〈吉む. 褐色.桂成はやや不 5F65- 16 No.5 

20 土師器 唖 器高 <58> ミガキ. 内面はへラナデ憧ナデ. ロ睡端部は短 ~. 

底径 一 〈つまみ出される.

口径 (61) ロ陸部は繍ナデ. 胴師外面は制位へラケズリ . 砂を吉む. 赤禍色. 桂成は良肝. No.35 

21 土師韓 聖 器高 <58> 胴師内面はへラナデ櫨ナデ.

底径
口径 {190) l| ロ瞳聞は慣ナデ.，内胴聞外面は慣位ケズデリ種. 、慣 砂を多く宮む.明僑色.焼成は良 No.43 

22 土師器 唖 器高 <63> 位ヘラケズリ. 面は慣位ケズリ撞ナ ロ量 好.

底径 一 揖師は短〈つまみ出される.

(240) ロ揖師は慣ナデナ.デ胴檀部外面は制躍が著しい. 嗣 長石、軍母、石英を古A.b. 茶褐色及No.47， 5F65-21
型 器高 剖内面はへラ ナデ. 口融端師は外匠気味 び賀補色. 焼成は不 No. 2, 3, 18，括

底径 につまみ出される. 1It韓型聖
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口径 嗣部外面は軒慣位へヲケズリ憧ナデ.内面はへ 砂を多〈吉tt. 世褐色. IÆJ暗はやや 5F65-21 1'10.15 
24 土師輯 聾 器高 <125> ラナデ世ナデ. Jæ闘はケズリ憧ミガキ. 不良. -17 

底径 116 
口径 (220) ロ揖師は慣ナ7. 綱田~面は斜位へラケズ U 桂 砂を宮tt. 褐色. 提成は良好.

25 土師器 甑 器高 <72> ミガキ.内面はナデ.

底径
口径 (260) ロ揖闘は慣ナ7. 胴師外面は廟師から躍位へフ 砂を古む. 1廃渇色. 構成はやや不 No.42 

26 土師鶴 甑 倍高 <50> ケズリ.覇部内面はへラナデ(ケズリ)憧ナデ. 且.

底径
口径 (252) 口融師は償ナデ. 胴師外面は眠位へラケズリ . 白色粒子 羽根色阻微粒子が目立つ 5F65- 16 No.34 

27 土師総 甑 器高 <62> 胴師内面はナデ後、粗いミガキ. 明俗色. 構成は良好. 5F65-21 

底後
口径 叶瞳師は慣ナデーは剛一日 砂を吉tt. 世間色. 構成は良好. 5F65-16 

28 土師器 甑 器高 <48> 酬師内面はへラナデ憧ナデ.

底径
口径 胴師外面は臨位ヘラケズリ . 下捕は桝位ヘラケ 砂金多〈吉み赤色粒子が目立つ. 明 5F65-16 1'10‘i8 

29 土師輯 甑 倍高 <55> ズリ憧ミガキ. 孔師はへラケズリ. 偽色. 焼成は良好.

底径 (130) 
口径 刷外…州地ミガキーはへ |腕多〈吉む岡弘酬は良好 lMO

30 土師器 甑 棒高 <50> ラケズリ憧ナデ、さらに臨位ミガキ 15F65 - 16 1'10.18 

底径 (120) 
口径 胴師外葡lま離!rL~ラケズリ.内面は慣位へフケ 砂同を多色.く宮桂成み、 白色粒子が自立つa 15F65-16 

31 土師揖 甑 器高 <140> ズリ桂ナデ さらに眠位ミガキ. 明 は段肝 1 1'10.14 ， 17 

底径 100 
32 融製品 嘩 ? 長さ 3白血幅6.5圃.厚さ 5皿 X3田. 4四x2. 5nrn.. 15F65-21 NO.28 

SX - 90 遺物観察表

昏号 按種 器形 法盈(皿) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

口径 (116) 口融師は内外面とも欄ナァ.体部から底師はへ 砂を多〈吉み 白色樟粒子が自立 No.464 
土師盟 耳 器高 34 ラケズリ桂ミガキ.内面はミガキ.内外面とも つ.素地は世貰褐色.鳳色. 構成は

底径
樟仕上げによる鼎色処理. 不良.

口径 (160) ロ唇酷から底闘はヘラケズリ世、全面巾広の丁 砂を多く吉み、白色睡粒子が目立 1'10. 175, 276 
2 土師器 lf 器商 <33> 軍事なミガキ.内面はミメプキ.内外面とも樺仕上 つ.外面は揖鳳褐色、内面は暗褐

底径
げにより黒色担理. 色.控成は良企子.

口径 154 口唇部から底師はへラケズリ撞ミガキ.内面の ;ffi色組、白色粒を吉 tr. 檀偽色且び 1'10.134.30 1, X 
3 耳 器高 33 下半は巾の狭い丁寧なミスf 'r. 内外面とも樺仕 暗惜色. 焼成は良時. 4 

丸底 上げにより黒色処理.

口径 150 ロ唇剖から底師はヘラケズリ 撞ミガキ.内面は 砂を多く吉み、赤色粒が目立つ.世 1'10.1 1 05，括70

4 土師器 到す 器高 36 ミガキ. 内外面とも樺仕上げにより鼎色品理. 得色. 焼成は良時.

丸底
口径 (154) 口署師から底師はへラケズリ桂ミガキ.底面は 砂を多く吉み 白色祖粒子が目立 1'10.1108 

5 土師器 lf 器高 44 削り方向を置ぇ底部を作り出す.内面は丁寧な つ.茶褐色.蝿成は良軒. 底割外面に剖

丸庭 ミガキ.内外面とも樺仕上げにより鼎色処理. 書 r XJ

口径 154 ロ層部から底部はへフケズリ桂ミガキ.内面は 融密で白色植粒子を宮tt. ，.褐色且 4 亜 5 貝中， :17 
6 土師器 原 器高 42 連弧状の丁寧なミガキ.内外面とも樟仕上げに び暗偽色.焼成は良軒. ム53層

丸底
より黒色処理.

口径 (162) ロ麿師から底部はへフケズリ桂丁寧なミガキ. 砂を多〈吉t1.外面は明褐色、内面 括70

何て 器商 36 内面は丁寧なミガキ.内外面とも糠仕上げによ は茶褐色.焼成は良好.

丸庭 82 
り鳳色処理.ロ揖師は蟻分外反する.

口径 146 口署師から底部はへフケズリ笹ミガキ.内面は 砂と小砂利を吉む.暗褐色.焼成は 1'10.405 
lf 器高 40 ミガキ.内面は樟仕上げによる緑色処理か. 良肝.

丸底
口径 157 ロ揖師は慣ナデ.体師から底師はへラケズリ 砂を多〈吉み、白色粒子が目立つ. 1'10.957 

9 土師器 昨 器高 41 輩、丁寧なミガキ.内面は丁寧なミガキで;tJ- 外面は棋褐色、内面は黒色. 桂成は

丸底
ポン暖着による胤色処理. 良好.

口径 164 ロ揖部は横ナデ.体部から底部はへフケズリ桂 貯を多〈吉み、白色桂子が目立つ. No. 1104 
10 耳 器高 38 ミガキ. 内面上半部は連弧状のミガキ、下半田 外面は掛偽色、内面は暗闇色. 焼成

丸底
は慣ミガキでカ ポン唖着による黒色処理. は良肝.

口径 (136) ロ韓部は横ナ7.内体師から底師はへラケズリ櫨 赤色世を多〈古む.外面は明褐色、 1'10. 1033 
11 lf 器高 44 ナデ且ミガキ. 面はナデ仕上げで、カーボン 内面は黒色.焼成は良軒.

丸底 66 唖婚による鳳色処理.

144 ロ唇師から底師はへラケズリ憧 T1jIなミガ 砂を多〈吉み、白色徴障子が目立 1'10.272.676, 67 
12 土師器 係 器高 36 キ.底面は削り方向を変え底部を作り出す.内 つ. 外面は褐色‘内面は黒褐色. 焼 7

丸底
面はミガキで、;tJーポン暖着町黒色担理. 成は良好.

口径 (156) 「酌ら一蹴にい一世ミ 砂を多〈吉み.白色徴粒子が目立 No.456 
13 土師器 何t 器高 ー ガキ.内面は丁寧なミガキで、カ ボン唖着に つ.外面は揖惜色、内面は鳳禍色.

底径 ー よる黒色処理. 焼成は良野.

口径 m 「開力ら底部一ズリ桂樟…内 |畑一子と赤帥子を吉む 臨時l

14 土師器 lf 器高 33 面はミガキ. 外面は赤褐色、内面は槙褐色、 師

丸底 鳳色化.焼成は不良.

(1ナ制ら酬はヘフケーガキ内面は赤闘を古む附色闘は良
S不 器高 42 剥躍が著しく田盤不明. 好.

底径
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口径 (148) 口雄部は慣ナァ.体障から底師はへフケズリ憧 色世と白色粒子内を古面bは.蕉外面は槙 No. 336, 343 

16 土師鶴 旅 器高 <34> ナデ風ミガキ. 内面はミガキ. 褐色且リ灰縄色. 褐色.檀

底筏
成は良好.

口径 (156) 口晒師から底師はへラケズリ後へラミガキ. 内 白色担金古む. 慢褐色ー焼成は且 No.316 

17 土師器 陣 |丸棚底
34 面は丁寧なミガキで、底面は単一方向の ミ ガ 持.

キ.非常に樽手の作り .

口径 (138) ロ暦聞から底師はへラケズリ憧.丁寧な ミ ガ 1砂を褐多色<古韓成み. ，依色世子が目立つ. 括1

18 土師輯 町 聡高 キ. 内面はミガキ.内外面とも剰躍が笹しい. 棋 は良野.

底径 ロ揖師は車分内湾する.

口径 叶酬から底田町一ミ…る di<色胞を多〈 古tr. 世茶惜色.埴成 No. 522，括

19 土師曹 亦 34 が、内外面とも制置が著し〈圃哩不明. はやや不良.

口径 (152) 口容師から底師はへラケズリ後ナァ鳳ミガキ. 砂色を.多桂〈古成みは.亦色粒が目立つ.世 括2

20 土師時 長F 総高 内面はγ寧なミガキ.ロ植田は車分内湾する. 惜 良時.

艇筏
口径 140 ロ暗師から底師はへラケズリ 糧、丁寧な ミ ガキ 揖密で色.赤焼色成粒子、白色粒子会古む No. 8, 898. 923 

21 土師輯 S不 棒高 39 だが制置が著しL、.内面はミガキ. 檀備 は且肝. 指

底筏
口径 (150) ロ暗部から底部はへラケズリ世ミガキ. 内蘭は 腕で叫粒子山崎U・ 世 I NO.89

22 土師器 珂t 器高 <34> ミガキ. 惜色. 植成は良好.

底径
口径 148 口融師は慣ナデ. 体聞から庇師はへラケズり 離宮で白色微粒子金置かに古tr. 外 No.958 

23 土師韓 耳 丸器日底間 36 世.巾の狭いT.なミガキ. 内面はミガキ. 底 面は朱禍色内面は棋檀褐色. 焼成
面は正方射のミガキ. は良時で唖置.

口径 147 ロ唖師から底部は巾の狭いへフケズリ世ミ 11 赤色世会古む. 槙褐色. 焼成は且 No. 268. 269, 69 

24 土師器 野 棒丸底高 37 キ.内而はT惨なミガキ. 時. 2, 745 

口径 (140) ロ暗師から底部はへラケズリ桂ミガキ. 底面で 赤色粒子 白色粒子会古tr. 檀偽 括7

25 土師器 野 丸総高底 35 は剛り方向が変わっている. 内面はミガキ. 色. 桂成は艮軒.

口径 148 ロ暦剖から底聞はへラケズリ桂、丁寧なミガ No. 7, 955-2 
26 土師器 係 丸穂底高 40 キ.制障が著しb、.内面はT.なミガキ. 色.焼成は良軒.

口径 158 口容師から底部は巾広のへラケズリ桂ミガキ. 1 砂を多邑.く吉焼成む.は外面は明同色、内面 No.962，括

27 土師器 係 器商 35 内面は巾広町丁寧なミガキ. は禍 良時.

丸庭
口径 (158) ロ曙師から底部はへラケズリ桂、丁寧なミガ 砂を多〈吉む. 明惜色. 焼成は良

28 土師器 昨 器刊 39 キ. 内面は巾広町T箪なミガキ. 軒.

丸底
口径 154 ロ層部から底師はrþ広町へラケズリ憧、 T噂で 離宮で砂と綜色担を多〈吉む. 同 No‘ 658.956, 96 

29 土師器 耳 丸器底高 40 密なミガキ.内面はrþの狭いミガキ. 口組師は 色、暗褐色. 焼成は良岬. 3 
骨量かに外圧する.

口径 164 ロ層部から底部はへラケズリ桂、丁寧なミガ 相かな砂を多く古む. 揖褐色且び檀 NO.147 , 639 , 92 
30 土師器 持 器丸底高 41 キ・内面は丁判ミガキ・ 底面を削り方向を宜 |褐色・ 酬は附・ ¥.922.1067 

え作り出す.

口径 (176) ロ揖聞は横ナT. 体師から底聞はヘフケズリ桂 融密古な細む.かい胎土. 8色融粒子を直 No.68 . 倍
31 土師器 節 丸器高 35 

ミガキ.内面はミガキ.底面は削り方向を変え作 かに 淡褐色.焼成は良軒.

平底 り出す.

口径 (166) ロ層部から底部はへラケズリ桂ミガキ.内面は 細かな砂色を.宮む焼.成外面は褐色.内面 No. 171 , 243, 25 

32 土師器 係(盤} 器高 <32> ミガキで身込み部分は鋭利な ミガキ.底聞は平 は棋111惜 は良好. 2 

底径 126 底'眠時となるが突出している.

口径 162 ロ…ナデ体…師…川 lM〈古む檀同色焼山 No 不明括

33 土師器 係 器高 37 ミガキ.刺障が著1.-，、.内面はミガキ.底部は好. 体師外面に蹄

底径 平底気味となるが突出している. 剤

口径 (1刊) I 口唇…恥ラーミ内内面は 量密な細かい批白色徹世子を僅 INo.419
34 土師器 耳 l器丸高底 34 斜位ミガキ桂、底面単一方向ミガキ.底面は剛 かに宮む. 楼悟色.焼成は良時.

り方向を蛮ぇ作り出す.

口径 150 ロ層部から底師はへラケズリ桂、維なミガキ. 砂を多〈古む. 明褐色.焼成は良 No.901 

35 土師録 耳 I器丸底高 37 内面はミガキ.底面は削り方向を憂え作り出 好.
す.ロ踊端部は融分内寓する.

口径 (150) 口唇師から底師はへラケズリ桂ミガキ. 内面は 白色粒を古む.褐色及び茶褐色. 焼 No.201 
坪 底器径高 。7>ミガキ.直面は削り方向を変え作り出す. 成は良好.

口径 141 ロ暦師から底師はへフケズり桂ミガキ. 内面は 輯密で白色酷粒子を僅かに色‘吉U焼.成外 出 977，括

37 土師器 坪 底器径高 38 T.なミガキ. li!面は削り方向を置え、小さな 面は赤樋色、内面は横幅 は

56 平底を作り出す. やや不良.

口径 168 ロ韓師は横ナデ. 体部から底部はへラケズリ桂 砂を多〈吉む. 外面は黄禍色及び檀 No.247 , 253 
38 土師器 時 器高 40 ミガキ.内面は二段のミガキ.底面は削り方向 褐色.内面は黄陣色.焼成は良鰐.

底径 65 を置え、 ，j、さな平底金作り出す.

(1 50) ロ酬は慣ナデ・体師から底師はヘラケズ日桂 l腕で掴かな批白色桂子赤色 No. 455, 1023. 1 
39 土師器 if 36 ミガキ.内面は丁寧なミガキ.底面は剛り方向粒子を古tr. 明茶褐色.焼成は良 028 

70 を置え 小さな平底を作り出す. 好.

耳 1底穂口径径高 (1 50) ロ暗部川底恥ラー No. 1107 
40 土師揖 37 ミガキ. Jæ置は削り方向を衰え、小さな'1'底を 蜂.

56 作り出す.
口径 (1相; 1ロ伽ら底部…川ミガキ内面は 白色結子を多〈宮tr. 褐色.焼成はNo.23.139

41 土師器 坪 器高 <34> 軒障が著しいので圃量不明.内面は務審され 良好.

底径 ー る.Jæ面は平底気桂となる.
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口径 (130) ロクロ盤JB. 庇闘は全面手持ちへラケズリ . 体 離宮で白色樟桂子、事色障担子を僅No.254. 括

42 土師揖 盤状亦 標高 31 師下増は来園型車. 内外面とも赤聾される. かに古む.素地は掛貧褐色.桂成は

底径 96 良時で硬質.

口径 180 非ロクロ成形. ロ暦聞から車部はへフケズM 世 障密で;fí<色徴胞子、白色置粒子を~ No. .104. 807-
43 土師器 盤 器高 30 ミガキ.内面はミガキ.内外面とも赤躍さ札 悼む・醐は揖附色制服 18凹括

底径 166 る. 時.

口径 (114) 天井田はへラケズリ檀ミガキ.内面はミガキだ 砂を多〈宮み、白色樟粒子が自立

44 土師器 葺 器高 35 が制曜が著しb 、.つまみ国師は平らになる. ロ つ.明褐色.俊成は良野.

底径 睡端陣つまみ出され返りはなb 、.

口径 (15'1) 口唇師から庇聞はへ7ケズジ桂、ヘラナァ且ミ 瞳密で白色粒子を櫨かに古む. 外語 No. 297. 299, 25 
45 土師器 植 器商 51 ガキ. 内面はミガキ.底面白周樟闘は再開監さ は棋褐色、内面は檀褐色.焼成は良 3, 128, 978 

底筏 83 れる. 肝で硬質. 括 5F74 -20

口径 (172) ロ唇闘から底闘はへフケズリ後、丁噂なミガ 白色世を吉む. 慢褐色.桂成は良 No.804 
46 土師器 同 器高 <57> キ. 内面はミガキ. 底面は剛り方向を置え作り 肝.

底径 出すが、平底にはなっていない.

口径 159 ロ瞳師慣ナデ. 体部から底師はへラケズリ桂ナ 白色拍子、が色桂子を吉t1.外面は No. 388. 392 
47 土師響 鉢 器高 67 デ風ミガキ.内面はナデ仕上げ.カーボン吸書官 明地色、内面は黒色、明薬禍色.

丸底 による黒色処理.

口径 94 ロ揖師は慣ナデ.体師から底部はへラケズリ桂 粗い白色粒子、赤色位チを宮む.明 No. 52.1056 
小陣畳 器高 83 ミガキ. 内面はへラナデ桂、口融闘と下半師が 惜色. 焼成は良好.

底径 70 細いT'i'なミガキ.

口径 ロタロ鞍形.底師の切り離しと聞聾は剰離が著 融置で小砂利を置かにい.古み世灰、白色粒 llN0348 
49 型車器 珂t 器高 < 11> しく不明臨. 体田下端は来園整. 子はほとんど古まな 色. 世稲敷産か

底径 (92) 成は良肝だが軟質.

口径 一階一一一リ体 lH 時金制叫純世 |NO Il 110H
50 須車器 >f 器高 <13> 師下捕は未調整. 子を宮む.世灰褐色.桂成はあま〈 衝拍車

底径 (96) 軟置.

口径 129 一層一面団十一体剖 |長石石英金一一 h
>f 器;Ii 40 下端は回転へラケズ九 灰黄禍色で鈍色味が抽b 、. 構成は良続出産

底径 60 好.

口径 149 |一形一フ切り桂手一ヶ 1 :石石英蜘を多量に宮む灰 NO.11目指
原 器高 38 ズリ.体部下端は未開聾. 色及び灰偶色.桂成は良好. 新桔産

底筏 90 
口径 146 ロタロ整形.底部は全面手持ちへフケズリ.体長石、石英.組重母を多量古む.灰 NO.955

53 須車器 亦 器高 43 部下端は来嗣盤. 色及び自慢灰色.焼成は良好. 新拍車

底径 (80) 
口径 ロクロ聾市.底部は全面回転へフケズリ.高台 白色樟粒子を多量と赤色惜粒子を少 INo.379

54 須恵器 高台付亦 棒高 <14> は幾分丸みをもっ角高台. 量吉む.外面は棋間同色、内面は暁稲敷置か

古都径 124 茶褐色.焼成はあまい.

I ~~rt>f l 口径 (140) 
ロクロ整形.底部は全面回転へフケズリ.高台 融密で白色微粒子を多く吉む.灰 I~~~~ 

55 須恵器高台付>f器高 31 は剛り出しか.形睡は外聞きの角高台. 色.焼成は良肝だが軟質. 同量産

古都径 <112> 
147 ロクロ聾掃.底部は全面回転へラケズリ.高台 轍密で白色微粒子をごく置かに吉 No. 195, 200, 20 

56 須恵器 高台付停器高 40 は角南町台で貼り付け. む.灰色.焼成は良好で硬質. 3 欄酉盗

古都径 102 
口径 (147) ロクー制全面目…リ一一一…。 1103

57 須車器 高台付符 器高 39 
は角高台. 灰色.焼成は良軒で硬質. 底部外面に剖

台部径 105 
.r-J醐西壷

口径 147 ロクロ聾形.天井部は回転へフケズり.ロ曲部 融密で白色樟粒子と小砂利を憧かに出 428

58 須恵器 董 器高 26 はハの字状に聞き、内面の返りは弱く丸みをも 古む.黄灰白色.焼成は良岬. 稲駐車

底径 イコ.

口径 153 ロクロ整形.王弁師は回転へラケズり.ロ揖師 長石、石英、富母を吉t1.槙灰色 No.291 ，回8， 69

59 須恵器 董 器高 27 は圧り気味になり、内聞の返りは細いひも状に 焼成は良好だが軟質. 4, 730. 732揺

底径 なっている。 新拍車

160 一昨天井部は回一ズり
60 須恵器 董 器高 <22> は庄り買味になり、内面の返りは丸みをもっ. 焼成は良好. 新措置

底径
口径 (15γロ豊博剤師は回骨一口刷 長石、石英. :æを古む.灰黄禍 No.703 

61 蓋 25 は匡り荒慌になり、内面の返りは細く短い担状 色.焼成は良軒で軟質. 続措置

底径 ー である.つまみは頂部が平らで端部は鋭b 、.

口径 155 ロクロ聾形.天井部は回転へフケズ九口融剖 腫密で砂を多〈 白色徴粒子と小砂陶 :~7. 207. 20 I 
62 須恵器 董 器高 29 は匠り気味になり、内面的返りは細い紐状に 事lを僅かに吉む.挟灰色.焼成は良 8， 212

底径 なっている. 野. 稲量産

口径 160 ロクロ聾形.王弁師は回転へラケズロ.ロ揖師 一…白色徴…ヵト。 133…
63 型車器 董 器高 36 はハの字状に聞き、内面の返りは掴い紐状に に吉む.世灰色.焼成は良好 1 3

底径 なっている. 稿量産

口径 160 ロクロ整形.天井師は回転ヘラケズ九ロ障師 長石石英一む外面~01倒 151
64 須恵器 董 器高 27 は匠り気味になり、内面の返りは丸みをもっ. 褐色‘内面は茶黄禍色噂焼成はあま括， 5Fï5-15

底径 く敏質 1 I折措置

口径 (242) 口瞳師は償ナデ.胴部外面はタタキ圃聾桂ナ 長石碍割を多量に古む揖 |恥 2.3.15.17
65 土師器 唖 |器高 <286> デ.肩師より躍方向のミガキ.嗣田内面はhラ 灰褐色及び茶褐色.焼成は良姫 1 519

嗣倍大径 (282) ケズリ桂ナデ.ロ揖師は垂直につまみ出され 常揖型聾

口径 (1 97) ロ…ナデ一
66 土師器 畳 器高 <86> ミガキ.内面はhラナデ. 褐色、ー師黒色.焼成は良揖.

底径
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口径 嗣囲外面はへラケズ目桂ミガキ.内面はへラケ 砂を多つ〈古. Iみ宇、白色世子、赤色恒子;No. 13. 18. 19 

61 土師器 畳 器高 <89> ズリ世ナデ. が8 立 直は暗赤褐色.内面は

底径 108 
貧尚色.焼成は良静.

口径 200 口融師は慣ナァ.胴師外面は斜位ヘラケズリ瞳 砂褐を多色<古A区み制島、 白色障子が目立つ. 出 20， .889 ，
同 聖 棒高 <153> ミガキ.内面はへラナデ笹ナデ.口組掴師は短 赤 色.焼成は良静 1054 ， 1072 活

底径 〈つまみ出される.

口径
69 土師曽 置 棒高 <45> 

醐師外面はナ嗣デ.位へラケズ"憧ミガキ.内面はへ 砂金多色.く古植み成.白色世子が目立つ. 陶 27 ， 256.2珂
ラナデ檀 E師は喪出する茶悔 は且岬，259.261.673

底径 125 

口径 208 ロ瞳闘は慣ナ面デは.へ闘ラ師外面11嗣位へラケズリ後 砂を多良〈古肝tt. ，慎褐色、
10 土師曇 軍 続高 <120> ミガキ.内 ナデ憧ナデ. ロ曲師圃面は焼成は

底径 面取り故になる.

口径 (201) 口揖師は償ナァ.胴師外面はナ制デ.位へラケズリ瞳 砂来得を多色.く 古植み成. 白色世が目立つ. 赤 No.43 

11 土師揖 聾 総高 <86> ミガキ.内面はへラナデ後 口極端師は短 は不良.

庇筏 一 〈つまみ出される.

口径 (1 76) ロ帥師は慣す T. 胸部外面は軒位へラケズリ瞳 帽置で白色微阻{' ， #色樟粒子を僅 1'10.53, 570 

12 土師器 畳 棒高 <63> ミガキ.内面はケズリ憧ナデ.ロ極端部は短〈 かに宮む.赤褐色且日茶褐色.燦成

底径 一 つまみ出される. は良肝でやや敏慣.

口径 190 口融師団慣ナァ.嗣部外面は一方向からの斜位 白色誼~吉む.膏.褐色且日貨褐色. 塘 No. 54 , 100. 105 

13 土師輯 直 器高 < 156> ヘラケズリ憧ミガキ.内面は慣位ヘラナデ檀ナ 成は良肝で硬 , 553.5F74- 15 

底径 ー デ.ロ縁蝿聞は冊面が凹面状になる.

口径 (110) 口融闘は慣ナァ.胴師外面は慣位へラケズリ世 白色植を宮む. 暗褐色. 構成は良 No.78 括

14 土師輯 哩 棒高 <55> ミガキ.内面は刷離が著しく圃聾不明. ロ揖陣 師.

底径 は驚睡で大きく外匡する.

口径 170 口融闘は慣ナ7. 胴部外面は嗣位へラケズ" 白色粒子、赤色粒子会多〈古み租 No.81 

75 土師器 理 器高 183 種、下司幹部横位ヘラケズリ.内面は巾広のへラ い.茶褐色.下師黒褐色.桂成は良

底筏 86 
ナデ世ナデ. ロ揖師は棄揖で大き〈外圧する. 肝.

口径 (264) ロ揖師は慣ナデ. 胴聞外面は輔副から軒位へフ 砂を多く宮み.白色世が目立つ. 茶1'10.91

76 土師器 哩 器高 <71> ケズリ 世ミガキ. 内面はへラナデ櫨ミガキ. ロ 間色.桂成は且肝.

底径 障担は大き〈外圧する.

71 1 土師器 口径 (226) 口融師は欄ナデ.胴部外面は償liL~ラケズリ. 白色酷世守日を多〈古む. 暗茶褐色.. 1'10.95 

置 器高 <53> 内面はヘラケズリ桂ナデ. 桂成は良時.

底径
ロ揖師は慣ナデ. 胴師外面は劇位へラケズリ後 白色粒子、赤色粒子を吉む.内面接1'10. 114 ， 119

ミガキ.胴師内面はへラ圃聾憧ナデ.口融端部 褐色.外面赤褐色.焼成は良時. 122.130, 136. 

口径 258 は短〈垂直につまみ出される. 1-11 , 1"". 150, 

総高 442 
165, 18-1. 214. 

18 土師盟 彊 572, 577, 578. 
底径 ( 116) 641. 648. 649, 
胴最大径 386 651. 917, 918. 

925, 945. I<)59,
1060 

口径 (246) ロ睡聞は慣ナデ.胴師外面はタタキ聾形桂ナ 長石石英……棋 |hl…7
19 土師器 哩

器高 <236> デ.胴師中位から離方向のミガキ.内面はヘラ 茶褐色.焼成は良野で硬質 1 4 ， 416 ， 555 ， 559
胴最大径 245 ナデ憧ナデ.口融師は恒くつまみ出される. , 599 

11;陣型彊

口径 206 ロ揖師は償ナデ. 胴師外面は制慣位へラケズリ 白色粧を吉tt. 檀褐色、 師鳳禍 No.145, 582, 59 

80 土師器 彊 器高 < 132 > 憧ミガキ.内面は軍部下からへラケズ日韓ナ 色.焼成は員肝で硬質. 8, 921 

底径 ー デ.ロ揖師は棄揖で大きく外反する.

口径 (200) 口融闘は償ナァ. 鯛師外面は一方向からの軒位 白色粧を吉tt. 明褐色. 焼成は良 No.124-126 

81 士郎器 唖 器高 <80> ヘラケズ日憧ミガキ.内面はへラケズリ桂ナ 虫干.

底径 ーデ.

口径 160 ロ揖師は慣ナデ.胴師外面は斜位へラケズリ憧 細かな砂と赤色世を宮tt. 務茶褐 1'10.146.632 

82 土師器 聾 器高 <57> ミガキ.内面はへラケズリ桂ナデ. 色.焼成は良軒.

底径

口径 (210) ， ロ揖師は欄ナT. 胴師外面は償位へラケズリ 白色粒を多〈古む.暗渇色.壊躍は No. 153. 155 

83 聾 録高 <59> I 桂、ミガキ. 内面はヘラナデ憧ナデ.ロ睦端師 良好.

底筏 ー は強〈つまみ出され.倒面に凹面が作られる.

口径 m lロ…ナア岡田外面は剛一世 白色粒子を吉む.揮茶褐色. 焼成は出 156

84 土師器 聾 器高 <62> ミガキ.胴田内面はへラナデ桂サデ.ロ緑師は 良肝.

底径 *睡で犬舎〈外反する.

口径 150 口組曲は慣ナァ. 胴師外面は桝位へラケズリ . 檀偽色、茶褐色、肌色.焼成は良 No. 158, 597 , 94 

85 器高 < 147> 胸部内面は上位梱位ケズリ後ナデ、下位はt<1t立 肝. 。

底径 ー ケズ~ . 口睦師は楽曲で大き〈外圧する.

口径 (174) ロ瞳師は揖ナデ.胴部外面は軒位ヘラケズリ撞 白色世、鳳色植を宮む. 茶褐色.樟 No. 160, 584 

86 土師器 畳 器高 <63> ミガキ.内面はへラケズリ憧ナデ.ロ揖師は短 成は良軒.

底径 一 〈つまみ出され.

口径 (224) ロ酬は慣行口瞳揖…

81 土師器 聾 器高 <34> つまみ出される. 良掛 1 2

底径

口径 228 ロ揖酷慣ナァ.離嗣方師外面はタタキ聾形憧ナデ. 長石、石英 霊信訟を多〈吉焼成む.は黄禍 l1M l回 357 ， 3日

88 土師器 畳
胴問中位から 向のミガキ.内面はへラケズ 色&U'外面一師灰褐色. 良好 S刷。 6羽田6，

胴最大径 292
日世ナデ. ロ揖端部は鋭くつまみ出される. で硬質. 刷6 凹9

調1.狸・

口径 (220) 口融簡は慣ナデ.胴陣外面は斜位ヘフケズリ撞 肝白・色世を吉む.棋禍色.焼成は良 I助9 187.218, 21 
89 土師器 彊 器高 <79> ミガキ.内面はへラナデ櫨ナデ.

底径

一 372 -



口径 (207) ロ瞳聞は掴ナァ.ロ揖端師は両端がつまみ出さ if.色世、白色粧を宮tr. 貨褐色.機 No. 188.231. 23 

同 土師鰭 彊 掠高 <56> れる. 成は良肝 1 3.231.5円4 - 15

底径 栂

口径 184 ロ植田は慣ナァ.胴間外面は斜位へラケズリ憧 I 砂肝.を事〈古む. 第褐色.羅雄は良 No. 215. 623. 9S 

91 土師器 聾 器高 <81> ミメプキ.鋭内面はへラケズリ檀ナデ.ロ揖蝿闘は 1 9 ， 6価

底径 上方に 〈つままれる.

口径 (194) ロ陣師は慣へナデラ.ナ胴デ聞外面はへラケズリ憧ミガ 白色。茶色。灰色胞を宮みやや組 No. 224 , 235, 24 

92 土師器 彊 穂高 <60> キ. 内面は 憧ナデ.口瞳増田は下方に い.茶褐色.縫成は良好. 0, 2'11. 245 

底径 凸聞がみられる.

口径 (210) ロ瞳闘は償ナ内デ面.は嗣師外国は制位へラケズり世 砂と白色粒子、亦色粒子褐を多色<古桂成 No. 215. 5F74 

93 土師揖 畳 器高 <59> ミガキ泊、 ヘラケズリ憧ナデ.ロ揖蝿師 む.外面ぷ禍色内面檀 20 

底径 は短〈外棚につまみ出される. は良好.

口径 (200) ロ揖師は繍ナデ.胴師外面は斜{立ヘラケズ日後 白色粒子.赤色粒子会合tr. 砂1 樋 No.282 

94 土師韓 量 総高 <75> ミガキ.揖内面はへラナデ憧ナデ. 制離が著し 色.桂成は良肝.

底径 い.ロ 師l立大き〈外圧する.

口径 (216) ロ腸師慣ナァ.胴部外語は軍師から臨位へラケ 白色粒子.赤色粒子を古む.#禍 No. 30.1, '151 

95 土師器 型 器高 <46> ズリ.口融闘は大きく外圧する. 色. 桂成は良好.

底径

口径 (180) 口揖師は慣ナァ.胴師外面は晴聞から臨位へラ 砂を多<吉時み務白色胞子.赤色粒子が陶 324
96 土師器 彊 器高 <57> ケズリ世ナデ.内面はへラケズリ揖ナデ. 目立つ 筒色. 焼成は良好.

底径

口径 (220) 口融師は横ナァ.胴師外面は制{立へフケズリ. 轍密で白色粒子が目立つ. 暗燭色. 出 327 ， 329 

91 土師韓 彊 器高 <72> 内面はへラケズリ世へラナデ.ロ揖端師は外001 焼成は良肝.

底径 に強くつまみ出される.

口径 (166) 口融師は償ナァ.胴師外面は斜{立へラケズリ世 白色粒子を多く古tr. 暗禍色.構成 NO.364

98 土師器 置 器高 <52> ミガキ.内面はへラナデ.口組師は鶏融で弱〈 は良時.

底径 外圧する.

口径 (150) ロ韓師は慣ナデ.胴師外面は制{在へラケズリ憧 白色粒子を多〈古む.暗闇色.桂成 No. 370, 387 

99 土師器 直 器高 <47> ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ.ロ輯師は棄輯 は良好.

低径 で弱〈外巨する.

口径 (160) 口融聞は慣ナァ.胴部外面は制位へラケズリ佳 砂を多く吉み白色粒子、赤色粒子が No.383 , 384. 79 

100 土師器 彊 皆高 <65> ミガキ.内面はヘラケズリ{ナデ)後ナデ.ロ蹄 目立つ.外商時禍色、内面黒褐色. 4 

底径 端師は短くつまみ出される. 蛙成は良酔.

口径 156 口融師は慣ナデ.胴師外衝は眠位ヘフケズリ 砂を多く吉む.外面茶褐色、内面槙 No. 399, 1052, 5 

101 土師器 聾 器iIi <74> 世.斜位へラケズリ.内面はへラナデ世ナデ. 恒禍色.構成は良好で軽量. F74-15 

底径 ロ揖師は禦揖で弱〈外匡寸る.

口径 207 「刷機ナデロ酬…わまみ帥 白色撤…カに吉む明褐色 |…。
102 土師器 聾 器高 <40> れ、倒面は面取り状になる. 焼成は良好.

底径

口径 (180) ロ臨部繍ナプ.頭部に輯積痕.胴部外面は斜位 砂時〈一粒子ーを I No.403
103 土師器 聾 器高 <88> へラケズリ後ミガキ.内面はヘラケズリ桂ナ 多くを宮む.茶褐色.桂成は良金子.

底径 デ.ロ輯端師は両端がつまみ出される.

口径 (1γ…ナプ 白色粒を吉む. 暗褐色.桂成はやや No. 421 , 1010 

104 土師器 聖 器高 <54> ミガキ.日韓師は紫録で大きく外圧する. 不良.

底径

口径 叶嗣恥一一ァ桂ナデ 一…棋褐色刷 I No.433
105 土師器 聾 器高 <47>口組師は繁韓で大きく外圧する. は良肝.

底径

口径 160 1ロ制恥ーは閉…位へラ 睡……む肌控 INo.440
106 土師範 理 器高 坊のケズり後ミガキ.内面はへラナデ輩ナデ.ロ陣 成は且師.

底径 一 端師は玉揖状につまみ出される.

口径 (1561 || 口融剖は慢ナァデ.憧胴師外面は盛位へラケズリ. 貯を多〈含み.白色粒子、赤色粒子 No. 445 , 853，括

101 土師器 彊 器高 <5 1>内面はヘラナ ナデ.ロ瞳端師は鋭くつまみ が目立つ.鳳赤偽色及u尿処色.韓

底径 出される. 成はやや不良.

器高 <121> 胴部外面は眠位ヘラケズリ桂、制横位へラケズ 白一む偽色茶褐色焼成 lh44945086
108 土師器 唖 底径 71 九内面はナデ上げ. はやや不良 1 7.1048.1 ().J9

胴般大径 180

口径 (1側 |ロ酬は揖ナデ胴…斜位へフー 砂を多〈吉み、白色粒子が目立つ No. 452. 5F74-

1凹 土師器 彊 器高 <70> ナデ(ミガキ) .内面は覇師から慣位へラケズ 褐色、茶褐色.焼成は良肝 15

底径 日笹ナデ.ロ韓端部は両輔が弱くつままれる.

口径 122 口陸部慣ナデ.廟聞は斜位へフケズリ.胴師は 白色植、赤色粧を吉む.揖褐色.壊 No. 473. 478 

110 土師器 彊 器高 <120> 臨位へラケズリ後、下半償位ヘラケズリ.内面 成は良肝.

底径 は斜位へラケズリ桂、下半は慣位へラケズリ.

口径 (177) 口瞳師は慣ナデ.胴部外面は慣位ヘラケズ~. 白色粒子を多〈宮む.外面赤褐色、 陶 480

111 土師器 畳 器高 <71> 内面はナデ. 内面輯務褐色.焼成は良軒.

底径

口径 184 口融師は掴ナァ.胴部外面は斜位ケズリ憧躍な 睡置で白色徴綾子、赤色種粒子を多No.482

112 土師器 彊 器高 <131> ミガキ、内面はhラナデ撞ナデ.ロ揖端部は垂 〈宮む.畳間色.梶成は良肝.

胴最大径 218 直に鋭くつまみ出される.

口径 同)ロ酬は揖ー…蹴へー |腕多…
113 土師揖 軍 器高 〈船内面は園田から慣位ケズリ憧ナデ・ロ嗣価焼成は醐・ | 

底径 ー に凹凸面がみられる.
一一
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口径 (196) ロ揖圃は慣ナデ.嗣陣外語は劇位へフケズリ憧 曹を多〈古ù. iR茶褐色且び横網島

11. 土師揖 聾 器高 <80> ミガキ.内面はへラナデ後ナデ.ロ揖掴闘は間 色ー蝿成は良時.

1底径 -掴が観〈なる.

口径 (18.) ロ揖闘は慣ナT. 胴部外語は一方向からの劇位 砂を多〈含み.白色担子が目立つ. 出 576 ， 582.92

115 土師語 直 器高 <89> :へラケズリ世ミガキ.内面は慣位へラナデ世ナ 事111褐色且tJl!I褐色.桂成は良時.0， 5円4 - 15

t底径 ー デ.ロ陸揚師は外匠気味につまみ出される.

口径 副部外面は斜位へラケズリ後ナァ.内面はへフ 曹を多〈古み.白色阻子と赤色粒子出目3

116 土師器 l 畳 器高 <90> ナデ揖ナデ. In~目立つ.暗褐色且び明褐色桂成

底径 107 は良野.

口径 222 ロ瞳師は慣ナァ.嗣師外語は軒位向ラケズリ憧 白色瞳子、赤色粒子は会宮良む時 茶褐 1M594 ，g.伺.910.9

117 土師器 畳 器高 < 159> ミガキ.個師内面はへラケズリ憧ナデ.口組端 色、 田鳳色.檀成 11. 10伺， 1 0闘， 10

底筏 部は観〈つまみ出される. i70. 1013, 1076. 11 
s 

口径 胴師外面は斜位へラケズ υ 世ミガキ.胴陣内面 白色粒子 赤色粒子内を宮面むは.茶外面は N。砧3，匝7 ， 66

118 土師器 聾 器高 <75> はへラケズリ世ナデ. 底部は丸みをもち揖出す 101ミ褐色、一聞鳳色. 禍色 8.916.978 ， 108 

底径 124 る. 植成は良肝 7. 117 

口径 (217) ロ揖聞は慣ナT. 嗣師外面は軒位ヘラ手出ヌtき Fれ世 白色位を吉む.暗褐色. 旋成はやや h 回8，括
119 土師皆 聖 器高 <55> ミガキ.ロ揖蝿聞は両蝿が鋭〈つまみ |不良.

底径 る.

口径 (150) ロ陸部は慣ナァ.胴師外面は制位へラケズリ l赤色組子を宮ù. 棋貧俗色. 壊成は No. 612, 614. 61 

120 土師密 彊 器高 < 119> 世、下半闘は割問慣位へラケズリ.内面はへラナ 良好 ， 6.611.622 ， 969
胴量大径 174 デ桂サデ 1 21 ~問個体

口径 l…，へ、 は制仙一… 内帽薗は 赤純色…宮肋む 揖棚貸削僑他色…糊酬』γ1
121 土師器 聾 穂高 <93> ラナデ揖ナデ.底部は丸みをもち費出する. 良軒 1 1071 ， 1013

底径 94 1120と同一個体

口径 (200) 口組曲目慣ナァ. 嗣師外面は軒位hフケズリ憧 白色世子 赤色粒子を吉む. 茶褐 No.621 

122 土師器 置 器高 <93> ミガキ.内面はへラケズリ桂ナデ.ロ揖師は紫 色.焼成は良軒.

l底径 一 揖で緩やかに大きく外Eする.

口径 (172) ロ揖師は慣ナデ. 胴師外面は臨位へラケズリ撞 白色桂子を古む. 模様褐色. 焼成は 付。 625

123 土師器 畳 総高 < 137> へラナデ鼠ミガキ.内面目へラナデ憧ナデ.ロ 良好.
麟最大径(192) 揖師は禽睡で外反する.

口径 161 ロ…ナァ…は斜位一日韓白色…む肌嗣は良 INO' 639, 9 

担 器高 <65> ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ.口瞳師は策臨時.

底径 で外反する.

口径 胴部外面は軒慣位へフケズリ後ナァ. 内面はへ 白色粒子、赤色粒子を宮む. 茶褐 INo.650 

125 土師器 聾 器高 <56> ラナデ桂ナデ. 底部外面は単一方向のケズリ. 色.量成は良好.

i底径 92 底部は丸みをもち突出する.

口径 (164) ロ揖闘は掴ナァ. 摘田外面は軒位へラケズリ桂 白色粧を吉む.茶惜色. 焼成は良 ,No.744 

126 土師器 彊 器高 <79> ミガキ. 内面はヘラナデ撞ナデ.口跡師は紫揖肝.

底径 ー で大き〈外匠する.

lぺ土利
口径 170 ロ嗣は慣ナ7・嗣師外面は斜位へラケズリ苗白色粒子を吉む・鵬胤酬は |出 7制 986 ， 5F 

聾 器商 <102> ミガキ.内面は顕師がヘラケズリ聾ナデ.胴部 良好 174- 1 5

底径 lはへラナデ桂ナデ.ロ揖部は端睡で外反する.

口径 (1 50) ロ揖闘は慣ナT. 嗣部外面は剛立へラケズリ桂 白色租を吉む.談茶筒色. 慢戚は良川。 873， 1倒9

128 土師器 聖 器高 <50> ミガキ.内面はへラケズリ撞ミガキ.口融陣は 金子.

底径 i .障で短〈外反する.

口径 l69 「嗣恥
聾 器高 <48> ミガキ.内面はへラケズリ笹ナデ.ロ揖蝿聞は 良好.

底径 両雄がつまみ出される.

口径 (1 7叫「…ナア胴…州立へ…憧 la-…赤紘一
130 土師器 聖 器高 <69> ミガキ.内面はへラナデ世ナデ.ロ縁闘は緩や は畠軒.

底径 ー かに外反する.

口径 145 ロ酬は慣行胴…剛一時 |白色粒子純一む外面明恥 929
131 土師器 聖 器高 <85> ミガキ.内面目ヘラナデ憧ナデ. ロ揖闘は緩や 禍色、内面鳳禍色丑日明褐色.龍成

底径
l 

口径 196 ロ揖師は慣ナ7. 踊師外面は躍位へラケズリ積 白色粒子‘赤色桂子を多く吉ù. 暗No， 1凹 1 ， 1叩3，

132 土師器 聾 器高 < 113> ミガキ. 内面はへラナデ桂ナデ. ロ障措師は串 褐色.焼成は良師. 1080 

底径 |分つまみ出される.

口径 (222) 口瞳師は慣ナデ.胴師外面は縦位へラケズリ桂

哩 器高 <80> ミガキ. 内面はへラ圃聾揖ナデ. ロ揖師は察揖 色.焼成は良時.

底径 ー で弱〈外反する.

口径 198 口融闘は慣ナァ.嗣部外面は睦位へフケズリ桂 砂を多く吉み、白色組子、赤色世子 I No， 1012, 1021 , 

134 土師器 聾 器高 <215> 軒位へラケズリ.内面は唖師から積位へラケズ !が目立つ.内面橿褐色且び暗恒掲 l岨2.1岨3， 1岨
腕最大径 212 リ檀ナデ.口融師はくの字状に曲折する. 色、外面黒褐色.焼成は良好.

口径 164 口融部慣ナT. 嗣囲外薗は軒位へラケズM 桂、 白色組子を多〈宮ù. 明褐色.焼成 ， No.1053

135 土師器 聾 器高 < 113> 下半を逆方向のへラケズリ、更にミガキ.内面 1は良師.
胴最大径 211 はへラナデ揖ナデ.

口径 加ロ嗣は揖ナァー胡…川 |赤色誼自…む明脚色 No， 1曲6. 1凹I

136 土師器 哩 器高 <84> ミガキ.内面はへラナデ聾ナデ.ロ樟姐師はつ焼成は不良.

底径 ー まみ出さ札、両端が姐くなる.

口径 144 口組師は揖ナデ.嗣師外面は揖位ヘラケズリ 1・k密だが砂を多〈古み、白色粒子が I No. 1冊9
137 土師器 豊 器高 <82> 桂、斜位へラケズ日.内面はへラナデ桂ナデ. 目立つ.赤褐色.焼成は良島.

底径 一 口揖師は業障で桓やかに外Eする.
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口径 ー 園部外面は輯位ケズリ睡ミガキ.内面は刷躍が 白色阻子を多〈吉む.外語酷樋色No.I077

1羽 土師鑑 哩 器高 <65> 著しも、. Iæ闘は丸みをもら費出する. 内面鳳縄色.集成は奥岬.

底径 78 

口径 (16!) ロ睡闘は慣ナデ.酬師外面はナ嗣デ.位へラケズリ糧 自色世を古u. 外面鳳間色、内面暗陶 l田l

139 土師" 哩 器高 <136> ミガキ.内語はへラナデ檀 ロ揖田は指量縄色.桂成は良好.
胴最大箆(1 74) で直蝿的に立ち上がる.

口径 一一一ズリ憧…キ)内面は lM〈吉み一赤色阻子No. 1… 
140 土師" 哩 器高 <152> へラナデ桂ナデ.Iæ闘は丸みをもら突出する. が目立つ.暗褐色.嬢且は且肝.

底径 122 

口径 212 ロ揖師は慣ナ7. 胴師外面は嗣{立，、フケズリ憧 骨密で白色微胞子 樺色置粒子を僅 No. 1094 , 4C，括

141 土師輯 蝿 骨量高 <80> ミガキ.内面は慣1iI.~ラケズリ慢すデ.口融師 かに古む. .ド同色 一師側色.蝿戚

底径 は鐘やかに外反する. は良好で硬質.

口径 (1 3鉛ω6ω「小; 11.2 土師輯 彊 緑日町 <63> ミガキ.内面はへラケズリ憧ナデ.ロ揖聞は，賢 治、に古む.暗褐色.姫成は良鮮.

底径 一 睡で緩やかに外Eする.

口径 (164) ロ揖師は繍ナデ.酬師外面は斜位へラケズリ憧 白色粒子を多く吉む.茶褐色. 桂成 INo.1凹7， 1田8

143 土師器 彊 器高 <132> ミガキ.内面はへラナデ世ナデ.口融師は業揖 は良岬.

胴最大径(162) で撮やかに外Eする.

口径 {1641 il ロ睡師は慣ナ面デは.へ胴師外面は斜I立へラケズリ後 白色胆 石英を古む.槙茶褐色.燐括3
14. 土師織 目 直 器高 <72> ミガキ.内 ヲナデ挫ナデ.ロ揖師は緩や L成は且岬.

低径 ー かに外巨する.

口径 170 ロ揖師は慣ナデ.嗣郎外面は制位へラケズリ後 融密で白色種世子、赤色融粒子を憧括4

145 土師輯 聾 器高 <75> ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ.ロ揖師は緩や かに古む.明岨色.焼成は良峠.

底径 ー かに外圧し‘蝿聞はつまみ出される.

口径 178 ロ睡師は慣ナデ. 嗣師外面は制{立へラケズり憧 白色融胞子を多量と赤色胞を宮む. 4A-5 

146 土師器 直 器高 <36> ミガキ.内面はヘラケズリ撞ナデ.ロ睡闘は黛 暗赤褐色.構成は良野.

底径 睡で大き〈極やかに外反する.

口径 208 ロ陣師は慣ナァ.胴師外面は制位ヘラケズリ撞 砂を多〈宮み、白色世子が目立つ. 括8

141 土師器 聾 器高 <59> ミガキ.内面はヘラケズリ笹ナデ.ロ揖端部は 茶樋色.焼成は良軒.

底径 強〈外につまみ出される.

口径 川…ナデーま酬より斜位へラ一色微世子赤色微粒子… 15
148 土師韓 彊 器高 <65> ケズリ桂ヲデ.内面はヘラケズリ桂ナデ.口睦 かに吉む. 慢褐色.焼成は且軒.

底径 一 聞は索睡で緩やかに外反する.

口径 -lーは耐…キ内一へラナ畏石石英割引に吉む外四
149 土師器 彊 碍高 <1 7> デ.底部外面に木車111. 面赤処色 内面世鳳禍色. 焼成はあ常胞型彊

底径 80 まい.

口径 320 口融師は慣ナデ.刷師外面は眠位へラケズ日 白色微粒子 赤色融粒子を多く宮 No. 94 , 96 

150 土師語 l 匝 器高 <90> 積、斜位へラケズリ.更にミガキ.内面は慣位む. "駅構色、一部黒色.憧成は良好で

底径 一 方向のミガキ憧嵯位ミガキ. やや硬質.

口径 240 口融剖は慣ナデ.胴師外面は斜位へラケズリ 砂を多〈吉み白色粒子‘赤色粒子が No. 128 

151 土師器 甑 器高 <156> 撞.臨方向のミガキ.内面はへラケズリ憧ナ 目立つ.赤禍色、一陣鳳褐色.桂成

底径 デ.更にミガキ. は良肝.

口径 (280) 口酬は償ナデ…は刷…川腕多く吉み一赤色汁 l田 163 ， 58
152 土師僧 甑 器高 <52> ミガキ.内面はナデ龍、健なミガキ.ロ揖師は が目立つ.鳳褐色及び茶褐色.壊成 7

底径 一 短く南端師はつまみ出される. は良好.

口径 (300) 口瞳師繍ナデ.嗣部外面桝位へラケズリ韓ミガ 貯を多く含み.白色粒子、赤色粒子 No‘ 306, 743 

153 鋸高 <72> キ.口融師の内面積方向のミガキ.胴師へラケ が目立つ.赤褐色且び鼎穐色. 構成

底径 ズリ桂ナデ、更に粧方向的確なミガキ. は良肝.

1イ上州
口径 (306) ロ縁部は横ナ7. 胴劃外面i立劇位ヘフケズリ桂 白色粒子、赤色粒子を多〈含む. 茶 No.335.981 

甑 器高 <78> ミガキ.内面は閉師から雌方向田ミガキ.口録 褐色.構成は良肝.

底径 師は短〈外反する.

口径 310 口融部構ナァズ.リ胴部外薗臨位へラケズリ雄、軒 I 白色粒子.赤色粒子を多〈吉む. 茶出 1020 . 1050 ，

155 土師器 甑 器高 <145> 償位ヘラケ .更にミガキ.ロ揖部内面は様 褐色及lJ緑色.焼成は良好 1 1051

底径 ー ミガキ.胴師内面へラケズリ憧ミガキ.

口径 (300) 口瞳師は繍ナデ.胴師外面は眼健ヘラケズリ桂 白色粒子‘赤色置粒子金古u. 茶褐括5

156 土師器 甑 器高 <65> ミガキ.内面はナデ桂槽なミガキ.口融聞は短 色及び暗偽色.焼成は良野.

底径 一 〈外Eする.

口径 300 口組師は慣ナデ.胴師外面は軒1iI.へラケズリ桂 白色穐粒子、事色世を事〈吉u. ;Ji' 7貝 ， SY-3

157 土師器 甑 器高 <100> ミガキ.内面は顕師が慣方向のミガキ.胴師は 褐色.焼成は良師.

1底径 へラケズリ桂、眠方向のミガキ.

158 土劃品 主脚 底lf92X821m.高さ <177>皿. ，No.同8

159 土劉品 主脚 tl:86X8晶D，高さ <145>国.. No. 159.328 

160 土製品 1 主脚 l庫さ 75x <51>凪高さ <146>叫 No. 47.60 . 1回

161 土製品 丸玉 僅lOX 9!;皿厚さ 7圃重さ0.68g. 貝4811

162 右製品 丸玉 怪9X銑圃厚さ8田重さ0.92go 括

163 陸J:I品 刀子 1憂さ <99>皿刃師幅7圃，背幅4圃I 柄師幅』聞，背帽3.... No.333 

164 I 酷製品 刀子!長さ <89>園。刃師幅11圃背幅3圃柄師岨7圃.脊幅3叫 No.111 

165 闘晶 |刀子， llð'34油岨?圃骨幅加. No.131 

166 酷盟国品 暗 長さ < 1 53>圃，幅 13圃，背帽h回帽33圃背幅4，且 No. 1回忌

167 1 量劃品 蝿 畳さ <88>園。幅 17園。管幅3・酒、 ,No. I045 
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C 区遺物観察表

( )は権定値 < >は現存値

6 型車線

7 土師揖 量

8 土師輔 置

9 I 土師盟 哩

置

12 土師器 哩

底筏 !匡する.

口径 (122) ロタロ聾酷.ロ揖師は鶏揖で緩やかに外直す 白色阻を吉む. fJ(白色. 桂成は食 No.38 
13 型車器 l 畏暗豊

14 

15 聾

S 1 ー 102遺物観察表

番号器障 器形 法量(圃) 手法の特 徴 胎土 ・色開・ 焼成 備 考
口径 (142) 口容酷から底師はへフケズ リ 桂 ミ ガキ. 内面は | 白色粒子、赤色世を古tr. 褐色焼 括3

士師器 坪 器高 叫0> ミガキ成は且肝.

底径
口径 ロ揖師は慣ナァ. 胸部外面はミガキ 下端師は 白色担子を吉むは.良買褐色、 111樋色、 括1

2 土師器 畳 器高 <56> 斜位ケズリ. 内置は斜位ケズリ. ロ睡師は，医師 檀同色.焼成 掛.

底径 76 で紐やかに外反する.

口径 (150) 胴部外面は斜位へラケズリ憧ミガキ.内面はへ 白色粒子惜、色.直焼明桂成子 赤色植を古 括2
彊 器高 <50> ラナデ憧ナデ. む.壇 は良好.

底径
4 有JI品 睡型 長さ 80.圃幅山田. 厚さ 4.5圃.重さ 9.241. No.2 
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手 法の特徴

畏さ44.，帽21園。庫さ 19mm.1Iさ 29.49g.

胎土 ・ 色測 ー 焼成 備帯

主l

徴
一

法

石
手

一日

量

孟

ー
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一
法
一
H
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可
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遺
一
線
一
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一揖

一
一様一石

l
τ
骨
一

S

一
番
で

胎土 ・ 色調焼成 備考

""6 
S I - 107 造物観察表

番号 器種 総形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 ・ 色閥焼成 備 考
ロクロ聾形. 底闘は回転糸回り桂、周瞳闘を手 砂を吉Ù. 鳳燭色. 焼成は良時. No.19 

土師鱒 町 器高 (21) 持ちへラケズリ . 体師下端は手持ちへラケズ

底径 61 リ . j} ーボン唖着による緑色処理.

口径 |一頭…デ仕上げ口酬は細くつ 砂を古む. I事惜色. 焼成は良軒. 括2

2 土師器 手担土器 器高 <33 > まみ出される.

底径 40 

口径 ロクロ聾形. 底師は全面手持ちへラケズリ . 轍密で白色樟粒子を温かに吉む. 槙 括 1 . 底師外面
3 土師指 'f 器高 賀同色. 焼成は良好で硬質. に畢寄『白 j ワ

底径
4 石器 砥石 長さ 80圃I 幅75町田厚さ 55回。亜さ 4制 04go No.1 
5 石器 凹石 畏さ 15四.幅56聞，庫さ 41刷号車さ 19 1. 84go No.21 
6 土1'1品 主脚 高さ <38>醐I 厚さ <48>冊、 No.25 
7 石器 砥石 畏さ6加。幅41冊。厚さ 39mm.重さ 89. 83go No.11 

S 1 ー 108 遺物観察表

番号 器慣 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調焼成 備 考

口径 (123) ロクロ聾出. 底部は回転糸切り苗.未聞盤.体 亦色世を古む. 茶褐色. 焼成は良 No.l 
土師器 係 器高 <36> 部下端は来開盤。 軒.

底径 58 
口径 ( 114) ロクロ整形.底部は回転糸切り桂、未聞聾.体 …制白…を古む IN02

師 器高 40 師下端は未開聖. 髄江*は良肝.

底径 (58) 

口径 (140) 口縁部は償ナデ.体師から底部はへラケズリ後 砂を多〈吉み、白色粒子が 8立つ. No. 1 

'f 器高 38 ミガキ.内面はミガキ. 焼成は良好.

丸平底
(200) 口縁部は機ナデ. 体師から底部はへラケズリ桂 轍密で白色粒子と赤色世子が目立

係(盤) 器商 <33> ミガキ. 内面はミガキ. つ圃焼成iま良肝.

丸平底

S I - 109 遺物観察表

番号器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調 ・ 焼成 備 考

口径 (126) ロ韓師は概ナプ桂 丁宿区なミガキ. 体部から底 白色粒子、赤色粒を吉む.黄禍色. No ‘ 36, j7ド
土師器 停 器高 31 部はヘラケズリミガキ.内面は丁$なミガキ. 焼成は良静.

丸底 内面は樟による黒色処理。

口径 123 l口問吋丁一キ体制叩「色粒子加を吉む明他 Nロ.11

2 珂て 器高 46 はヘラケズリ桂ミガキ.内面は丁啄なミガキ. 焼成は良肝.

丸底 内外面ども揮による黒色処理.

口径 (叶…ナデ胴…慣一市 白色桂子赤ーむ外「h2526
3 畳 器高 112 ミガキ. 胴曲内面は慣位へラケズリ桂ミガキ. 褐色.内面は褐色唱焼成は良好.

胴経大径< 155> ロ揖師は禦揖で内湾する.

口径 (1臼
4 土師器 鉢(揖) [器底径高 <110> は慣位ヘラケズリ世ミガキ.内面はへラナデ 桂成は良野.

一 桂、提なミガキ.

口融師は僕ナデ. 胴師外面は横位へフケズナデリ: [ 白色枝子を吉む. 鼎褐色、揖褐色、 No. 5. 22, 23 
5 土師器 唖 器高 <51> 口融師内面はミ直ガ踊キ.的胴に師はへラナデ憧 俗色. 焼成は良好.

胴最大径 126 ロ畠田は禽躍で 聞く .

口径 (138) 口瞳師償ナデ.胴部外面躍位へフケズリ接、上 白色粒子、透明粒子、 111色粒を吉 No. 18 

6 土師器 彊 器高 <132> 学を償位へラケナズデリ 下位は斜位へラケズリ. む. 同色.焼成は良好.

底径 内面へラナデ笹 口揖師緩やかに外匠す

胴最大径(150)
る. ロ量端聞は鋭〈両端がつまみ出される.

(l65) l1 ロ睡師は慣ナァ.内胴師外面は躍デ位聾ケズリ桂、斜 砂を多く吉み、白色粒子が目立つ. No.28 
聾 器高 <90> 位へラケズリ . 面はへラナ ナデ. ロ縁部 外面は揖褐色褐色.内面は明禍

底径 は繁揖で、大きく鍾やかに外Eする. 色.焼成は良静.

口径 (172} 「嗣t炉問面は雌へ… 砂を多く古み、白色粒子と赤色粧が No.2 
B 壷 器商 <69> 桂、制位へラケズ、大Y .き 内面はへラナデ笹ナデ. 目立つ. 外面は黒岡色、内面は明褐

底径 一 口揖師は禦畿で く緩やかに外反する. 色.能成は良好.
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口径 個師外面はヘラケズ"桂、櫨なミガキ.嗣田内 砂を多〈古む. 1廃褐色.腫躍は不 No. 13 
9 土師器 置 器高 <38> 面はへラナデ後ナデ. 良.

底径 (62) 

|ロ酬は慣ナ7 …は雌へ…揖 置密だが砂つ金.吉み茶‘白色粒子と務色 No.29 

10 土師輯 <38> ミガキ.胴師内面は斜面買位へラケズリ世.11な 粒子が目立 陣邑噂焼成は不
63 ミガキ.ロ瞳師は*睡で、繊やかに外Eする. 良.

11 膏 畏さ97皿.幅日皿厚剖』・.置さ 380.92g.・ No.IO 

12 土E製品 前蝿車筏56x54圃 III さ 250・車さ85.13g.， No.34 

S I - 11 0遺物観績表

番号 器積 器形 法量(圃) 手訟の特 徴 胎土色調・焼成 | 備 考

土師器 ff 
口径 (20) 外面柵ナズデリ種i食 、 T.なミガキ.体師から底聞は 制で叫粒子金値"'I:~Ù. 鋹I I悟 1 0

| 糊}l平底 ωへラヶ 、 T撃な ミガキ・底面は政射線状 惜色.構成は良肝.
に近いミガキ. 内外面とも障による黒色処理.

口径 77 外面はへラ園町ナデ…ナデ汁時〈吉む制ι… 括4

2 土師輯 手国土器 器高 <32> 師は直線的で、観〈つまみ出される. 師.

底径 44 

口径 (刷…ーへ……「砂金多〈吉み純一色制 括7

3 土師酷 調眠時 器高 <55> 'へラ圃瞳世ミガキ.内外蘭とも>Ii'躍される. 子が目立つ. 1II地は棋貨禍色. 桂成

底径 は良軒.

口径 (66) 酬師外国はロ踊師から閉師にかけて酷lll:へラケ 砂を多〈宮み.緑色拍子と白色桂子 括6

4 土師器 哩 器高 <76> ズリ.胴師へラケズリ憧ミメ1'<-. 内面はへラケ が目立つ.棋惜色. 桂成は凪肝.

底径 ズリ世ナデ.

口径 胴師外面は眠位ヘラケズリ世ミガキ.胴剖内而 砂を多〈吉み、白色世干ーと赤色粒子 1�5 

5 土師器 畳 塑器段商2k <110>
は制{立ヘラケズリ憧ナデ. が目立つ.世惜色.悼成はJUf.

筏 (88)

6 石製品 前帽E駆 径42X 4411D.厚さ駒田，量さ 2 1. 14g.両面に融剖による宜陣.上面は渦巻き宜、下面は直盟主が施される. 括1

7 石劃&， 1 量陣&， 畏さ 24圃i 幅20.圃.庫さ 2.5岨亜さ 1.49g. 括5

8 樺 畏さ 32醐I 岨3面白.厚さ 7皿.1Ilさ 8.288・ 括2

9 碑 畏さ 38珊i 幅41on，，If.さ 13皿亜さ 17. B18. 指3

10 輯 畏さ 6""冒I 幅65皿./!Jさ山田I 亜さ 7 1. 92gQ 外周陪4

v ' ﾁ ., " 
番号| 器磁掛 形 法量(回} 手 法の特徴 胎土 色澗焼成 備 考

口径 (56) 日韓師から体師は斜償位へラケズり . 内面はへ 赤色樟粒子、白色融粒子を多く古 No.27 

土師器 昨(踊} 標高 68 ラ開聾憧ナデ.内外面とも赤書される.ロ揖師 む.素地は暁貰偽色. 壊戚は良軒.

ほ径 44 
は内海し、体師は薄手に仕上げられる.

口径 (87) 体部外面は慣{立へラケズリ 基師t主催位へフケ 赤色樟粒子、白色微粒子を多〈宮 No.l 

2 総高 <66> 
ズリ桂償{立へラケズリ.内面はへラケズリ桂ミ む. *地は憤賞惜色. 焼成は良好.

底筏
ガキ.内外面赤持される.

口径 脚部外面は臨{立へラケズリ憧ミプ'1:キ.内薗は償 赤色微粒子、白色撤粒子桂成多くを吉 No.23 

高卸脚師 総高 <61> 位へラケズリ.外面は赤書される. む.禦地は暁賀惜色. は良好.

底径

口径 133 口融部は慣ナデ.胴師外面は制位へラケズリ撞 砂を多〈宮み、大世の赤色粒子が自

4 土師器 置 俸高 <31> ミガキ.胴師内面は斜位へラケズリ桂ナデ.ロ 立つ.茶禍色且日暗闇色.焼成は良

底径
揖師は短< 111王垂直に立ち上がる. 好.

口径 (J 94) 口線師は一段町制位へ7ケズリ撞ミガキ. 胴部 砂を多く吉み、白色粒子と樺色徴粒

5 土師器 蝿 器高 <88> 
外薗は斜{立へラケズリ桂ミメ1，キ.内面斜位へラ 子が目立つ.茶褐色及び暗褐色.焼

底径
ケズり憧サデ. 成は良好.

口径 胴剖外面は軒{立へラケズリ桂ミガキ.胴師内面 砂を多く古み、白色粒子と赤色粒子

6 土師器 畳 器高 <35> 
はヘラナデ揖ナデ. が目立つ.茶褐色及び暗褐色.焼成

底径 56 
は良好.

7 石器 砥石 長さ 156un，岨田園。厚さ 2'"・.亜さ 342.6g. No.12 

8 軽石 長さ 110.圃，幅14圃. 庫さ 56<圃重さ 99.99g. No.2 

9 土製品 1 主脚 ;1;さ <103>回径 125圃. No.20 

10 土製品 | 主脚 高さ .57圃僅 141 x 122-.. )No.18.......22 

S I - 11 2 遺物観察表

番号l 器種 務形 法量(皿) I 手 法の特徴 胎土・色餌焼成 備 考

口径 o附ロタロ一一手持…ズリ体|一色融担問色樟…|指3
原 器高 (38) 部下端は来園短. かに吉ù. 暗褐色且日茶褐色.ニ肱

底径 (68) 桂成を畳けて脆い.

口径 叶クロ聾躍底一 No.2 
2 土師器 係 器高 42 下端は手陣らへラケズジ. む.11褐色.ニ11<焼成を受ける.

底径 (66) 

132 |一一は回日町周晶画H 融密で白色』盤、赤色植を僅かに吉

3 土師器 45 持ちへラケズ~ . 体師下端は未聞瞳. む.揖褐色. 焼成は良好.

62 
口径 114 口瞳師は慣ナァ憧ミガキ.体闘から底師はへラ 附で白色敵艦ー嗣子植を|蜘

4 土師器 ff 器高 35 I ケズリ檀ミガキ.内面はミガキ.内外面とも 吉む.凪褐色.焼成は且持.

丸底 !カーボン強調'による黒色島理.
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5 if 
底径
口径 (30) ， ロクロ瞳形. 体田下蝿は手陣らへラケズリ.ロ I瞳tt.密で白色揖恒子、赤色恒子はを吉良

6 土師鶴 時 担率 “1)樟師は外反する. 世褐色.一師鳳色.焼成

7 土師輯 係

g 土師冊 係

9 土師輯 昨

10 1 上師器 輔

皿

12 土師揖 聾

13 土師" 畳

14 1 土師器

S I - 11 3 遺物観察表

番号l 器種 器形l 法量(皿) 手 法の特徴 胎土色調焼成 1 備 考

130 体師から底部はへラ圃聾桂ミガキ. 内面はへフ 輯密で赤色揖桂子と白色担予を僅か No.38，括

土師器 蝿 器高 <53 > 園整笹ミガキ. 内外面とも赤帯される. に古む.素地は暗褐色. 構成は良

底筏 金子.

口径 NO.34 
2 踊 器高 <57 > 圃聾笹ミガキ. 内外面とも赤帯される.口融剖は茶褐色.構成は良野.

底径 ー は短くつまみ出される.

口径 o汁酬明田一睡…内面はへラ蜘で白色撤粒子と赤色… No.42 
3 土師器 回 器高 <66> 圃聾憧ミガキ.内外面とも赤帯される. む.楽地は暗褐色.提成は良好.

底径 46 
口径 143 口融部から底師刷毛調控桂ミガキ.内面はへラ 軍密で白色樟粒子、赤色粒子を古 No.35 

4 土師器 瑚 器商 61 開設憧ミガキ. 内外面とも赤草される.口融師 む. j帳地は赤褐色.縫成は良軒.

底径 36 直蹄的に聞き、口融端師鋭〈つまみ出される.

口径 ロクロ畳居.底部は回転糸切り雄、周縁部を手 撤密で細かな砂を宮tt. 白色徹徹子 括2

5 土師器 原 線高 <13> 持ちへラケズリ . 体師下端は未聞盤. は僅かである.帯地は瞬惜色.焼成 底部外面に盛

底径 66 は良9干. . r者。 J

口径 193 口融酷から体聞は刷毛調整桂ミガキ.胴囲内面 白色粒子を多く吉む.;ffi同色・ =11: No.39-1 
6 土師器 鉢 器高 120 はヘラ副壷ナデ.底部はへラケズリ.口融師は 焼成を畳け 醐縄色. 焼成は良静.

底径 54 畏く内湾する.

l 口径 (40) ロ酬は慣ナデは斜ー位は斜位一時 樟密で細かな砂を多く古む.白色掛 No. 9, 11 , 13 , 14 
7 土師器 聾 器高 < 130> ミガキ. 内面 へラケズリ桂ナデ.ロ揖師 状物を僅かに吉む.同色.焼成は且 .27

嗣最大径 182 は内拘電気味に立ち上がる. 皇子.

口径 168 l| 口融師は内外面とも掴かい畠'1毛聞デ聾憧.ナ胴闘は刷 砂を多く宮み、白色徹桂子が目立 No.37, 39, 40.4 
8 土師鰭 彊 器高 <I 18> 毛調整桂ミガキ. 内面はへラナ デか. つ. 按茶畑色. 焼成は良軒. 1 

胴最大径 (80)

口径 胴師外面はへラケズリ. 内面はへラナデ憧ナ |…と l 酬を多備悼色.む・焼外成面 陶 1

置 器高 <32> 1 デ. は漫褐色、内面は接買 は

底筏 74 不良.

口径 (56) 口融部は慣位の刷毛圃聾.顕師から胴聞は斜慣 砂時〈吉み純一門恥 43.54
10 土師器 彊 器高 <88> 位の刷毛圃聾.内面は掴酷から胴闘はへラケズ 目立つ. 偶色.桂成は良好.

底径 リ憧ナデ.

口径 138 口瞳闘は領位の刷毛圃聾.覇師は眠位胴師は 砂を多く吉み.白色粒子と稼色粒子 No.36 
11 土師器 置 器高 <77> 軒位の刷毛聞盤.内面はロ揖師が横位晶'J 'fo圃 が目立つ.褐色. 焼成は良好で硬

底径 畳.胴師はへラナデ憧ナデ. 賀.

器高 <129> 胴師外面は軒位向刷毛圃聾. 内面1胡暗闇聾笹 視い砂を多袖〈吉み‘白色撤粒子が目 No.39-3 
12 土師器 彊 胴最大径 252 ナデ.1Ii師はへラケズリ . 立つ.楼色.焼成は不良.

底径 64 

13 置

器高 〈300〉 i|胴部外面は刷毛聞置世へラケズム更にミガ I祖立い砂を多く古み、白色融桂子が目 llh3, 5.u~ 
胴最大径 320 1 :キji圃内置は軒位へラケズM檀.底部から描き上 つ.赤褐色.焼成は良野 119.38. 柑-52
底径 14 整憧 ミガキ.
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14 1 土師揖

15 1 土師器

16 1 土師輯

げ l 土師器

18 1 土師鱒

19 1 土師器

量(田) 手法 の 特徴 胎土 色闘 ・ 焼成 備考

口径 刊両前井面面扇面白へヲケズリ.内面はへラナデ |砂を多く含み.白色世子が 8立つ. INo.I.2.3 
器高 〈幻〉降ナデ外面は檀間色、内面は晴褐色. 桂成 !
底径 56 1 は良肝.

2 1 石鰭 | 砥石 墨さ 1日圃，幅580lIl，揮さ 370lIl，重さ 4 42 自動 No.4 

S I - 11 5 遺物観察表

番号 器官匝 器形 法量{皿) I 手 法の特徴 胎土色割 ー 焼成 備 考
口径 130 非ロクロ. 体師から底師はヘラケズリ桂、巾広 白色粒子赤色粒子を古む. 貨同 No. 7 

土師器 係 総高 138 のミガキ. 内面はヘラ開盤憧維なミガキ. 色、慣褐色、鳳畑色. 焼成は良師. 底剖外面に量

底干王 75 寄 「凶j

(118) ロクロ聾形.底聞は回転糸切り桂、全面手陣ち 白色粒子鳳色世倒的・|括2
2 土師器 何t 器商 40 へラケズリ.体師下端は手陣らへラケズリ . 明褐色、慢褐色.焼成は良好.

底径 60 
口径 120 ロタロ聾陪. 底部は回転糸切り桂未聞畳. 体師 白色粒子原色誼を古む. 乳褐色、 括l

3 土師器 勾t 器高 36 下端は巾の狭い手陣らへラケズリ . 外面底部付近感僧色. 焼成は良肝.

底径 64 
口径 (122) I ロクロ整形. 底部は回転糸切り桂周曲師を手 白色桂子、黒色胞を吉む. fl褐色. INo.l 

lf 器高 39 持ちへラケズリ . 体師下端は手陣ちへラケズ 桂成は良軒. 二次雄戚を畳けてい

底径 75 日 . る.

口径 120 |ー形一止…圭… 白色粒子.赤色世を古む. 鳳褐色 No.11 
5 土師鰭 坪 器高 36 I ~ラケズジ . 体師下端は未聞瞳. 底師に111貰 一部檀褐色.焼成は良肝.

底径 80 1 "、
口径 122 ロクロ盤~.底部は全面手持ちへラケズリ.体 白色粒干、赤色位を古む. 揖褐色、 No.14 

6 土師器 耳 器高 <40> 師下摘は手陣ちへラケズリ . 内外面にスス付 黒褐色.焼成は良好.

底径 (76) ，管.

口径 203 ロ揖部は慣ナァ.胴師外面は棋位へラケズリ 白色粒子、赤色拍子を古む.槙禍

7 土師器 畳 器高 122 桂、下聞は斜位へラケズリ . 内面は梱位へラナ 色、褐色.燦成は良酔.

底筏 デ憧ナデ.日韓端師は短くつまみ出される.

口径 178 ロ瞳聞は償ナァ. 胴師外面は揖位ヘラケズリ憧 白色桂子.赤色粧を古む. 権褐色、 No.3 
8 土師器 型 器高 <70> ナデ. 内面はヘラナデ憧ナデ. ロ韓蝿師は丸み .同色.桂成は良評.

底径 をもち、つまみ出される.

口径 222 ロ属部は慣ナァデ.憧胴師外面は斜位へラケズリ. 白色桂子を吉む.禍色.桂成は良 No.16-1 
9 土師器 彊 器高 <50> 内面はへラナ ナデ. ロ樟端部は阿蝿が短〈 野.

底径 つまみ出される.

10 蝿 畏さ 72m.幅 107圃，厚さ 19圃， 車さ 193.88g・ INo.lI 
11 石締 l 砥石 畏さ""皿幅74圃，厚さ 3...... さ 115.61 g. |出 10

S I - 11 6 遺物観察表

番号| 寄寓器 形 法量(圃) 手 法 の 特徴 胎土色調 ・焼成 備 考

口径 131 ロクロ重層. 底部は停止糸切り桂、全面手持ち .密で白色誼粒子を古む哩.置ヨ.健地は揖 'マドNo.I
土師器 盤状耳 器高 88 ヘラケズリ.体師下端は手持ちへヲケズリ.内 黄褐色.焼成は良肝で

底径 36 外面とも揖帯される.

口径 胴師外面はヘラケズリ憧ナァ.内面はへラナデ 個かな砂を多く宮み、白色融桂子が No.2 
2 土師睡 亜 器高 <24> 聾ナデ. 底部はへラケズリ . 口瞳師はコの字状 目立つ.暁貰褐色.焼成は良好で硬

底径 40 に外反する. 質.

147 ロ揖剖は慣ナデ. 胴師ナ外デ面桂はナ多デ村.宜ヘロ睡ラケズリ世 砂を多〈宮み、赤色組子と白色粒子 括1
3 土師録 軍 器iIi <50> ミガキ.内面はへラ 師は直立 が目立つ.明褐色.焼成はE益軒.

底径 に立ち上がり、ロ睡蝿師近〈で外反する.
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立以
口径

器高

S I ー 1 1 7 遺物観策変

番号器種 器 形 法量(・) 手 法 の 特徴 飴土 色刷焼成 備 考

口径 (¥ 10) ロタロ聾l!l. 1li闘は回巨象切り世.凪揖師を手砂位、白色世会吉む. 明茶褐色. 韓両 27

土師器 耳 器商 35 押らへラケズリ.体師下蝿は手陣らへラケズ 成は良岬.

底筏 (61)リ .
口径 116 「タロ唖形…剛山 2…酬白酬を吉む酬II!~ Ij! No. 2. • 

2 土師輯 時 棒高 41 面手神ちへラケズリされるが宵略されている. 成は良好.

底筏
71 体部下端は手持ちへラケズリ.

口径 122 ロクロ瞳形.ズE師は回怯糸切り陸、刷融師を手 I砂担、緑色大胆.肝学週で明軟世を古む. 出 11
3 土師器 耳 器高 39 持らへラケ リ . 体田下摘は手陣らへラケズ 明褐色. 樟成は良 質.

底筏 64 
リ .

(¥34) ロクロ聾l!l. 1li聞は回転糸切り糧、企画手持ら 砂粒.綜色胞を宮む. 明褐色. 構成話7
4 土師務 耳 器高 (43) へラケズリ. 体師下摘は手陣らへラケズリ . は良岬.

底筏 43 

口径 (¥ 15) ロタロ聾陪ケ.ズE聞は回転糸切り種、同韓師を手 白色世子赤色世.砂担金吉む. 檀 括4，A
5 土師器 珂 骨量高 37 持ちへラ ジ . 体田下捕は手持ちへラケズ 成は良肝.

底筏 64 
日 .

口径 116 ロタロ盤蹄. 庇帥は回転糸切り憧‘全面手陣も 砂粒.白色粒‘務色世を吉む. 棋貧 No.IO 

6 土師輔 'f 器高 40 へラケズリ だが半分省略される. 体師下摘は手 褐色.桂成は良岬.

底干王 70 持ちへラケズ日 .

口径 (¥20) ロタロ瞳陪. 底師は回転糸切り憧‘周瞳簡を季 大粒の白色粒子、赤色粒子を吉ù. 陶 13. 括9

7 土師穂 係 器高 <40> 押ちへラケズリ . 体師下捕は手持ちへラケズ 明倫色. 桂成は良好.

底径 68 リ . 内面は胤色処理か.

8 1 判
口径 125 ロクロ亜躍. 底師は回転糸切り桂、周植田を巾 砂世、白色粒、赤色粒子を古む.暗 括i

'f 棒高 41 の暁い手持ちへラケズリ.体師下端は三手持ちへ 褐色.焼成は良肝.

底径 81 
ラケズリ.内面は鳳色処理か.

口径 (¥ 18) ロクロ聾醇. 底師は回転糸切り雄、全面手陣ら 砂粒‘務色世を吉む.世同色.焼成 話8

9 坪 器高 42 へラケズリ . 体師下端は手持ちへラケズリ . は良好.

底径 (69) 

口径 {¥22 ロクロ聾形. Ili師は回転糸切り憧.周祖師を巾 赤色位砂世会吉む.世偽色.瞳戚括2. '

10 土師器 坪 器高 41 の狭い手持ちへラケズリ.体師下端は手陣ちへ は良時.

底径 71 
ラケズリ .

口径 112 ロクロ整形. 医師は回転糸切り世、全面手持ち 砂粒を吉む.世貧惜色.焼成は良 No.l 

11 土師器 'f 器高 40 へラケズ人体制下端は手陣もへヲケズリ. 肝.

底径 74 
133 ロクロ整形.底部は回転糸切り撞未聞盤. 体師 砂粒.石英を吉む. 鼎褐色.焼成は No.14 

12 土師器 昨 器高 44 下蝿は未聞唖.内閣は黒色処理か. 良好で軟質.

底径 52 
口径 (¥2l) ロタロ聾躍. 底剖は回転糸明り後、同揖陣を手 砂粒、赤色世を古む. 世褐色.桂成 出 8 括 14

13 土師器 局t |器高 39 持ち，、ラケズリ.体部下端は手持ちへラケズ は良師.

底径 (68) 日 .
口径 120 ロタロ置形. 底師は回転糸明り桂.全面手持ち

14 土師器 即 器高 45 へラケズリ . 体部下端は手持ちへラケズリ. 談明禍色.焼成は良好.

底径 68 
口径 (¥22) ロクロ聾形.底部は回転糸切り桂、周韓師を手 砂位、白色粒子を宮む. 棋暗褐色 No. 15 

15 土師器 時 器高 41 持~~ラケズリ . 体師下捕は手持ちへラケズ 焼成は良好.

底径 <76> 
リ . 内面黒色処理か.

口径 (¥ 18) ロクロ盤形. 底師は回転糸切り桂、全面手持ち 砂位、白色胞を宮む.棋褐色.焼成 括13

耳 器高 36 へラケズリ . 体部下端は手陣もへラケズ日 . は良時.

底径 (76) 

口径 (24) ロクロ聾形. 底師は回転糸切り桂、 5図的矢. 細かな砂、赤色融粒子粘土粧を多 No.5 

17 土師器 珂t 器高 37 技手持らへラケズリ.体師下端も 5園町矢車状 〈吉む. 按偶色. 焼成は良好で敵 体師外面に屡

底径 73 
手持ちへラケズ，. 置. . r 図 j

口径 (¥ 10) ロクロ盤形. 底部は回転糸切り積、周揖師を手赤色粒子、小砂利 (2四九金冨母を 括3.'
18 土師器 係 器高 37 持ちへラケズリ.体師下端は手陣らへラケズ 1多く吉ù. 明禍色. 堰成は良評. 体師外面に艶

底径 68 日 . • 口径 116 ロクロ畳居間は回…憧周嗣H 脚白色…む樟… |陶 12
19 土師器 時 器高 38 持ちへラケズリ . 体部下端は手持ちへヲケズ 成は良好で軟質. 底師外面に劃

底径 64 ・ .rキj
ロタロ聾形. 底闘は回転糸切り桂、周揖師を手 砂位、赤色阻を吉ù. 世間色.焼成指11

20 土師器 <12> 持らへラケズリ 体師下端は手持ちへラケズ は良好. 底部外面に格

(68) リ . |子慣織の組剖

口径 (¥24) ロクロ彊躍. 底部は回転糸切り憧未聞聾. 体師 白色粒、砂位を宮む.明褐色.綾成No.7 

野 器高 <39> 下端は手持ちへラケズリ. は良軒で軟質. |底.部内面に割
底径 59 

rXJ 

口径 (118) |l ロクロ聾ズ形リ.ー 底部は回転糸切り檀 全面手持ち 赤色組、白色粒子、焼半透成明は世.砂位指19
22 土師器 耳 器高 41 へラケ リ . 体師下端は手持ちへラケズリ. を古ù. 淡明褐色 良好. 体部外面に畠

底径 69 ・f市耐j
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原

'" 
際

旅

27 土師輯 郎

S不

29 土師器 | 凪

30 土師楊 皿

31 1 土師器 血

32 1 土師器 型

33 1 土師器 聾

盟

35 1 土師器 哩

36 1 土師器 聾

37 1 君恵器 広口聾

38 土師器 哩

39 I 土師器 | 聾

S I ー ] ] 8 遺物観察表

番号 器種器 形 法量(田) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色調・焼成 ! 備 考

口径 (140) 口瞳師から底部はへラケズジ桂ミガキ.内面は 砂を多〈吉み、旅色樟胞子が目立

土師器 耳 盟高 <33> I へラ圃盤桂斜位のミガキ. ロ揖端部は内閣に つ.世褐色.構成は食肝.

底径 巻き込まれる.

口径 {160)〉 i|1内3ロ0吋揖面こ師は慣ナデデ.桂胴田外面は駐位へラケズリ. 砂を多〈吉み 白色世粒子が目立 INo. 1, lI，信
2 量 器高 <93 はヘラナ ナデ.ロ揖師は:11睡で、緩やっ.茶褐色.焼成は良降.

底径 外反する.

153 口瞳師は慣ナデ.周回外面は斜位へヲケズリ世 砂を多〈宮み、赤色融胞子が目立 陶 9，括

3 聖 器高 (78) ミガキ.内面はへラナデ櫨ナデ.ロ揖師は禦畠 つ.黒褐色.焼成は良軒.

底径 ー で.級やかに外匡する.

4 1 融劃品 1 酷 長さ <58>圃厚さ 4. 5x3. saa. 持。 8

S I - ]1 9 遺物観察表

量(圃) 手法 の 特徴 飴土色調・焼成

口蚕 (146) 1 口録舗は慣ナデ.扉訴から盛岡はへラケズリ後|砂を多〈宮み、白色置桂子が目立
器高 <40> I ミ ガキ.内面は日韓刷、ら底部にか吋てミガ !っ. 暗褐色焼成は良好.
底径 一昨日制は融分外反する.
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口径 (26) 1 ロ揖聞から胴田は際世へ亨ケズリ.内面は口揖 | 白色胞子、赤色桂子を吉Ù. 賃借
総高 <64> I聞が慣位へラケズリ世ミガキ.岡田はへラ圃聾 |色提成比良肝.
底径 |憧ミガキ.
口径 |胴部外面は制位へラケズリ . 底師はヘラケズ |砂を多〈吉み.白色組子が目立つ.
総高 <20> I リ.内面はへラ圃聾世ミガキ縄色.桂成は良揖.

阜盆一一 (66)

S I - 120遺物観察表

番号 器極 総形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 ・色欄・焼成 備 宥

口径 (28) 非ロクロ堕形.ロ曲師は慣ナァ. 体師から底師 瞳睡で白色微粒子は.事良軒色.粒子を宮 No.20, S 卜

土師器 旅 線高 39 はへラケズリ.内面はずデ仕上げ.口瞳蝿師は Ù. 明禍色.桂成 119, No. 2 

底径 82 外反気味に小さ〈つまみ出される.

口径 (10) 口融師はへラ嗣唖盤、償{立のミガキ.内面はミ 世密だが砂を多〈宮み、白色融粒子 r.>1 
2 土師器 柑 器商 <39> メプキ. 胴師はへラケズリ陸、償位のミガキ. が目立つ.旗掲色.蝿成は良好. 3と問一個体.

底径
口径 (04) 口融師はへラ聞聾桂、臨位のミメ'".内面はミ 離密で赤色位、白色粒子を吉Ù. 明 No. 16, 34. 

3 土師揖 直ロ畳 器高 ガキ. 嗣師はヘラケズリ桂、慣位のミガキ.底 偽色.焼成は良好. 括. sト1\9

底径 30 師はへラケズリ世ミガキ. 2と同一個体.

口径 129 ロ揖師はへラケズリ桂ミガキ.胴師から底師は 措置で白色粒子を宮む.焼成は良 NO.2 
4 土師器 k旬 器高 77 I~ラ ケズリ桂ミガキ.内面はへラ関車桂ナデ. 時.

底径 33 内外面とも赤軍される.

口径 130 飾部外面から脚闘は制慣{立へラケズリ1&.眠位 轍置だが白色角離を事〈古む.暗掲 No. 1 
5 土師器 両町杯 器高 101 のミガキ.デ.内面は繍位のミガキ.脚師内面はケ 色且び黒褐色.焼成は良岬. 蹄入品かっ

裾部径 80 ズリ桂ナ 郎副は内外面とも赤彩される.

口径 162 郎部外面は臨{立のハケ醐聾桂、慣{立ミメfキ.>1' 願倍だが白色角慣を多く古む.暗岨 No.3

6 器商 121 町下位から脚師は眠位ミガキ.郎副内面はハケ 色且びm縄色.慌成は良肝. 開入品か。

軸部筏 開盤後ミガキ.脚部上田がヘラケズリ 下師は28 
ハケ間聾憧ミガキ.内外面とも赤窮される.

H出部符 111 
口径 脚部外面は世位へラケズリ後ミガキ.内面は償 白色位、亦色世を古む.明惜色.焼 No. <1 

7 土師器 高節 総高 <85> 位ケズリ.亦師内面はミガキ.赤彩される.杯 成は良好.

裾部径 124 部と脚師の接告はソケット式になっている.

口径 ロクロ整形.底部は全面手陣ちへラケズリ. 融密だが細かな砂を多焼く成、赤は色良揖粒 括2.JÆ陣内面
8 土師器 >1' 器高 子が目立つ.世間色. 軒. に..'尭j

底筏
口径 (85) ロ揖師は償ナァ.胴師外面は臨位へラケズリ 砂を多く吉み、白色種世子が B立

9 土師器 哩
総高 195 桂、上位を横位へラケズリ.下半を斜位ヘラケ つ.暗褐色.焼成は不良.

底径 62 ズリ.内面は斜位へラケズリ憧ミガキ.

胴長E大径 216
口径 133 口瞳師は横ナデ櫨 師慣位へフケズリ.岡部 赤色粒子、白色粒子を古む.棋同 NO.28 

10 上師器 唖
器高 132 外面は臨iíLへラケズリ躍、下半部は斜横位へラ 色晴褐色.焼成は良好.

底径 20 ケズリ.底部へラケズリ.内面は欄位へラケズ

腕最大径 143
リ桂ミガキ.

<183> 口伝聞へ……胴部外面州問「色惜…む柿色暗惜 No. 5, 9, 11. 38, 
11 壷 器商 259 毛.内面ロ縁部から胴割はへラケズリ桂ミガ 色.焼成は不良.下師に二世焼成が 39 

底径 76 キ.ロ韓師くの字杭に直輔的に開く. みられる.底部木葉痕.

219 口融部外面構位ヘフケズリ桂ミガ部キ.構胴ナ嗣は科 白色粒子を吉む. 揖茶褐色.焼成は No.18 , 24.29, 3 

148 
位ヘラケズり桂ミガキ.内面ロ踊 デ.胴 良好.内外面とも赤軍~o 0, 41 
部は斜位ケズリ桂ミガキ.ロ睡師は〈の字状に

57 直躍的に聞く.

口径 <165> 調聾1/{はほとんど見えない. 政調整は口組師 白色曹の大粧を多設に古む.暗禍 No. 2. 26 

型
器商 240 は横ナデ.胴部内外面は雌位ヘラケズリ及u'斜 色.焼成は良肝. 蝿入彊かワ

底径 72 位へラケズリされるが 二位開監はロ陸部外面

胴般大径 220
を除いて全面ミガキ.

口径 (14) ロ障師は内外面とも刷毛調整.胴部外面は刷毛 白色粒子を多〈吉Ù. 明褐色.桂成 括3. 住 l
14 土師器 聾 器高 <81> 間堕桂ヘラケズリ、更にミガ字キ.状内面はへラケ は良軒.

底径 ズリ桂ミメプキ.ロ縁師はくの に側< . 

口径 144 ロ揖師外面は指頭整形後ナデ.顕陣から胴師は 鳳色粒子、白色世子を吉む.明禍 No. 31, 34 

15 土師器 広口畳 器高
刷毛聞整桂ミガキ.内面はロ揖から顕師にかけ 色.焼成は良好.

〈時 lて刷毛調整桂躍なミガキ・胴闘はケズリ桂ナ
底径 ー デ.ロ揖師は檀合口睦で畏〈外反する.

口径 胴師外面はへラケズリ桂ミガキ.内面は萌曲が 白色徴枝子、赤色微粒子を吉む.暗 No.36 
16 畳 器高 <60> ナデ.胴師は高坪脚師と同じ粧り戚揮で揖じわ 処色.焼成は且肝.

底径 が掛る.下半は慣{立へラケズリ.

17 1 土醐 |
口径 胴師外面は底部にかけへラケズリ桂ミガキ.内 白色徴世子を古む. /1\褐色. 焼成は No.31 

畳 器高 <32> 面はへラケズリ桂ミガキ.胴下半田は丸みをも 良肝.

底径 44 ち膨らむ.

胴間外面から底部は制慣位へフケズ九嗣師内 白色位、赤色粒子を古Ù. 暗同色. No.22 
壷 器高 <26> 面は小口状の工具による睦位へラナデ.胴下半 焼成は良好.

底径 48 師は丸みをもら膨らむ.

口径 胴部外面は斜位へフケズリ.内面は剰置してい 赤色位、白色柱、黒色担を吉む.暗 No.33 
19 土師器 聾 器高 <25> るがへラケズ日笹ミガキ.胴下半面は外直しな 褐色.焼成は不良.

底径 55 がら立も上がる.

20 瞳 長さ63皿，幅6Oam.厚さ 32皿。重さ 12 1. 46g. |括4
21 庫 長さ37田， 幅34岨， 厚さ 27田重さ4 1. 08go 括5
22 1 揖 |長さ 44II1II，幅3玩凪厚さ 2"圃，重さ 45. I7g.，面は丸みを持つ. 括6
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SI - 121 遺物観察表

番号 錯種 器形 法量{圃) 手 法 の 特徴 胎土 ー 色調 ー 焼成 備 考

口径 (120) ロ~師は慣ナァ. 体師からE師はhラケズリ 白色樟粒子を置かに宮む. =/1:植成 No.4 ，Ji1'ド括

土師輯 野 器商 <65> lt. 悼なミガキ.内面田園聾は制帽により不 を畳け. .緊偶色及び黒色化してい

底径 (60) 明. 1lE師は平躍である. る.

口径 (194) ロ揖師は慣ナプ桂、慎位の ミ メプキ底師から底割 白色世を吉tt. 惜色.織同色. 構成 括3

2 土師輯 録 棒高 <50> はへラケズリ聾ミガキ. 内面はhラ聞聾世ミガ は良好.

底径 キ . ロ揖闘は畏〈 つまみ出され外庄する.

口径 胴田下半から車師はへラケズリ i金ミガキ.内面 瞳僚で白色融世子を僅かに宮tt. iffi 括i

3 土師器 聾 器高 <20> はへラナデ. 褐色. 構成は良肝.

底経 60 
口径 郎副内外面ともへラ醐聾世了事なミガキ. 内外 砂を多地〈宮はみ暁、白色微粒子が目立 1.2 

4 土師揖 高原 穂高 <28> 面ともが帯される. つ. 務 質尚色. 桂成は良好.

底径

S I - 122遺物観察表

番号 器極 器形 法最(圃) 手法の 特徴 飴土 ー 色測焼成 備 考

口径 (158) 口融師慣ナデ.体制外面から底聞は制位へフケ 白色微粒子、赤色粒子を置かに宮 括9

土師器 圃 器高 61 ズリ世ミガキ. 体師内面は斜位へラケズリ揖ミ む.担禍色.能成は良時.

底径 54 ガキ.内外雨ともで赤2与される.

口径 118 口融部は慣{立すァ.体師外面から底部はへフケ 融睡で白色種粒子を置かに古tt. 禍 括 10
2 土師摺 係 器高 53 ズリ世ミガキ. 内面はヘラケズリ憧ナデ仕上 色及び鳳色.焼成は良野.

底径 50 11. 底聞は平底である.

口径 137 口惜…と町胴師外面胤へラケ「色粒子赤色粒子持〈古む檀 NO.4 

器高 <91> ズリ憧、下半を軒{立へラケズリ桂、全面ミガ 前間色、焼成は良好.
3 土師器 理

底径 ー キ.内面iまへラケズリ世 鍬射融状のミメf'<-.

胴般大径 146
一師陣き赤車される.口瞳師小さく外反する.

口径 (142) ロ睡師内外面とも慣ナデ.胴師外面眠位へラケ 1 :白i色粒子を多〈古む. 赤禍色. 焼成 括I

土師器 唖
総高 <95> ズリ憧.下半を斜位へラケズリ.更に全面をミ 良肝.

4 
底径 一 ガキ.内面は制欄位へラケズリ桂ナデ.内外面

胴最大径 142
とも赤草される.日韓師は直組的に外に聞く.

器高 94 外面は頭部から胴師にかけて倹位ケズ九内面 白色粒子を吉む.禍色.焼成は良 No.l 

5 土師器 畳
瞬径 130 は顕師が確なミガキ. 胴師はへラナデ世ナデ. 虫干.

底径 30 胴師外車と内面口融部が赤彩される.

胴最大径 137
口径 (176) 郎副は斜慣位へラケズリ後ミメfキ.脚剖は外面 白色粒子を吉む.脚師内面は同色. No.6 脚師内

6 土師鵠 高坪 器高 124 が躍位へラケズリ桂ミガキ.脚部内面は劇慣位 焼成は良好. 蘭に組剖

裾部径 (113) へラケズリ.脚部内面を陣いて赤草される. rXJ 

口径 杯師内外面ともT*なミガキ.脚部外面は眠ril 白色微粒子を多く吉む.紫地は棋貰 No.5 
7 土師韓 ;1;'子 器高 <91> へラケズリ桂ミガキ.内面構位へラケズ九 惜色. 桂成は良軒. 脚師内面が胤色

裾部径 担理される他は赤帯される.

8 石製品 臼玉 畏さ蜘四ι 帽白血厚さ3圃1 重さ O. llg~ No.2 

SI- 1 23 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色調焼成 備 考
口径 118 非ロクロ整形.日韓師は横ナデナ.デ体部は典型的 1離密で白色撤粒子を僅かに吉む. 暗 No.l 内面底部

土師錯 珂t 器商 39 な連弧状ヘラケズリ.内面は 仕上げ. 褐色&V'棋晶色.焼成は良好. にスス付帯

底径 72 
口径 124 ロ揖師は楠ナデ.体師から底部は手持ちへラケ 輯密で白色粒子、赤色微粒子を古 No.2 

2 土師器 勾t 器高 45 ズ~ . 見非ロクロだが内面且v'ロ輯師のナデ む.素地は曲賞同色.焼成は良好.

底径 76 はロクロ堕障のようにT*. 内外面とも8緊密.

口径 152 口融師は慣ナデデ.憧胴師外面は雌位へフケズリ. 砂を多く古み、白色粒子と赤色粒子 括3

3 土師器 型 器高 <79> 内面はへラナ ナデ.口融師は緩やかに外匠 が目立つ.世褐色.焼成は良肝.

底径 し.口腸端部は垂直覧味につまみ出される.

口径 (112) ロ揖師は慣ナデ.胴師外面は雌位へフケズリ 砂を多く吉み. "、砂利が包立つ.談 括2

4 土師器 型 器高 <41> 後、斜位へラケズリ.内面はナデ仕上げ.ロ晶 茶褐色.構成は良好.

底径 部は直車線的に聞く .

口径 ロタロ成æ. 回転糸切り桂、全面手持ちへラケ 願署Eで白色置粒子を僅かに吉む.世 括4 . 底部外面

5 土師器 'f 器高 ズリ.休部下端は手持ちへラケズリ. 灰黄色.焼成は良好で硬質. に畢膏

底径 「古。 J

口径 ロクロ成車.底部は回転糸切り龍、圃曲部を王手 砂を多く古み、白色樟粒子と事色粧 括5. 底部外面
6 土師器 耳(皿) 器高 持ちへラケズリ . 子が自立つ.淡褐色.燐成は良軒. に畢寄.

底径
口径 ロクロ成形.底部は回転糸切り桂 周睡師を手 1 白色粒子を多量に吉む. l区南色. 壊， 1 1括こ6盟，底書師外面

7 土師器 係 器高 持ちへラケズリ.周曲師を手持ちhラケズリ. 成は良好で硬質 1 1011.2 1.1所

底径 体剖下端は手持らへラケズリ.

S 1 ー 1 24 遺物観察表

量 (皿) 手法の特徴 胎土 ・色調・焼成

口蚕 I非白タロ成紙師外面はへラケ月桂ミガ
器高 ー|キ.内面はへラケズ日後ミガキ. 体部内舛面は
丸底 i赤署されている可能性あり. 6 世紀前半ヵ、

-384 -



口径 (22) 1 口瞳師慣位へラケズリ後ミガキ. 覇師から胴師 l 白色角酬を多〈吉tr. 槙褐色.桂成 |信3，園入置
糊 <40> Iはへラケズリ聾ミガキ.内面白峰聞から胴に |は闘で壇賞.
底径 |かけてミガキ.胴闘はへラケズリ憧ミガキ. I 

3 l 最製品 | 刀子 |長さ <32>圃.幅 11皿背幅3.50鳳括4
4 1 士製品 l 土玉 |置27x 25a:回，~さ 2....，.さ 15.331.ナデ薗ミガキ.胎土は硬質で障置だが、提戚は不良指5

土師器

主E
4 1 土師器

5 1 土師器

6 1 土師器 彊

7 土師器 直

8 土師器 彊

9 1 土師器 | 甑

土師器

2 1 土師器

3 1 土師器 | 彊

4 1 土師器 | 畳

5 1 土師器 | 唖

S I ー 127 遺物観察表

番号器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色調焼成 備

口径 121 ロクロ護形. 底師は全面手持ちへラケズリ.体 赤色粒.砂担、白色粒を吉む.世灰 No.2 
1 土師器 >f 器高 35 師下端は未聞蔓. 褐色.焼成は良好.

底径 66 

2 I 土吋
(24) ロタロ聾形.底部は回転糸切り憧未聞量.体陣 砂.;ffi色誼を吉tr. 世褐色.焼成は 括8， A

停 器高 43 1下端は手持ちへラケズロ. 良好.

底径 (58) 

口径 (30) ロタロ聾形蝿.聾.底師は回転糸切り憧未聞整.体師 砂粧を吉む.世暗褐色.焼成は良 括9
3 >f 器高 54 下端は宋 体部内面に輔3癌がみられる. 鮮.

底径 60 
薄手でシャープである.
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口径 131 ロクロ聾形. Jæ闘は回転来切り世米岡聾. 体田 白色粒子. "、砂利硬を宮質tt. 世貧困 Nに。E49・体間f大外面
4 土師錯 保 器高 40 下蝿はぷ圃盤. ロ峰田内閣に郁杭のタール付 色ー 縫成は良岬で

底筏 62 I・- | 井J r穴

口径 134 ロクロ聾串.Jæ聞は回転糸切り憧米圃瞳.体師 I砂を多暗〈古褐み色.、白色種世子が目立 No.5，体陣外面

5 土師栂 原 器高 40 下蝿は未聞聾.聞手でγャープである. つ. .緊 燦成同良許. に量・f穴

底筏 63 |太J?

口径 (200) 口融闘は慣ナ7デ.世胴デ師.外面は臨位へラケズリ. 砂を多〈吉み.白色阻が目立つ.明括6
6 聖 器高 <89> 内面はへラナ ナ ロ陣聞は紐やかに外E 同色.焼成は良野.

底径 ー し.ロ障措陣は量"につまみ出される.

7 土師器 野
口径 ロクロ瞳形.体師下蝿は未聞躯. 量密で白色世世子を僅かに宮む.棋 括10 体師外面

松高 <37> 褐色ー 焼成は且好で硬質. に盟書

8 土師措 蹄
口径 ロタロ瞳形.内面ミメプキか. 1腕で白色微粒子会叫に吉む・ 揺11 体師外面
宮骨高 <26> 棋褐色. 桂成は良肝で硬質. にE・

9 土師器 原
口径 ロクロ畳居. i砂を多く吉み 白色禍世子が目立 活5. 体師外面

器高 <19> つ.暗赤褐色.焼店は良好. に蝿.

10 開 畏さ 3.圃.幅削圃，庫さ 7圃‘置さ 1 1. 05g・ 1&12 

11 輯 畏さ 4:1...幅祖国原さ 27醐監さ 39.36g. tli13 

S\ - 1 28 遺物観祭表

番号 器膚 按形 法量(田) 手法の特徴 !ü土・色刷・焼成 備

口径 (234) ロ剛一……叩し l…む附山…で No.8 

弥生土置 聾 器商 <82> ロ唇団師は押嫁. 軟質.

底干聖
2 土劉品 結睡ll< 径57皿厚さ 2，，"，. IIさ 89.85&. 両面には縄文原体単簡RLが晦宜されている. 白色徹世子が目立つ. No.l 

3 石器 | 師 |畏さ 62m.幅四圃.~ð7... 重さ 35.8811. [No.4 

S \ - 1 29 遺物観察表

手 法の特徴 | 飴土・色澗・焼成

国6 体脅仰ま内外国ともへラケズリ後ミガキ. 内外面 |砂を宮む.明同色.能成は良時.
〈河川とも赤持される.町帥と脚酎はソケット状に瞳
一|告される.

2 1 石器 | 砥石 |畏さ 91皿幅26皿厚さ 1 7111n，亜さ 37.93&0 括 1

S \ ー 1 3 0 遺物観察表

番号 器種 総 ~ 法量(皿) 手 法 の 特徴 飴土 ・色側焼成 備

口径 (138) ロ峰田は慣ナデ.体部から底部はへラケズリ 1量 白色粒子.;Ji;色小砂利を良吉肝むで.軟;Ji;惜 1¥54 
土師器 係 器高 57 ナデ.内面はへラケズリ憧ナデ.内外面とも赤 色且(}棋褐色. 桂成は 置.

底径 47 ~される.口融師は内湾する.

口径 (140) ロ揖剖は慣ナプ.休部から底部はへラケズリ憧 砂を多く吉み.白色粒子と務色粒子 話3
2 土師器 lf 器高 39 ミガキ.内面はへラケズリ桂ナデ.底面のみミ が目立つ.外面は赤褐色、内面は暗

丸平底 ガキ. 茶褐色.瞳成は良肝でやや硬質.

ロ縁部片 i内外面と…川ナデ内叫締 白色微粒子、赤色世を古む. 素地は括5

3 土師器 lf 器高 <5 1>される.口瞳師は内障する. 暗闇色. 桂成は良貯で硬質.

底径 一
口径 96 口瞳師はへラケズ"接、慣位ミガキ. 内面は慣 砂を多つく.吉みlIt、白色拍子と赤色世子括6

t相 器高 <39> 位へラケズリ憧ナデ. 内外面とも赤罪される. が目立 地は掛買渇色.焼成は

底径 良野.

口縁部片 ロ障師は慣ナデ.胴師はへフケズリ桂ミガキ. 白色粒子赤…… γ7
5 酔 器高 <45> 内面はナデ風ミガキ.内外面とも赤~される. 地は掛賀褐色.焼成は良鮮で硬質.

底径
口径 l 口瞳師から胴師は.内外面ともヘラケズリ桂ミ 白色粒子、樺色粒子を古む.素地は括8

柑 器高 <74> . jJキ.内外面とも赤彩される. 暗褐色. 焼成は良軒.

底筏
口径 耳師外面はヘラケズリ桂ナデ{ミガキ).内面は I 白色位子、出色枝子を古む硬.質帳地は括9

自陣坪 器商 <54> ナデ(ミガキ).内外面とも赤彩される. 談黄褐色.焼成は良好で

健部径
口径 脚聞外面はへフケズリ t量ミガキ.内面は巾の広 闘で白色粒子赤一吉む INO

8 土師器 高耳 総高 <7汁慣位へラケズリ ・ 外面は赤彩される・ 暗褐色.焼成は良好で硬質.

衛部径
口径 100 ロ揖師外面は樺位へラケズリ憧ミガキ.内面は 置密で白色胞子、赤色桂子を吉む. 陶 7

9 土師器 柑
器高 103 斜慣位へラケズリ憧ミガキ.胴師外面は斜慣位外面は檀褐色、内面は暗褐色.焼成

胴底般径大 27 1'::ラケズリ 憧ミガキ. 内面はへラケズリ桂ナ は良蜂で硬宵.
径 97 デ.胴師中央孔は焼成桂町穿型.

口径 84 ロ揖部外面は揖位へラケズリ撞ミガキ.内面は 輯密で白色微桂子を書く吉む.暗惜 話10

10 土師器 t世
器高 93 制慣位へラケズリ桂ミガキ.胴部外面は慣位へ 色及び談褐色.焼成は良好で硬質.

胴底径最大 29 
ラケズリ桂ミガキ.内面はナデ.

径 96
口径 胴師外面は斜位，、、ラケズりとナァ(ミガキ).胴 白色紘子、赤色紘子を宮み組い. 外 括i

11 土師器 地 器高 <102> 部内面は劇慣位へラケズ日聾ナデ(ミガキ). 面は鼎色、暗闇色.内面は属褐色.

胴Q大径(1 45) 焼成は良好.

I~ 土師器 | 時土器 ii …鵬形桂一地ナデ内面…ズ |白色脚封書くー暗糊 1 1\5 11
<37> 日昔へラナデ. 色且び淡褐色.焼成は良軒でやや軟

置.

ーお6 ー

泊雪

二号



聾

15 I 土師時 聾

16 I 土師制 哩

17 I 土師蹄 直

情出
彊

19 I l:iIfU I 畳

20 上rI品 上玉

51 ー J 3 1 遺物観察表

番号器碕 総形 法量(皿) 手法の特徴 胎土色関・焼成 備 J雪

称生上田
口径 暗部に 2陸の桔聞縄文を施し、胴闘は単怖 し R 細かな砂金多〈吉み、大胆の赤色世 No.l 

哩 器高 引66> 縄文を施主.内面ナデ. 子と白色融粒子が目立つ. 胤褐色且

底径 び暗闇色. 焼成は良野で硬質.

2 圃 畏さ87皿，幅59田. 厚さ 24mm，董さ 1 77. 1411:.桂世に担入か. 指7

口径 (134) ロクロ睡調眠.盤底部は回転糸切り憧未聞聾.体師 I量密で白色祖粒子 赤色粒子会催か悟3
3 上師器 節 器高 43 下端は未 . に吉む. 白色微粒子を吉11. I!I偽

底径 (50) 色.焼成は良軒.

口径 ロクロ睡眠開.整底部は回転糸切り憧未聞聾. 体師 瞳密だが砂利を吉む.世褐色. 桂威信1. 底部内面
4 土師器 lf 器高 <34> 下掴は快 は良評で授賞.に唱書f冗J

底径 (60) 

口径 ロクロ聾形.底部は手陣らへラケズリ.体部下 l腫密で白色融粒子赤色瞳粒子会儀括2. 体部外語

5 土師錯 lf 器高 <20> :端は手持ちへラケズリ . か吉11. 世灰褐色.焼成は良鮮. に蝿・ f工j
底径 (78) 

口径 (170) 口融師は慣ナデ.胴陣外語は臨位へラケズリ. 砂を多く古み 白色世一子と#.色徹位指5

6 土師器 } 壷 器高 <32> 胴都内面はへラナデ憧ナデ.日韓端闘はつまみ 子が目立つ. 明褐色.焼成は且肝.

底径 出されるが下方に量れる.

口径 (204) ロ…ヲデ櫨剛一デー内 |砂…みーと赤色…
7 彊 器高 <40> 面はへラナデ桂ナデ. ロ曲闘はくの字状に外に が 目立つ.外面掛黄褐色及び鳳色.

底径 聞く. 内面明褐色.焼成は良好で硬質.

5 1 ー 1 32遺物観察表

番号器積 | 器形 法量国) I 手法の特徴 | 胎土 ・ 色調 ・ 焼成
| 口径 128 I ロクロ聾躍. 底師は全面手陣ちへラケズリ.体 |腫密だが白色阻子多く古11. 慢悔 INo.2 

1 土師器 卸 |按高 41 [師下端は手持らへラケズリ 色.焼成は良肝.

l 1底径 74 ' 

口径 126 ロクロ聾形.底部は全面手陣ちへラケズリ.体 障密だが大粒の赤色組合多く古む.
2 土師器 停 器高 37 部下端は手持ちへラケズリ. 内面の薗盤は平 l槙褐色. 縫戚は良野.

底径 68 情.

口径 (116) ロクロ整形.底田は回転糸切り後未聞霊.体師
3 土師器 跨 器高 40 '下端は未聞聾.

底径 58 

口径 158 ロクロ置車.底師は全面手持ちへラケズリ.体 i瞳密だが'1噌利を吉むi 瓦面雇福 INo. 4, A 
4 土師器 保 器高 49 部下端は未聞量.箱型即効、 l 色、檀褐色.内面は褐色.瞳成は良

底径 96 貯.

口径 ー ロクロ置形.ロ極端田は腫分外依する瞳宮で白色融粒子.iffi色植粒子を僅 l括i
5 土師器 坪 l 器高 <23> かに含む.談慣褐色.焼成は良好. [体師外面に量

l底径 一 ・逆位「甚j
l 口径 (216) I ロ陸部は慣ナデ. 胴部外面は眠位へラケズリ. I砂を多く吉み 白色世子が目立つ. INo. 1 ， 7 ， 9，措

置 I ~雲南 80 [ 内面は慣位へラケズリ桂ナデ. 口揖師はくの字|赤褐色及び茶褐色.焼成は良帰.
底径 |杭に外E し、ロ韓描師は外につまみ出される.

口径 218 I ロ睡田は慣ナデ. 胴師外面は眠位ヘラケズリ |砂を多〈古み、白色担子が目立つ. INo.5 

聾 |22 27; |た127鰐72444tmR22位|糊帥明色酬は肌 | 
胴盛大径 210 し、ロa蝿聞は内海'眠時につまみ出される. 目 l 

緑師土6
 

器師上7
 

備 考

No.2.8 
体陣岬面にE
，f野図j

砂を多く宮み.白色胞子が目立ち. ;No.3 
器面がざらつ< .世茶偽色且日暗惜体師外面に量

i色.焼成は良岬・r韮j
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SI - 133遺物観察表

昏母 器種 器形 法量(圃) 手 法の特徴 胎土 ・ 色関・焼成 備 宥

口径 (120) 外語は口瞳師は慣ナデ.体聞から底師はへフケ 厳密で白色微世子を僅かに宮む.檀 1'0.2 

土師輯 野 鰭高 <27> ズリ世ミメプキ.内面はミガキ. 偽色.焼成I!良時.

庇筏

2 土師器 界
口径

務高
(I ~8) 1 ロクロ聾形.底師企画手押らへフケズリ. 体師厳密で白色酷世 f. ""色祖粒子金悔悟1
34 下掴町圃聾は不明. かに吉む.植地色.桂成は良時.

底径 (62) 

口径 (144) 非ロクロ瞳JI>.体嗣からE師は F同らhフケズ 砂を多〈宮み蝿、赤成は色徴世子が目立 'No. I 

3 土師置 t不 標高 -14 υ. 内面はまばらで憾な ミガキ. つ. 暗闇色. 良軒.

底f王 (76) 

胴1<<*径 247 刷師外f下箇制闘位はへ臨位ラケズリ世胴全体師内に割面償上{立ヘフケ 砂を多〈宮み、白色院予が目立つ. No. 1. 3 

4 土師器 直 骨量高 250 ズり. ミガキ. 半師嫡位 外，.11よ~\尚也且び""惜色.内面は胤

底係 80 
へラケズ U 憧サデ.下半師刺繍(宜ケズリ. 色.焼成は良肝.

S I - 1 35 遺物観策JÆ

口径

穂高

量(圃) I 手 法 の 特徴
127 I ロクロ聾形.庇師は回転糸切り桂‘周揖師を手
42 I持いラケズリ. 体師下端は手陣らへラケズ

船土・色瑚 ・ 焼成

砂を多〈宮み、白色..世子が目立
つ.掛貨茶楢色.桂成l.l良肝で硬
質.

備身

No.l ，話

一一~隼

S I - 141 遺物観祭表

|リ.再調聾の巾は非常に狭L 、.
72 I 

E田外面に畳
・大軍j

番号器積| 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土・色側焼成 備 考

口径 (138) …聾冊・ロ…一…田|赤色世砂自…む醍醐 括1

土師韓 野 掛高 32 はへラケズリ桂ナデ風ミガキ.内面はミガキ. 色.焼成は良肝.

底筏 (78) 

2 石器 砥石 長さ，0.固，幅羽田.厚さ'"田，亜さ 6 1. 428. 訴3

3 I 土民品 上玉 経2 1 X23岨厚さ 20..・盟主 7. '18g. |括2

S I ー 146 遺物観祭表

需号 機種総形 法量{皿) 手法の特徴 胎土 ・ 色捌焼成 | 備 ~ 
口径 138 一形底聞は叩り憧未聞聾体間…利時〈古み仰がつい

土師器 >f 総高 39 下端は未聞瞳.全体が摩耗している. 立つ.器面がざらつく.醗黄地色.

底筏 59 焼成はあまい.

口径 I32 「タロ脚・底部は回転糸切り笹棚・ 体剖恥例持〈吉み赤色粧が g ,No.2 
2 土師器 係 鑓高 39 下端は来圏整.全体が摩耗している. 立つ.器面がさらつ<.暗偽色.桂

底径 57 成は良野.

3 輯 畏さ 111圃幅70..，厚さ 53II1II，重さ 45 1. 1580 INo.6 

4 最製品 刀子 畏さ <31>圃I 幅蜘m， 管制畑恥 括l

S I - 14 7 遺物観察表

番号 器種 器形 法量(皿) 手法の特徴 胎土 ・ 色翻焼成 | 偏 考

口径 (140) 口融師から底聞はへフケズリ桂ミガキ.内面は 赤色粒を吉ù. 外面は明褐色 部 No.6
土師器 係 器高 37 へラ嗣盤桂ミガキ. 黒色.内面は明間色. 焼成は良好.

l丸底

(112) ロ凪師は慣ナデ.胴部外面は慣位へラケズリ 腫密で白色融粒子を憧かに吉む. 外 NO.4 ， 5.SI - 147

2 土師器 彊 器商 115 桂、下半闘を多方向からのへラケズリ.胴部内 面は棋褐色、 ー郁鼎色. 内面は桜鳳括

底筏 70 面はへラナデ後ナデ. 色、黄禍色. 構成は良好.

口径 (1γ酬は欄づ デロ雄一端柑〈つまみ 砂を多く古み 白色粒子が目立つ. No.3 
聾 器商 <53) 出され、倒I舗が凹商状になる. 世茶褐色. 構成は良好で硬質.

底径
口径 叶…ナデ胴師外吋慣位一り 砂を多禍〈古色.む.桂成外面は暗鼎褐色、内 INO.2

聾 総高 <1 31>後ミガキ.内面はへラナデ桂ナデ. 面は暗 は且静で硬質.

底径

S I - 14 8 遺物観察表

番号 器種 器形 法量{圃) 手法の特徴 胎土色調・焼成 備 考

口径 (200) 口融師償ナァ. 体師から底師へラケズリケ桂、 瞳密で白色憧粒子を僅かに古焼成む.は外 No. I 
土師器 坪 <34) 丁惨なミガキ.内面へラ揖聾桂、 T.なミメf 面は暗褐色、内面は鳳色. 良

キ.内外面とも黒色処理か.障の可能性あり. 岬.

口径 口融師は慣ナデ.胴師外面は劇償へラケズリ桂 置密だが砂金吉み.白色機位子が目 括i
2 土師器 甑。 器商 ー ミガキ.胴陣内面ナデ.焼成前に直径5閣の小孔 立つ.焼成は良野で硬質.

頭部径 (226) が穿孔される.

S I - 14 9 遺物観署員表

番号 器種 | 器形 | 法量(圃) I 手訟の特徴 胎土色関 ・ 焼成 備 考

(38) ロクロ僻酬は一一向日ケ|砂…み…一み 恥 6

係 鰭高 45 ズ日. 体師下端は来調整. 内面はミガキされ 器面がサヲつ< . 外面は暗談褐色、

底径 (83) ず.黒色担理. 内面は鳳灰色.焼成は且師.

口径 山 |ロクロ鵬・ 底陣は回転糸切り檀凪酬を手 融密で白色担子、第色世子を吉む'. ,1'0.5 
2 土師器 主事 器高 38 持らへラケズ Y. 体部下蝿は手持らへラケズ 談黄褐事k置色 砂を多〈宮むが焼成は良

底径 70 九内外面とも平滑. 肝で

-388 ー



口径 (105) 口融師は慣ナァ.胴師外面は臨位へラケズリ 細$か色sなa砂を多〈吉み、白色像世子~ No. 7 平安時代

唖
穂高 148 糧、中位から下圃にかけへラケズリ.更にミガ 粒子が目立つ.茶褐色外面的聖で本実直
底径 86 キ.内面はへラナデ1愛ナデ.E聞外面に木軍 一田県色.提成は且岬で'"置. は総少

1胴最大径(1;;;) IJ(. 

刷部外薗は上半闘がす T. 下手師が多方向のへ 白色・茶色 医色 ・ 半褐透色明、世d会匝宮はみ称 結 1
4 土師輯 <1~> I ラケズリ.内面はへ何時ナデ.孔田町内外やや粗い. tl-iii 1玄檀 内

(90) 面欄位へラケズリにより圃聾される. 褐色.桂成は且Þf.

5 土割品 1 宜脚 高さ <107>圃恒63X (54)掴凪 1~2 

6 石器 砥石 提さ 125<圃帽 1290凪陳さ5'"園。車さ 1 110. 75g. 陶 8

SI ー 1 5 1 遺物鋭綴衣

番号 掛僧 様形 法量(回) 平 f去の特徴 胎土 ー 色調 ー 焼成 備 考

口径 (106) ロク口被形ケ.ズ底リ.師は凶転方、明り世 嗣揖闘を手細かな砂を多〈古み 白色粒チが日 指I.A
土師自 昨 棒高 41 神ちへラ 体師下端は手持らへラケズ 立色.つ.焼外成面は棋胤尚色.内t舗は世俗

底千華 (57) 九内面的闘機は平滑. は且Þf.

(200) ，ロタロ盤形内.面 口組問は機す 7. 胴師外面はタタ 細かな砂と白色酷胞 子守多〈古tr. 指3

2 調理E器 片口跡器商 <60> I キ聾陪. は 1 デ.ロ揖端師は中央師が凹面 暗同色.肱戚は削f. 在地直

底径 ー になる.

口径 208 「…ナデ…ゅ… ……純一一
3 置

:r.I高 <89> 撞.下半を斜位へラケズリ.内面はヘラナデ桂 子が目立つ.赤褐色.構成は良肝

胴』正径最大 ナデ.ロ幽闘はコの字状1'- 幽析し口揖蝿師は
径(1 94) 外につまみ出される.

口径 (254) ロクロ盤解i 口瞳師は慣す T. 嗣陣外面は陪位 砂を多く吉み赤色世子と白色世(- I~o. 1.5.7 
4 調理制 哩 碍高 <63> 'のタタキ瞳出.内面は当てH自慢がナデ摘され が g立つ.明褐色.壊店は且肝.閉店地lIi

底径 る. 化捕後戚.

5 I 州
ロクロ僻・…は刷…盤形憧下腕多く吉み純一叶0.1.6

彊 器高 <1川叩位ヘラケズリ・内面出品復がナデ禍出つ・明褐色焼成Il附・暗在地産
底径 (172) される. 化焔焼成

S I ー 1 52 遺物観鋸友

番号| 聡傾 栂形 法量(皿) 平 f去の特徴 船土色湖・焼成 備 考

口径 (136) ロクロ整形.底師は企画手陣らへラケズリ. I本 砂を多〈吉み 白色粒子が目立つ. r.!i3 
土師盟 '" 探高 35 師下端は未聞睡.内閣はミガキ.内面は昂色処 世灰燭色』主目黒色.出成は良針.

底径 (66) 理.

底部片 ロクロ盤形.底師団転糸切り桂周揖師手持ち砂を多く古み 白色粒子を古む.暁 指1

2 上師舘 亦 器高 <18> へラケズリ.体師下掛字持ちへラケズリ.底面 茶褐色且び黒色.焼成は良jf.

底径 (93) は鍬射状の丁寧なミガキ.内面開色処理.

口径 (150) ロクロ整陪.内面はミガキで鵬色処理される. 砂金多〈宮み 白色世子と赤色位チ括2

3 上師盟 時 l器高 <38> 内外面とも平滑. が目立つ.槙貧褐色及び!I\色.焼成外面体師に畢

l底径 は良岬. íil Il: J 。

口径 (176) 口融師は構ナデ.胴師外面は臨位へラケズリ. 砂を多〈宮み.白色粒子と大世の赤陶 1-2

上師器 置 l 器高 <67>内面はへラナデ撞ナデ.日韓端師は畏〈垂直に 色位を吉む.棋貨褐色.桂成は良

底径 一 つまみ出される. 好.

口径 叶…ナデーは剛一日 lM〈吉み白色一円No.1-)
5 甑 器高 <79> つまみは貼り付け憧へラケズリ.口跡端部は長 色粒を吉む.赤褐色.外面一陣鳳

底径 一 〈垂直につまみ出される. 色.焼成は良肝.

S I - 153遺物観察表

量(皿) 手法の特徴
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S I - 1 54 遺物観察表

番号器種 器形 法量(圃} 手 法の特徴 胎土色調焼成 | 備 考
口径 (134) ロクロ盤出.底師は回転糸明り控未圃聾.体師 腫宮で白色融粒子.金冨I!t微担子. 括2

旅 器高 40 下端は未聞聾. |は白色針状物を吉質.む・明恒褐色雌
底筏 (67) 良軒だが軟

口径 (1 26) 一昨酬は回…同一「一母撞粒子はむ茶褐 信6

2 珂て 器高 40 下端は未聞聾. 色.焼成は良好だが歓置.

底径 (54) 
口径 ロクロ整形.底部は回転糸切り桂未聞!IL体師 砂を多〈古み、大胞の赤色粧を吉 '叫.恥 l

3 S干 器高 <1 5> 下端は未聞聾. む.談褐色.桂成は良時.

底径 60 

土師器|
口径 (146) ロ揖師慣ナデデ.撞嗣陣外語臨位へラケズリ.内面 瞳宮で白色徴胞子を多〈吉tr. 暗褐 No.2 

4 聾 器商 <65) I斜位ヘラナ ナデ.顕師内面欄位へラケズリ 色及び黒褐色.焼成は良野.

底径 世ナデ.ロ縁端師は鑑〈つまみ出される.

口径 一形胴一 No.3 
5 土師器 聾 器高 <25> 揖維なミガキ.底師は回転朱明り桂、手持らへが目立つ.談褐色.焼成は良軒. 1It

底径 148 ラケズリ笹ミガキ.内面はへラケズリ憧ナデ. 化焔焼成.

口径 (268) ロクロ聾形.出.内口瞳師慣ナデ.胴部外面は巌位タ I砂を害〈宮み‘白色融粒子が目立 恥 l

6 甑 器高 <160> タキ盤 面はナデ. つ.暗褐色及び黒褐色.焼成は且

底径 肝. 酷化焔焼成.
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口径 ロクロ盤形.刷師外面は臨位タタキ聾形役.下 砂を多〈古み.白色融世子が目立 揺7

7 壇車置 置 底器径高 <55> 闘は軒位へラケズリ.内面は慣位へラナデ撞ナ つ.暗惜色且U'a絹色.桂成は良
デ. 時.融化焔焼成.

口径 ロクロ盤形.胴聞外面は雌位タタキ聾陪.内面 砂を多〈吉み、小砂利と白色世相子肘ト括

8 賓車曇 置 庇器径高 <69> はへラナデ後ナデ. を僅かに宮む.暗褐色且日赤褐色.
桂成は良時.醜化焔桂成.

口径 ロクロ皇居.胴陣外面は倫子タタキ聾陪.内面砂を多〈吉み.白色粒子と大世の掠 INo.7 括計ト
9 須.!!楊 畳 胴器量高太 <100> はへヲナデ後ナデ. 色担子が目立つ. 1廃絹色.世成は段 INo.3

径 (290) 肝.融化焔桂成.

10 度実制品 刀子 畏さ叫静岡幅7圃背幅4圃. |脚

SI-155遺物観察表

番骨 器観 器形| 法量(圃} 手訟の特徴 胎土 ・ 色嗣・焼成 備 持

(12γロ郡酬は……ズリ体|雌…時〈古み白色微値下 No.2^
上師栂 郎 総高 41 師下端は手陣ちへラケズリ. を憎かに宮tt. 暗茶褐色.焼成は良

底径 68 肝で硬質.

口径 (130) ロタロ盤陣.体田下蝿田園鐙は不明. 離宮で白色融世子 ~j易〈古む.民議括2

2 時 器高 <31> 褐色.焼成は良師で硬質.

底径
口径 ロクロ聾陪. 緩衝で白色酷世子を悔かγ古む.世 I~括1

3 土師器 時 器高 <34> l 明褐色.焼成は且岬で軟冒. 直。に彊.r見
底径
胴部径 40 上玉状の粘土明に摘を入札.指頭による瞳陪. 睡密で白色酷胞子を宮む.明同色. iNo.1 

4 土師密 手担土器 24 口融聞には聾形時のヒピが費者離に捜される. 焼成は良肝.

口径 (168) 口融師慣サデ.胴師外語酷{立へラケズリ憧 下 砂を多〈吉み、白色粒子が自立つ. jマト栂l

5 土師器 彊 胴器般商大 < 118> 
学部を慣位へラケズリ.胴陣内面へラサデ世ナ 鼎惜色及び茶褐色咽構成は且師だが

径 166 デ.口瞳師は3情聴で端部は憧かに内湾する. 二次焼成を畳けている.

口径 (196) 口融師慣ナデデ.桂胴師外面酷{立へラケズリ.胴師 I砂を多く古み 白色粒子が目立つ. jマド樋2
6 土師器 彊 器高 <81> 内面へラナ ナデ.口融師はくの字状に偽折赤褐色且日暗褐色.焼成は良時だが

底径 し 口融端部は外圧気味につまみ出される. 二位焼成を畳け脆い.

口径 290 ||口融都圏ナデデ.桂胴部外面舵{立へラケズリ.嗣部 I砂金多く宮み、白色位と赤色胞が日 倍。肘ト陶}
7 土師器 甑 器高 <1 45> 内面へラナ ナデ.ロ極端師は垂直につまみ立つ.外面は鳳偽色.内面は椴尚

底径 出される.取手陣はヘラケズリ桂ナデ. 色.焼成は良肝で硬質.

8 土師盟 唖
口縁部片 口瞳師は償ナデ.胴聞外面は臨位ヘラケズリ ~I砂1ちa を多〈宮み、白色微棺子が目立 No.3 
器高 <61>嗣陣内面は斜位へラナデ憧ナデ.ロ揖端師は外 、器面がザラつく.暗処色且日m
民健 一，&気暁に弱くつまみ出される. 色.桂成は良軒で硬質.

SI- 1 56 遺物観察表

番号器種器形 法量(皿} 手法の特徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

器高 < 115> 胴部外面は揖位へラケズリ桂、下半田は制慣位 砂を多く宮み、白色粒子と赤色世子 No. I 
土師韓 聾 I胴底径 (72) ，へラケズリ.内面は繍{立へラナデ憧ナデ. が自立つ.黒褐色.世成は良軒.

最大径(1 55)

士一! ?jii 「嗣は 指l
<44> 内面はへラナデ桂ナデ.ロ踊端部はほぼ毛直に が目立つ.外面は暗闇色‘内面は惜
一 つまみ出される. 色.焼成は良肝.

S I ー 1 57 遺物観察表

番号俸極 器形 法量(皿) I 手法の特徴 胎土・色調 ・ 焼成 | 備 考

口径 叶一層酬はーり憧未聞盤町一種…〈古む糊|括l
上師器 耳 器高 41 下端は手陣ちへラケズリ. 緬色、横黒褐色.燦成は良軒.

底径 63 

(1γロ整形酬は回…帥鵬糊樟…ーむ叫構 'No.2
2 上師器 郎 器高 44 下端は手陣らへラケズリ. 庄は不良.

底筏 50 
口径 (124) I ロ揖師は慣ナデ.嗣師外面は躍位へラケズリ. 砂を多く古み.白色桂子が目立つNo.5

3 I 土師器 聾 器高 <36> 胴師内面は慣位へラナデ世ナデ.ロ韓端師は僅 明惜色.焼成は良好.

底径 ー かにつまみ出されるが丸みをもっ.

口径 (192) I 口縁部は僕ナデデ.櫨嗣郎外面は躍位ヘフケズリ. 砂を多〈吉み、赤色世が目立つ.揖No.2
哩 器高 <57> I 内面はへラナ ナデ.口組端部短いが鋭くつ 惜色.焼成は良時.

底径 -まみ出される.

口径 (3 凶) 口曲師は繍ナT. 胴師外面は樺位へヲケズリ. 砂を多く吉み.赤色粧が目立つ.赤 No.3， 搭

5 甑 器高 <1 15> 胴田内面は嗣横位hラナデ桂ナデ.ロ韓端部は 褐色.焼成は良好. 'マト.一括

胴最大径 (274) ，丸みをもつが艶分つまみ出される.

口径 ロクロ聾陪.体田下端は手持ちへラケズ Y. 離宮だが赤色樟粒子.白色微粒子を信3

6 土師縛 主不 器高 <35> 多〈吉tt. 灰褐色及び撲黄冊色.焼体聞外面に畳

底径 成は良好で硬質. " 口径 (160) ロタロ彊形.ロ歯師横ナァズ.リ胴師外面は慣位へ 融密だが白色徴世子を多〈吉む.棋 1括4
鉢 器高 <39> ラケズリ世嗣位へラケ .内面はナデ. 褐色焼成は良静.

底径
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l 土師器 岬

2 土師揖 lf 

3 上師器 停 底師外面に墨
書f刑 l

l 6 0 遺物観策JÆ

器 形 法量(皿} F 法 の 特徴 胎土 ー 色調・焼成 備 考

出
向
雌
一

(290) 口組聞は慣サ デ. 刷聞外!lill偶位ヘフケズリ砂金多く 宮み 白色世子が目立つ，No. I 
側 l胴陣内面はヘヲナデ健ナデ |Z?色及川弘蝿成は附で唖

5 1 - 1 61 ・ 1 6 2 遺物観察表

書骨1 器種器 形 法 量{田) 手訟の 特徴 胎土 ・色調・焼成 備 考

口径 130 口瞳師は償ナデ. 胴師外面は眠itr.へラケズ リ 砂を多 〈 宮み、小砂利が臼立つ. 外出 3.4

土師鶴 哩 器商 <90> ti. 下半師を斜慣(J'Lへ"ケズ リ . 内面はへラナ 薗は赤褐色、内面は鳳色.三次世成
胴最.k径 (\30) デ憧ナデ. 口惜蝿師は*直につまみ出される. を畳けている.

口径 (¥70) 口融部慣ナデ. 胴師外面世位へヲケズリ桂、下 砂を多〈吉み 白色祖酷位許が n ,t. No. 1I 

2 上師時 置 胴器高最Jに <81> 
学師制欄位へラケズ リ . 内面慣(立へラナデ桂ナ つ. 1茶褐色及び暗樋色. 構成は良師

筏 (\75) デ. 口融端師は鋭〈つまみ出される. だがこ1J:.焼成を畳けている.

口径 178 ロ揖師は慣ヲ デ. 刷師外面は臨位へラケズリ 貯を多〈吉み、務色世子が目立つ No. 9, 10, 12 
3 上師開 型 器高 104 桂、下‘幹聞が斜慣{立へラケズリ . 内面は斜繍{立 赤惜色且日胤樋色. 構成li良岬だが

底径 ヘラナデ撞ナデ. 口融師は穂陸で外に開<. 二次焼成金畳けている.

口径 醐師……キ盤崩…タキ聾 lM〈吉み白色一色… 5
4 須恵器 置 器高 <163> }悟桂当て具111 と と もにナデ摘される. 萌陣内外 が目立つ.暗茶偽色. 焼成は良静. 在地進

腕簸太径 (300) 面は構ナデ.

5 1 ー 163遺物観察表
番号器 彊 I 1揖形 | 法 量 (田) 手 法 の 特徴 胎土 ・ 色関・焼成 備 考

口径 (¥61) 口組師は鋭くつまみ出さ札、面取り状に削られ 砂を多く吉み.白色粒子が目立つ No. 29 , 30 
土師器 描 器商 <59> ている. 体師から底師はへラケズ リ 桂ミガキ. 素地は赤禍色.焼成は良野. スス付

底筏 内面はへラケズリ桂 ミ ガキ. |私内外面左も赤事.

口径 197 郎副は内外面ともヘフケズリ桂 ミ ガキ. 内外面 砂金多く含み、白色世子が g 立つ No.71

2 土師器 両院坪 倍高 <61>とも赤書される. 脚師外面は臨{立へラケズリ聾 ， l農地は赤備色.桂成はE追悼.一師凪

底径 ミガキ. 体師は直揖的だが畿分内珂寸る. 1 色化している.

(捌町内叫勺ケズリ…附面 |砂を多〈吉み白色一立つ I No. 2. 70 
3 土師艶 1 高時 庭器径高 <76> とも赤躍される. 脚師外面は揖位へラケズリ桂 素地は赤褐色. 焼成は良好. 内外面

ー ミガキ. 内面はヘラ聞聾憧赤躍される. に多量のススが付着.

脚剖外面は駐位へラケズ"桂T.な躍位ミガ 砂を多く吉み、白色粒子と赤色粒子 No. 臼.71

4 上師器 高亦 量居径高 <81> キ.内面は腔り聾形桂、下半省とへラケズリ.赤 が目立つ. 世黄禍色. 焼成は良好. 2番. 3番とは

135 ~されることが基本だが痕跡は確略されなL 、. 一部黒色化している. 別個体

口径 124 ロ端師は内外面とも斜位へラケズリ憧ミガキ. 睡密だが細かな砂と白色位、小砂和l No.48 , 86 

5 土師器 唖
器高 (¥OO) 胴部外面は慣位ケズリ世ミガキ.内面は償位へ を多く吉む. *地は揖黄禍色. 焼成

里底径佳JK 48 
ラケズリ桂ナデ.胴師は内外商とも赤保され は良肝. 多量のススが付滑.

径 125 る .

150 ロ睡師から暗闘は臨位へラケズ桂、駐位ミガ 砂を多〈吉み 白色粒子が目立fつf. l| h85 
6 土師器 畳 器商 <42> キ. 内面は償位ヘラケズリ桂、慣位ミガキ. ロ 棋茶悔色. 壊戚は良時.ススが

底径 組師は檀告白肱. 者.

底師は全面回転へラケズリ . 胴師下半師は回転 腫密で白色角担金僅かに宮む. 乳臼陶 69
7 灰警M闘 把手付瓶 1底器径高 <73> Iへラケズリ . iI踊色町軸が流れる. 灰色.桂成は良酔. 損控蘇11\世叩

(¥O.) 号寵式か

口径 172 I外面白臼砧師から岡田はへラケズリ聾ミガキ. 砂を多〈宮み、白色粒子と大担の赤出 3.5.6.70
8 土師器 亜 胴器般高大 <169> I内面はへラケズ リ 撞ミガキ. 口融師は業融で直 色粒子が目立つ. 黄惜色且び暗赤帽

径 238 .樟的に開< . 色. 焼成は良野. 赤車か.

口径 (¥90) I外面の口融師から凪師上半師臨位へフケズリ 砂を多〈吉み、赤色誼と白色粒子、 No. 11 , 12. 15. 

9 土師器 聾
l 器高 257 1置、制ミガキ.内面は口酬が幅広のミガ 小砂利が目立つ. 黒褐色且び暗禍 18-22, 24--
| 網底径量大 72 キ. 暗師は慣位へラケズリ . 胴師はヘラケズリ 色. 焼成は良師. ススが多〈付9. 26. 29. 80-8' 

径 2.6 桂ミガキ. 外面は赤車か.

口径 (¥90) 口瞳師慣ナァ輩、軍師より嗣位へラケズリ桂ミ 瞳密で白色徹世子を焼多成〈古はむ良.肝.世"" No.39 
畳 胴器高最大 <2I6295)〉ガキ. 内面踊師慣位へラケズ日 . 胴師へラケズ 処色&rJ槙貰褐色.

径( リ憧ミガキ.口融師は*睡で直跡的に開<.

口径 l胴師外面は斜位ヘラケズリ桂ミガキ. 胴陣内面 砂を多〈古み、 '1、砂利、白色角層、 陶日

11 土師器 聾 器高 <67>は軒慣位ヘラケズリ世ミメプキ. 赤色睦が自立つ.を古む. IJ褐色. 回入品。

底径 (78) 焼成は良金子.

口径 胴師外面は雌位ヘラケズリ輩、下端師は調位へ 砂を多量に古み、白色粒子が目立 No.54世田

12 土師器 置 底器径高 <92> ラケズリ.全面ミガキ. 胴師内面は斜慣位へラ つ.赤褐色及び鳳間色.焼成は良

80 ケズリ世ミガキ. 僻. ススが付着.外面は療事か.

13 石鑓 砥石 畏さ 237-. 幅 1 00.凪厚さ 73圃守重さ 2. 1501. 出 7
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写真 図版





図版 2 A 区

神山谷遺跡北部 (常搬出仰lから )



A 区 図版 3

-同

A 区調査区令担Ilrh側か ら 1

A 区調査区全保~t聞か匂 }



図版 4 A 区

151 号住居跡 151 号住居跡セクション

、、，

151 号住居跡P2 1 5 1 号住居跡竃セヲシ ョン

151 号住居跡竃

152号住居跡 152号住居跡遺物出土状況



A 区 図版 5

153号住居跡 1 55号住居跡

156号住居跡 1 56号住居跡遺物出土状況

157号住居跡 1 57A号住居跡遺物出土状況

157日号住居跡



図版 6 A 区

158号住居跡 1 58号住居跡遺物出土状況

158号住居跡遺物出土状況 1 58 ・ 1 59号住居跡

159号住居跡 159号住居跡竃

160号住居跡遺物出土状況 1 60号住居跡竃周辺遺物出土状，兄



A 区 図版 7

162号住P3

162号住居跡 1 62 ・ 1 63号住居跡柱穴

162号住居跡竃 162号住居跡竃遺物出土状況

162号住居跡竃周辺遺物出土状況 1 62号住居跡竃周辺遺物出土状況

163号住居跡 163号住居跡遺物出土状況



図版 8 A 区

163号住居跡竃

1 63号住居跡竃セウション

方形土坑

遺物出土状況



A区図版 9

1 号落とし穴 l 号・ 2 号落と し穴

2 号落とし穴 2 号落とし穴

2 号落とし穴セヲション



図版10 A 区

掘立柱遺物跡群 ( 雫品D

1 号・ 2 号鋸立柱建物跡 1 号 ・ 2 号掲立柱遺物跡



~ 

-、

‘ • 、

1-3 号鋸立柱建物跡

3 号錨立柱建物跡

2 号掘立柱建物跡セウション

1 号地下式坑

A 区 図版11

1-3 号錨立柱建物跡

1 号掴立柱建物跡セクション

3 号掘立柱建物跡セクション

l 号地下式坑



図版12 A 区

2 号地下式坑 2 号地下式坑

2 号地下式坑 2 号地下式坑

2 号地下式坑

2 号地下式坑

2 号地下式坑



A 区 図版13

粘土貼土坑 粘土貼土坑

粘土貼土坑 {粘 l 。除去後) 粘土鮎土坑 (完姻状況)

粘土貼土坑 粘土貼土坑

粘土貼土坑 粘土貼土坑



図版14 A 区

ふ

, 
4 

~ 

2 号堀内遺跡 (雫慌) 1 号道跡 (勺担保)



A区図版15

2 号堀

2 号堀



図版16 A 区

2 号堀



A区図版17

3 号堀



図版18 A 区

1 号道跡 (宅晶~ I*J側から)

1 号道跡



A 区 図版19

""" 

醤欝璽事
1 51住，1 

1 56住，2

.、

157住，1 

1 57住，7

157住，2

157住，6 1 57住，8



図版20 A 区

1 58住，1

1 60住，3

158住，2

158住，5

162住， 1

158住，6

162住，3

158住，8

158住， 1 0 162住，6



A区図版21

1 64B住， 1

166住， 1

‘' 

167住，2

方形土坑，2

167住，7



図版22 B ・ B 2 ・ C 1 ・ C 2 区

神山谷遺跡南部 ( '1.ト品~ I町側から )

神山谷遺跡南部 ( 空保市側から )



B . B 2 ・ Cl ・ C 2 区 図版23

B 区調査前 t 字以内側から

日 区関査前 宅搬両飼から)



図版24 B. B 2 ・ C l ・ C 2 区

神山谷遺跡 ('や品Llヒ側から )

B 区 ・ C 2 区調査風景 (空搬何側から )



8 2 区 図版25

B 2 区 ( 雫抽uヒから } B 2 区 ( 雫搬州から )

B 2 区尾栂部遺構検出状況

51-401 51-401 

東側斜面住居跡検出状況



図版26 B 2 区
F 

3 号落とし穴 9 号落とし穴

Eコl

10号落とし穴 SK-410 

SK-412 SK-412 

'‘ 
，レ

SK-426 SK-426 



B 2 区 図版27

中世事域 中世墓峨

中世墓域 I~t側‘ 中世墓t壷 ( ~(fi四 }

中世墓域 (1軒側) SK-41 4A検出状況

SK-414A' SK-415 SK-414A遺物出土状況



図版28 B 2 区

司“~・-

SK-4 16 ・ SK-417

SK-418遺物出土状況

SK-419遺物出土状況

k d・

SK-419 

SK-417遺物出土状況

, 

P 

/.J 

~ 

SK-418 

SK-419 

'恥 、ー

' d γ J、

島 」 ア ヲ

中世墓域



B 2 区 図版29

SK-420遺物出土状況 SK-420 

、，

SK-421 SK-421 

SK-422 SK-422 

SK-423A SK-423A 



図版30 B 2 区

-邑

SO-401 

B 2 区 {宅蝿)

SO-402 

‘、

‘ 
‘ ‘ SO・40 1 西端土層断面

SO-401 中央部土層断面

SO-401 及びSO-402

SO・402硬化面検出状況



B 2 区 図版31

斜面部須恵器出土地点 ( Itl 内 から} 斜面部須恵器出土地点 (北点かり)

‘t -、、、

須恵器出土状況 須恵器出土状況

.-

... 事、母

須恵器出土状況

須恵器出土状況

須恵器出土状況
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B 区 図版33
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図版34 B 区
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